
＜
資
料
紹
介
＞
 
 

シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
へ
の
要
望
・
意
見
等
の
 
 

提
出
文
書
 
 
 

～
農
業
所
得
課
税
関
係
資
料
を
中
心
と
し
て
～
 
 井

 
上
一
郎
 
 
 

〔
和
語
諾
〕
 
 
 



一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
一
〇
日
、
午
後
入
時
五
二
分
、
シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
の
長
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
S
・
シ
ャ
ウ
プ
博
 
 

士
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
S
・
ゲ
ィ
ッ
ク
リ
一
博
士
 
（
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
教
授
）
と
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
F
・
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
 
（
ミ
ネ
ソ
 
 

タ
州
税
局
調
査
課
長
）
と
と
も
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
（
G
Ⅱ
Q
／
S
C
A
P
）
 
の
要
請
に
よ
っ
て
、
東
京
羽
田
空
港
へ
降
り
た
っ
て
 
 

か
ら
ま
も
な
く
五
〇
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

お
そ
ら
く
当
時
の
関
係
者
ほ
、
五
〇
年
の
歳
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
日
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
抱
か
れ
て
い
る
に
相
 
 

違
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
印
象
が
ど
れ
は
ど
記
憶
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
は
ど
う
も
別
の
こ
と
で
あ
 
 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
五
〇
年
の
歳
月
は
争
わ
れ
な
い
。
遠
い
過
去
の
こ
と
で
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

ま
え
が
き
 
 

シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
へ
の
要
望
・
意
見
等
の
提
出
文
書
 
 

－
農
業
所
得
課
税
関
係
資
料
を
中
心
と
し
て
－
 
 



と
こ
ろ
で
、
今
も
っ
で
わ
が
国
に
お
い
て
税
制
改
正
に
、
つ
い
て
論
議
さ
れ
る
場
合
∵
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
日
本
税
制
報
告
書
）
が
話
窟
と
 
 

な
り
、
ま
た
は
議
論
の
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
勧
告
が
、
当
時
の
政
治
映
況
あ
る
い
 
 

は
社
会
状
況
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
税
制
は
い
か
に
あ
る
べ
、
き
か
を
、
当
時
の
税
制
を
見
据
え
た
う
え
で
一
つ
の
結
論
を
導
き
だ
し
て
 
 

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
要
す
る
に
租
税
正
義
の
観
点
か
ら
、
公
平
、
公
正
を
軸
と
す
る
立
温
論
的
要
素
を
「
如
何
な
く
 
 

織
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
愚
か
ら
、
さ
の
結
論
は
常
に
現
状
に
対
す
る
三
省
の
要
と
し
て
機
能
す
る
ー
〕
と
に
な
る
。
 
 
 

と
も
か
く
、
政
治
的
決
着
の
前
に
、
租
税
正
善
の
実
現
を
、
合
理
性
の
貫
徹
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
真
髄
が
あ
る
。
 
 

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
シ
ャ
ヤ
フ
勧
告
は
、
歴
史
を
超
え
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
将
来
の
こ
と
は
言
え
ぬ
に
し
て
も
、
古
典
 
 

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
 
 
 

立
法
論
的
に
は
、
理
念
の
現
実
化
へ
の
適
応
と
い
う
手
法
に
あ
る
の
で
あ
っ
七
、
そ
の
手
法
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
し
、
こ
れ
が
ま
 
 

た
、
今
な
お
、
ガ
ー
ル
・
シ
ャ
ケ
プ
物
語
と
し
て
語
り
つ
が
れ
て
い
∧
く
モ
ニ
ュ
★
ソ
ト
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

一
九
九
一
年
三
月
三
日
、
首
本
テ
レ
ビ
 
（
4
≠
ヤ
ソ
、
芥
ル
）
は
、
主
月
「
五
日
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
に
あ
わ
せ
て
、
現
代
の
わ
が
 
 

国
の
租
税
体
系
の
基
礎
を
築
い
た
功
隆
替
顕
彰
す
る
意
味
も
あ
っ
て
、
カ
ー
ル
・
シ
ャ
ウ
プ
物
玉
谷
放
映
し
た
。
 
 
 

多
く
の
納
税
者
に
対
し
て
、
税
を
考
え
る
う
え
で
の
教
材
と
し
て
は
、
申
し
分
み
い
も
の
と
い
え
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
一
九
七
九
年
四
月
二
日
各
新
聞
は
く
、
ノ
G
Ⅱ
Q
が
・
↓
五
月
に
γ
セ
ナ
プ
税
制
使
節
団
が
東
日
す
る
こ
と
」
を
一
日
発
表
し
た
 
 

こ
と
を
報
道
し
た
（
シ
サ
ウ
プ
税
制
勧
告
・
新
聞
資
粁
編
六
五
貢
）
。
 

こ
の
使
節
団
の
歴
史
的
位
置
付
又
は
歴
史
的
評
価
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
来
日
の
発
表
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
政
 
 

府
、
大
蔵
省
、
地
方
財
政
委
員
会
及
び
そ
の
他
政
府
関
係
枚
閑
並
び
に
艮
阻
諸
団
体
で
は
、
税
制
改
革
へ
向
け
で
そ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
 
 

四
五
九
 
 
 



四
六
〇
 
 
 

る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
意
見
、
要
望
め
と
り
ま
と
め
、
あ
る
い
は
実
情
を
示
そ
う
と
す
る
諸
文
書
が
作
成
さ
れ
、
と
き
に
応
じ
て
 
 

使
節
団
へ
提
出
さ
れ
た
？
 
 
 

現
在
、
こ
れ
ら
の
諸
資
料
の
う
ち
、
大
蔵
省
主
税
局
貯
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
は
、
部
内
の
参
考
資
料
と
し
て
、
昭
和
二
四
年
度
、
 
 

シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
提
出
資
料
集
そ
の
一
、
そ
の
二
及
び
そ
の
三
が
あ
る
。
右
の
は
か
に
、
国
会
議
員
に
税
制
改
革
に
関
す
る
審
議
の
参
考
 
 

資
料
と
す
る
た
め
、
官
庁
資
料
の
は
か
、
広
く
民
間
団
体
の
意
見
書
、
要
望
書
等
を
収
録
し
た
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
編
の
 
 

「
税
制
改
革
に
関
す
る
資
料
集
」
五
分
冊
が
あ
る
。
以
上
の
は
か
、
地
方
財
政
委
貞
会
編
の
シ
ャ
ウ
ブ
税
制
調
査
団
提
出
資
料
集
が
あ
 
 

る
。
筆
者
ほ
あ
い
に
く
へ
 
地
方
財
政
委
貞
会
編
、
資
料
集
に
つ
い
て
は
今
も
っ
て
め
ぐ
り
あ
っ
、
て
は
い
な
い
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
い
づ
れ
も
孔
版
印
刷
で
あ
り
、
ま
た
用
紙
は
、
更
紙
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
酸
性
紙
で
も
あ
る
か
ら
、
現
在
で
 
 

は
、
利
用
上
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
こ
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

と
は
い
え
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
問
題
点
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
の
突
合
な
く
し
て
は
な
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

さ
き
に
、
「
シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告
・
新
聞
資
料
編
」
を
刊
行
し
た
と
き
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
「
勧
告
」
 
本
分
は
、
一
面
で
は
、
意
 
 

見
、
要
望
に
対
す
る
回
答
的
な
意
味
あ
い
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
れ
ら
の
文
書
資
料
は
、
問
い
か
け
の
部
分
で
あ
り
、
し
か
 
 

も
、
勧
告
書
の
性
質
上
、
表
面
的
に
こ
の
間
い
か
け
の
部
分
は
そ
れ
と
し
て
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
、
文
面
上
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
と
 
 

こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
こ
れ
ら
の
資
料
を
網
羅
的
に
呈
示
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
そ
の
量
か
ら
み
て
、
直
ち
に
 
 

開
示
す
る
こ
と
も
で
き
え
な
い
。
そ
こ
で
問
題
別
に
呈
示
し
ょ
う
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
刊
行
t
た
「
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
」
（
霞
 
 

出
版
社
、
昭
和
六
〇
年
刊
）
及
び
「
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
・
新
聞
資
料
編
」
（
霞
出
版
社
、
昭
和
六
三
年
刊
）
と
の
つ
な
が
り
を
も
指
摘
 
 
 



昭
和
二
四
・
四
二
 
 
〇
G
Ⅱ
Q
、
五
月
初
旬
、
シ
ャ
ウ
プ
博
士
は
か
六
名
か
ら
な
る
税
制
使
節
団
来
日
を
発
表
と
、
各
紙
二
日
付
で
 
 

報
道
。
 
 

し
な
が
ら
、
差
し
当
っ
て
当
時
問
題
の
多
か
っ
た
「
農
業
所
得
課
税
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
関
係
資
料
の
呈
示
を
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

な
お
、
資
料
の
作
成
過
程
を
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
行
動
等
と
の
関
係
を
時
系
列
的
に
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

六
・
一
一
 
 

二
八
 
 

五
・
一
〇
 
 

二
九
 
 
 

○
使
節
団
貞
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
B
・
コ
ー
エ
ソ
来
日
。
 
 

O
G
H
Q
／
N
R
S
（
天
然
資
源
局
）
、
農
家
所
得
税
の
査
定
、
徴
収
に
対
す
る
計
画
の
概
要
を
農
林
省
へ
提
 
 
 

示
。
 
 

○
農
林
省
農
業
改
良
局
、
Ⅳ
R
S
に
対
し
、
農
民
負
担
に
関
す
る
諸
資
料
を
提
出
。
 
 

○
シ
ャ
ウ
プ
博
士
、
ゲ
ィ
ッ
ク
リ
一
博
士
、
、
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
来
日
。
 
 

○
農
家
の
税
負
担
の
軽
減
に
つ
き
、
来
週
早
々
、
姦
農
相
、
片
桐
次
官
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
と
会
見
の
う
え
、
 
 

罫
望
書
を
手
渡
す
予
定
と
、
東
京
新
阻
報
道
。
 
 

○
日
本
農
民
組
合
絵
本
部
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
に
対
し
、
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
書
を
作
成
。
 
 

○
ス
タ
ン
レ
ー
・
S
・
サ
サ
ー
氏
来
日
。
 

○
ハ
ワ
ー
ド
∵
・
R
・
ボ
ー
エ
ソ
氏
来
日
。
 
 

○
ウ
イ
リ
ア
ム
・
C
・
ウ
オ
ー
レ
ン
氏
来
日
。
 
 

○
農
林
省
、
農
林
漁
業
の
課
税
負
担
の
現
状
と
そ
の
改
正
に
関
す
る
要
望
を
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
へ
連
出
。
 
 

四
六
一
 
 
 



以
上
の
経
過
を
た
ど
っ
て
、
勧
告
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

勧
告
の
部
分
を
摘
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

七
・
一
四
 
 
〇
過
重
と
不
均
衡
に
あ
え
い
で
い
る
農
村
課
税
に
対
す
る
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
考
え
方
（
源
泉
課
税
方
式
の
採
 
 

用
等
）
を
、
虔
林
省
へ
示
唆
′
（
毎
日
新
聞
、
七
二
六
記
事
）
。
 
 
 

一
五
 
 
〇
農
林
省
関
係
者
、
ケ
ヤ
ウ
プ
税
制
使
節
団
に
対
し
、
源
泉
課
税
√
徴
収
に
対
す
る
意
見
等
を
要
望
す
（
毎
 
 

日
、
・
新
訂
七
・
⊥
七
記
事
）
。
 
 

〓
ハ
 
 
O
G
H
Q
／
N
R
S
、
農
林
省
に
対
し
供
出
代
金
に
つ
き
源
泉
課
税
徴
収
案
内
示
あ
り
た
る
こ
と
を
時
事
新
報
 
 

報
道
。
 
 

二
一
 
〇
大
蔵
省
主
税
局
、
N
R
S
掟
実
に
か
か
る
農
業
所
得
税
の
賦
課
徴
収
計
画
概
要
に
対
し
、
意
見
を
表
明
。
 
 

二
二
 
 
〇
農
林
省
、
源
泉
徴
収
は
回
避
、
農
家
所
得
課
税
に
つ
き
、
第
一
案
、
第
二
案
を
呈
示
の
う
え
折
衝
と
毎
日
新
 
 

聞
報
道
用
 
 

四
六
二
 
 
 

三
五
 
 
〇
農
業
復
興
会
琴
現
行
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
を
表
明
、
近
く
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
に
提
出
す
る
予
定
と
、
 
 
 

東
京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
報
道
。
 

○
中
央
農
業
団
体
、
農
業
所
得
税
の
査
定
及
び
徴
税
に
対
す
る
意
見
等
を
表
明
。
 
 

○
全
国
農
業
協
同
範
合
代
表
者
会
議
東
行
委
員
会
、
農
民
の
立
場
か
ら
見
た
る
日
本
の
徴
税
の
実
情
と
、
税
制
 
 

改
革
に
許
す
る
意
見
を
表
明
。
 
 



日
本
税
制
報
告
書
、
第
一
四
省
 
所
得
税
に
お
け
る
納
税
協
力
、
税
務
行
政
の
執
行
な
ら
び
に
争
訟
中
「
農
業
所
得
の
課
税
お
よ
び
徴
 
 

収
」
≡
五
ペ
ー
ジ
（
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
二
四
九
吾
、
付
録
D
 
所
得
払
お
よ
び
法
人
税
の
執
行
（
Ⅳ
D
）
中
、
C
項
2
、
源
泉
徴
 
 

収
 
C
、
農
業
者
の
源
泉
徴
収
Ⅳ
・
D
一
一
貫
（
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
三
七
三
貢
）
及
び
C
項
4
、
農
業
所
得
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
課
 
 

税
手
続
Ⅳ
D
一
四
貢
（
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
三
七
六
貢
）
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
勧
告
の
結
末
は
、
シ
ャ
ウ
プ
の
税
制
勧
告
書
中
、
四
二
三
貢
〔
六
〕
を
参
照
の
こ
と
。
こ
れ
で
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
め
ぐ
る
 
 

農
業
所
得
課
税
は
制
度
的
に
は
、
旧
来
の
方
法
が
是
認
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
下
に
関
係
資
料
を
掲
げ
る
。
 
 
 



目
 
 

第
一
部
 
 
 

第
一
 
 
 

第
二
 
Ⅳ
・
R
・
S
の
提
案
に
係
る
農
家
所
得
税
の
 
 

査
定
及
び
徴
収
に
対
す
る
計
画
の
概
要
…
…
…
…
…
四
八
一
 
 

第
三
 
農
業
所
得
税
の
賦
課
徴
収
計
画
概
要
（
N
・
 
 
 

R
、
∵
S
提
案
）
軋
対
す
る
意
見
（
昭
和
二
四
・
 
 

七
二
〓
）
 
 

大
蔵
省
主
税
局
…
…
：
∵
…
・
宍
三
 
 

農
業
所
得
課
税
に
関
す
る
シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
へ
の
要
望
・
意
見
等
関
係
資
料
 
 

次
 
 

G
H
Q
・
農
林
省
・
大
蔵
省
関
係
の
部
…
…
…
…
四
六
七
 
 
 

シ
ョ
ウ
プ
税
制
改
革
使
節
団
に
対
し
て
農
民
 
 

負
担
に
閲
し
総
指
令
部
（
N
・
R
・
S
＝
天
然
 
 

資
源
局
）
 
に
提
出
せ
る
参
考
資
料
（
昭
和
二
四
 
 

・
四
ニ
ー
八
）
 
 
 

農
林
省
農
業
改
良
居
経
済
研
究
部
…
…
…
…
…
四
六
七
 
 
 第

五
 
 

第
二
部
 
 
 

第
六
 
 
 

第
七
 
現
行
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
（
昭
和
二
四
 
 

二
八
）
 

農
業
復
興
会
議
…
…
…
‥
…
・
五
一
入
 
 

第
入
 
農
業
所
得
税
の
査
定
及
び
徴
税
（
特
に
源
泉
 
 
 

徴
収
を
含
む
）
 
に
つ
い
て
の
計
画
案
に
対
す
る
 
 

意
見
案
 
 

中
央
農
業
団
体
…
…
…
‥
…
・
霊
二
 
 
 

第
四
 
 供
出
代
金
源
泉
徴
収
案
、
G
Ⅱ
Q
・
N
R
S
 
 

農
林
省
に
対
し
内
示
（
昭
和
二
四
・
七
・
中
旬
）
…
四
人
六
 
 
 

内
示
案
に
対
す
る
農
林
省
側
の
提
案
…
…
…
…
…
四
八
七
 
 

農
林
業
の
課
税
負
担
の
現
状
と
そ
の
改
正
 
 

に
関
す
る
要
望
（
昭
和
二
四
・
六
）
 
 

農
林
省
…
…
：
…
…
・
四
九
〇
 
 

官
庁
・
農
業
団
体
の
部
 
 

四
九
〇
 
 



第
九
 
農
民
の
立
場
か
ら
見
た
る
日
本
の
徴
税
の
実
 
 
 

情
と
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
 
 

全
国
農
業
協
同
範
合
 
 

代
表
者
会
議
実
行
委
貞
会
…
‥
…
…
…
・
五
四
四
 
 

第
一
〇
 
シ
ョ
ウ
プ
税
制
改
革
使
節
団
に
対
し
て
提
 
 

出
す
る
租
税
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
 
 

（
昭
和
二
四
二
ハ
ニ
一
）
 
 

日
本
農
民
取
合
総
本
部
…
…
…
…
…
栗
三
 
 
 





A
 
農
家
負
担
の
現
況
 
 

国
民
財
政
負
担
Ⅵ
均
衡
と
い
ふ
立
場
か
ら
み
て
農
家
負
担
は
戦
后
の
現
行
税
制
に
お
い
て
、
国
税
及
び
地
方
税
を
合
せ
た
総
財
政
負
担
 
 

に
つ
い
て
み
て
も
ま
た
直
接
国
税
負
担
だ
け
に
つ
い
て
み
て
も
他
産
業
者
に
対
し
て
相
対
的
に
過
重
と
な
っ
て
釆
て
い
る
。
就
中
国
税
と
 
 

し
て
の
所
得
税
の
過
重
化
の
傾
向
が
著
し
い
。
 
 

四
六
七
 
 
 

第
一
シ
ョ
ウ
プ
税
制
改
革
使
節
団
に
対
し
て
農
民
負
担
に
閲
し
総
指
令
部
（
N
・
R
 
 
 

・
S
＝
天
然
資
源
局
）
に
提
出
せ
る
参
考
資
料
（
昭
和
二
四
・
四
・
二
八
）
 
 

農
林
省
農
業
改
良
局
経
済
研
究
部
 
 

第
一
部
 
G
H
Q
・
農
林
省
・
大
蔵
省
関
係
の
部
 
 

農
家
負
担
の
合
理
化
の
見
地
に
お
け
る
農
林
省
の
税
制
改
革
に
対
す
る
意
見
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第2表 昭和20年度乙種事業所得査定状況  

税務署査定    実所得に対  
調査戸数  実 所 得   所  得   する査定率   

㈲   （功   

円  ％  

‥′1．0町以下   54  2，473   4，927  199  

ハ1．1～1．5町 103   4，527   4，609   102  

1．6′－2．0町   77   6，10   6，704   110  

121．0′－町以上   129 8，677   8，547   99  

平   均   36   6，031   6，500   108  

米麦作経営   26年 5，645   5，780   102  

普通畑作J／   21   5，205   7，298   140  

読菜作 ′／   2   6，14d   8，673   148  

果樹作 ′／   2P   14，946   13，258   89  

養  蚕 ′／   26   6，011   5，263   88  

酪  農／′   8，639   5，290   61  

純 農 村   25．7   6，491   6，798   105  

都 市 近 郊   50   7，608   7，143   94  

山  村   56   3，781   4，313   112   

備考 全国農業会「農業所得税に関する調査」（1947年）によった。   

ま
た
、
課
税
方
法
の
不
合
理
の
結
果
農
家
相
互
の
間
 
 

に
お
け
る
負
担
の
不
均
衡
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

B
 
国
 
税
 
 

農
家
の
国
税
に
お
け
る
以
上
の
負
担
不
均
衡
は
所
得
 
 

税
制
の
不
備
及
び
課
税
方
法
の
不
当
に
由
来
す
る
。
 
 

〓
 
所
得
税
法
上
の
欠
陥
 
 

基
礎
控
除
の
問
題
 
 
 

わ
が
国
の
実
情
に
お
い
で
農
業
所
得
は
家
族
農
業
 
 
 

従
事
者
の
勤
労
所
得
の
実
質
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
 
 
 

る
か
ら
、
一
般
勤
労
所
得
に
つ
い
て
同
一
世
帯
内
の
 
 
 

二
人
以
上
の
勤
労
所
得
者
が
夫
々
基
礎
控
除
を
う
け
 
 
 

て
い
る
と
同
様
に
家
族
農
業
従
事
者
の
各
々
に
つ
い
 
 
 

て
基
礎
控
除
の
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
憲
法
第
一
 
 
 

三
、
t
四
、
t
一
四
桑
の
精
神
に
照
ら
し
て
至
当
で
あ
 
 
 

る
。
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第4表 昭和23年度農業所得税賦得状況  

調  世  帯  員  数      扶  

経営形  
養  
控  
除   

数   態別  者  反 当  
数   

反  人  円  
水田単作  27   10．′4  2．1  0．3  12．8   7．8  3．0  0．4  3．4  4．4  5．1    65，150  5，090   

二毛作  99  7．1  3．3  0．2  10．6  7．3  3．2  0．6  3．8  3．5  5．2  76，986  7，263   
畑  作  40  3．7  7二g  0．3  11．9  7． 
果樹作  20  2．6  2．4  3．Z  8．2  ㌃ 5．9  2．6、  1．1  3．7  2．2  3．4  102，536  12．504   
養 蚕  6  1．6  3．5  2．6  7．7   6．5  2．8  0．2  3．0  3．5  4．0  65，358  7，600   

更 正 所 得 額  備  
更 正   

考  

経営形  
の  ぬ  

申告兼  圧力   管  轄   
態  別   （切                   所得額  反 当  

（団  伍）   伍）     額（功   
伍）  財務局   

水田単作  79，023  、6，173  1．20  12，418  0．19  0．16  1，616  0．03  仙  台   

ニ毛作  97，318  9，186  1．26  19，126  0．25  0．20  16，081  0．21  熊  本   
畑  作  122，423  8，607  1．51  15，792  0．23  0．15  7，906  0．12  関東信越   
果樹作  129，105  15，744  1．26  34，836  0．34  0．27  14，977  0．15  高  松   
養  蚕  108，236  14，057  1．66  25，815  0．39  q．24  1，666  0．03  関東信越   

備考 農林省統計調査局「アンケート調査」の結果による。  

（Ⅰ）  

所
得
税
法
運
用
上
の
欠
陥
 
 

m
 
運
用
上
の
欠
陥
の
第
一
点
 
 

収
入
計
算
の
期
間
の
問
題
 
 
 

現
行
の
農
業
所
得
の
計
算
に
お
い
て
そ
の
経
費
は
 
 
 

当
該
所
得
年
度
の
年
間
の
費
用
を
見
積
も
っ
て
い
る
 
 
 

の
に
対
し
、
収
入
の
計
算
に
お
い
て
は
次
期
の
所
得
 
 
 

年
度
に
繰
越
さ
る
べ
き
農
家
の
販
売
米
及
び
保
有
飯
 
 
 

米
を
収
穫
時
の
該
当
所
得
年
度
の
収
入
と
し
て
計
算
 
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
イ
ン
フ
レ
の
現
状
で
は
所
 
 

四
七
一
 
 
 

〔
注
〕
 
な
お
、
こ
の
間
題
は
農
業
者
に
限
ら
ず
、
家
族
労
働
に
 
 
 

ょ
る
一
般
小
売
業
老
に
つ
い
て
も
い
え
る
が
、
少
額
取
 
 
 

引
者
の
取
引
高
税
の
免
除
の
結
果
は
取
引
高
税
相
当
分
 
 

の
超
過
利
潤
（
所
得
）
を
小
営
業
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
 
 
 

り
、
家
族
従
業
者
の
基
礎
控
除
の
な
い
部
分
を
こ
れ
が
 
 
 

或
る
程
度
補
っ
て
い
る
。
 
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
少
額
取
引
者
の
取
引
高
税
 
 
 

の
免
除
を
廃
し
て
、
家
族
従
業
者
に
対
す
る
基
礎
控
除
 
 

の
制
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 



〔
注
〕
 
生
産
し
た
現
物
の
価
格
が
生
産
時
点
で
抱
え
ら
れ
る
こ
と
は
農
業
に
限
ら
ず
、
t
般
営
業
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
一
般
営
 
 

業
に
お
い
て
は
生
産
期
間
が
短
く
資
本
の
回
転
率
が
速
か
で
あ
る
た
め
、
′
所
得
年
度
の
間
の
生
産
現
物
の
繰
越
し
量
は
年
間
生
産
総
量
に
比
し
て
 
 

極
め
て
、
少
部
分
を
占
め
る
の
に
反
し
て
、
農
業
に
お
い
て
は
、
一
年
の
生
産
期
間
を
要
し
、
特
に
米
は
所
得
年
度
の
末
期
に
当
る
十
月
が
収
穫
時
 
 

知
で
あ
る
か
ら
、
繰
越
し
掛
物
の
部
分
が
年
間
生
産
総
量
の
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
の
た
め
に
農
業
に
お
い
て
は
所
得
の
過
大
計
算
が
一
般
営
業
 
 

の
場
合
に
比
し
て
比
故
に
な
ら
な
い
程
大
き
く
以
上
の
計
算
方
法
か
ら
派
生
す
る
不
合
理
 
 

局
 
農
家
の
経
営
内
で
生
産
財
に
充
て
ら
れ
る
生
産
物
（
例
え
ば
飼
料
、
種
子
等
）
は
評
価
価
格
で
収
入
と
支
出
に
計
上
さ
れ
る
が
、
前
述
の
計
算
 
 

方
法
の
結
果
収
入
の
評
価
は
収
穫
時
の
価
格
に
よ
り
、
支
出
の
評
価
は
前
年
の
収
穫
時
の
価
格
に
よ
る
た
め
に
こ
の
間
に
架
空
な
所
得
が
見
積
 
 

も
ら
れ
て
い
る
。
 
 

㈲
 
年
間
の
生
産
が
米
だ
け
の
単
作
地
帯
（
関
東
以
北
）
の
農
業
所
得
は
二
毛
作
地
帯
の
そ
れ
に
比
し
て
不
均
衡
に
過
大
計
算
と
な
る
。
 
 

H
 
所
得
税
法
に
よ
れ
ば
六
月
に
予
定
申
告
を
な
す
べ
き
規
定
に
な
っ
て
居
り
、
大
蔵
省
は
六
月
の
予
定
申
告
を
農
民
に
強
要
し
て
い
る
が
、
収
 
 

入
評
価
を
収
穫
時
価
格
に
よ
る
大
蔵
省
の
建
前
を
採
れ
ば
収
穫
以
前
に
は
所
得
は
あ
り
得
な
い
管
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
建
前
は
六
月
予
定
申
告
 
 

を
強
要
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
 
 

∽
 
運
用
上
の
欠
陥
の
第
二
点
 
 

反
当
所
得
標
準
率
凱
問
題
 
 
 

農
業
所
得
の
査
定
に
当
っ
て
、
税
務
署
は
反
当
所
得
標
準
率
を
用
い
て
い
る
が
こ
の
標
準
率
に
は
次
の
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

い
 
標
準
率
を
乱
用
し
、
農
家
の
申
告
を
標
準
率
に
近
か
ら
し
め
る
よ
う
内
面
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
的
な
申
告
納
税
制
の
 
 
 

四
七
二
 
 
 

得
の
著
し
い
過
大
計
算
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
収
入
の
計
算
方
法
は
所
得
税
法
の
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
か
ら
み
て
も
疑
問
 
 

が
あ
る
。
 
 



主
旨
を
没
却
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
標
準
率
作
成
の
基
準
と
す
る
調
査
が
疎
漏
で
且
つ
調
査
地
点
が
少
な
い
。
大
蔵
省
は
僅
か
に
二
村
の
調
査
に
基
づ
く
標
準
率
範
 
 

例
を
地
方
財
務
局
に
示
し
て
、
地
方
税
務
署
を
し
て
こ
れ
に
準
拠
し
て
地
方
別
の
標
準
率
を
作
ら
し
め
て
い
る
が
、
地
方
税
務
署
 
 

は
独
自
に
調
査
を
し
な
い
で
、
こ
れ
を
模
倣
す
る
慣
向
が
あ
り
、
ま
た
独
自
の
調
査
を
す
る
場
合
も
調
査
地
点
が
少
い
。
こ
の
た
 
 

め
標
準
率
が
一
律
と
な
り
、
地
方
の
実
情
に
適
合
し
な
い
憾
み
が
あ
り
、
こ
れ
が
農
家
相
互
間
の
所
得
税
負
担
の
不
均
衡
を
生
ず
 
 

る
一
原
因
を
成
し
て
い
る
。
 
 

0
0
 
農
家
所
得
合
理
化
対
策
 
 
 

じ
 
家
族
農
業
従
事
者
の
各
々
に
対
し
基
礎
控
除
の
制
を
設
け
る
こ
と
（
税
法
改
正
を
要
す
）
。
 
 
 

∽
 
農
家
の
生
産
米
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
越
し
販
売
又
は
消
費
さ
れ
る
部
分
は
翌
所
得
年
度
に
属
せ
し
め
る
こ
と
（
税
法
解
釈
の
是
正
 
 
 

を
要
す
）
。
な
は
、
経
営
内
で
生
産
財
に
供
せ
ら
れ
る
生
産
物
は
収
支
差
額
を
見
積
ら
な
い
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
所
得
標
準
率
の
作
成
を
も
っ
と
地
帯
別
に
多
数
の
実
例
に
基
づ
い
て
作
成
す
る
も
の
と
し
、
標
準
率
を
地
方
の
実
情
に
応
ず
る
も
 
 

の
と
す
る
こ
と
。
 
 

中
央
の
標
準
率
範
例
作
成
に
は
農
林
省
を
参
画
せ
し
め
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
所
得
標
準
率
を
農
家
の
申
告
指
導
に
当
り
強
制
し
な
い
こ
と
。
 
 

簿
記
を
記
帳
し
な
い
わ
が
国
農
家
の
実
情
に
照
ら
し
、
申
告
指
導
の
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の
申
告
指
導
に
は
標
準
率
に
つ
い
て
農
 
 
 

民
代
表
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、
民
主
的
に
問
題
を
処
理
せ
し
め
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
。
 
 
 



四
七
四
 
 

C
 
地
方
税
 
 

地
方
財
政
は
そ
の
甚
だ
し
い
破
綻
を
事
業
税
や
住
民
税
や
入
場
税
等
の
財
源
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
財
源
に
乏
し
い
農
 
 

村
財
政
は
各
種
の
物
件
税
が
益
々
多
き
を
加
え
る
傾
向
に
あ
り
、
更
に
強
制
寄
附
が
激
増
し
て
い
る
。
 
 

∽
 
農
業
事
業
税
は
地
方
税
制
に
所
得
税
と
同
じ
性
格
の
税
目
を
採
り
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
住
民
税
と
事
業
税
と
の
二
重
課
税
 
 
 

と
な
り
、
負
担
の
過
重
を
表
す
の
み
な
ら
ず
現
行
の
事
業
税
で
は
、
全
国
的
に
見
て
、
地
域
に
よ
っ
て
農
家
間
の
負
担
の
不
均
衡
を
表
 
 
 

す
点
が
大
切
で
あ
る
。
よ
っ
て
事
業
税
は
所
得
税
と
統
合
し
て
一
定
の
比
率
を
持
っ
て
所
得
税
徴
収
額
の
う
ち
か
ら
自
制
的
に
地
方
財
 
 
 

政
に
分
与
す
る
を
可
と
す
る
。
 
 

∽
 
物
件
税
は
財
源
の
枯
渇
し
た
農
村
特
に
東
北
、
北
陸
地
方
に
多
い
が
、
農
業
生
産
手
段
に
対
す
る
物
件
税
は
特
に
所
得
税
と
二
重
課
 
 
 

税
に
な
る
性
質
が
強
く
農
業
生
産
力
を
阻
害
す
る
こ
と
、
農
家
相
互
間
に
お
い
て
下
層
農
家
の
負
担
が
過
重
と
な
る
こ
と
等
の
欠
陥
を
 
 
 

持
つ
も
め
で
あ
る
か
ら
、
物
件
税
を
整
理
し
そ
の
創
設
を
抑
制
す
る
こ
と
。
 
 

㈱
 
地
租
の
増
額
は
小
作
料
を
高
騰
せ
し
め
、
農
地
改
革
の
成
果
を
減
退
せ
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
甚
だ
し
い
増
額
を
な
さ
ざ
る
こ
 
 
 

と
。
 
 

㈲
 
地
方
財
政
は
農
村
財
政
の
占
め
る
比
重
が
大
き
い
か
ら
、
地
方
財
政
委
貞
会
に
は
農
林
関
係
の
意
見
を
十
分
反
映
し
得
る
よ
う
な
措
 
 
 

置
を
構
ず
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
現
行
租
税
隋
系
一
覧
 
 
 



b
 
 

所
得
税
の
明
細
 
 

所
 
得
 
別
 
 

利
子
所
得
 
 

配
当
所
得
 
 

現
行
租
税
体
系
一
覧
表
 
 
 

国
 
 

税
 
 

直接税  

酒
 
 

税
 
 

清
涼
飲
料
税
 
 

砂
糖
消
費
税
 
 

織
物
消
費
税
 
 

揮
発
油
税
 
 

物
 
品
 
税
 
 

相 法 所  

人
税
｛
 
 

続
 
税
 
 

得
 
税
1
別
紙
 
 

所
 
 
得
 
 
の
 
 
説
 
 
明
 
 

公
債
、
社
債
及
び
預
金
の
利
子
並
び
に
合
同
運
用
信
託
の
利
益
 
 

法
人
か
ら
受
け
る
利
益
若
く
は
利
息
の
配
当
又
は
剰
余
金
の
分
 
 

配
 
 

一
般
法
人
の
普
通
所
得
に
対
す
る
税
率
一
〇
〇
分
の
三
五
 
農
 

業
協
同
狙
合
及
び
そ
の
連
合
会
に
対
す
る
税
率
一
〇
〇
分
の
二
五
 
 

取
引
高
税
 
 

有
価
証
券
移
転
税
 
 

通
 
行
 
税
 
 

関
 
 

税
 
 

噸
 
 
 
税
 
 

印
紙
収
入
 
 

課
 
税
 
標
 
準
 
 

そ
の
年
中
の
収
入
 
 

そ
の
年
中
の
収
入
金
額
か
ら
そ
の
元
本
 
 

を
取
得
す
る
た
め
に
要
し
た
負
債
の
利
 
 

子
を
控
除
し
た
金
額
 
 四

七
五
 
 
 



臨
時
配
当
所
得
 
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
息
の
配
当
若
く
は
剰
余
金
の
 
 

分
配
又
は
積
立
金
で
な
し
た
利
益
の
配
当
若
く
は
剰
余
金
の
分
 
 

配
で
株
式
若
く
は
出
資
の
払
込
に
充
て
ら
れ
た
も
の
 
 

給
与
所
得
 
俸
給
、
給
料
、
賃
金
、
．
歳
費
、
費
用
弁
償
、
年
金
、
恩
給
及
び
 
 

賞
与
並
に
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
 
 

退
職
所
得
 
一
時
恩
給
及
び
退
職
給
与
並
に
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
 
 

譲
渡
所
得
 
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
 
 

山
林
所
得
 
山
林
の
伐
採
又
は
譲
渡
に
困
る
所
得
 
 

一
時
所
得
 
前
各
号
以
外
の
所
得
 
 

四
七
六
 
 
 

々
の
年
中
の
総
収
入
金
額
の
一
〇
分
の
 
 

五
に
相
当
す
る
金
額
 
 

そ
の
年
中
の
収
入
金
額
か
ら
そ
の
一
〇
 
 

分
の
二
・
五
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
 
 

し
た
金
額
 
 

そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
の
一
〇
分
の
 
 

五
に
相
当
す
る
金
額
 
 

そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な
 
 

経
費
を
控
除
し
た
金
額
の
一
〇
分
の
五
 
 

に
相
当
す
る
金
額
 
 

そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
か
ら
当
該
資
 
 

産
の
取
得
価
格
、
設
備
費
、
改
良
費
及
 
 

び
譲
渡
に
関
す
る
経
費
を
控
除
し
た
金
 
 

額
の
一
〇
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
 
 

そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な
 
 

経
費
を
控
除
し
た
金
額
 
 
 



d
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 
 

税
 
 

（
1
）
 
給
与
所
得
者
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
の
特
例
 
 

二
〇
、
0
0
0
円
未
満
 
二
〇
％
 
 

二
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
二
五
％
 
 

四
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
三
〇
％
 
 

七
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
三
五
％
 
 
 

一
〇
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
四
〇
％
 
 
 

一
五
〇
、
0
0
0
町
以
上
 
四
五
％
 
 

二
〇
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
五
〇
％
 
 

道
府
県
税
 
 

収
入
金
額
…
…
…
そ
の
収
入
す
べ
き
金
額
（
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
を
も
っ
て
収
入
す
べ
き
場
合
に
お
い
て
は
、
 
 

該
物
又
は
権
利
の
価
格
）
 
 

捻
収
入
金
額
…
‥
…
・
そ
の
収
入
す
べ
き
期
金
額
の
合
計
金
額
 
 

必
要
経
費
…
…
…
〔
未
記
載
・
編
者
〕
 
 

基
礎
控
除
 
個
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
得
金
額
か
ら
一
万
五
千
円
 
 

事
業
所
得
暑
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
特
例
な
し
。
 
 
 

率
 
 

給
与
所
得
者
と
事
業
所
得
が
あ
る
場
合
の
特
例
 
 

∵
 
 

夫
々
の
所
得
金
額
か
ら
各
々
t
万
五
千
円
を
控
除
す
る
。
 
 

三
〇
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
五
五
％
 
 

五
〇
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
六
〇
％
 
 

七
〇
〇
、
0
0
0
円
以
上
 
六
五
％
 
 

0
0
0
、
0
0
0
円
以
上
 
七
〇
％
 
 

0
0
0
I
0
0
0
円
以
上
 
七
五
％
 
 

O
D
O
、
d
0
0
円
以
上
 
八
〇
％
 
 
 

当  



道
府
県
民
税
 
 
 

租
 
 
 

地
 
 

家
 
屋
 
税
 
 

事
 
業
 
税
 
 

特
別
所
得
税
 
 
 

鉱
 
産
 
税
 
 
 

入
 
場
 
税
 
 
 

酒
消
費
税
 
 
 

電
気
ガ
ス
税
 
 
 

鉱
 
区
 
税
 
 
 

船
 

自
動
車
税
 
 
 

軌
 
道
 
税
 
 
 

庭
 
園
 
税
 
 
 

汽
 
確
 
税
 
 
 

ミ
シ
 
ン
税
 
 
 

特
別
漁
業
権
税
 
 土

地
の
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
土
地
の
賃
貸
価
格
の
一
〇
〇
分
の
一
〇
〇
（
標
準
）
 
 

家
屋
の
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
家
屋
の
賃
貸
価
格
の
一
〇
〇
分
の
一
二
五
（
〃
）
 
 

当
該
事
業
の
前
年
中
の
所
得
の
｛
紺
一
一
一
撃
琵
：
（
猷
郵
．
軒
針
「
‥
「
「
沌
詔
㌶
監
 
｛
一
 
 

農
業
に
つ
い
て
は
除
外
例
あ
り
 
 

電
話
加
入
税
 
 

電
 
柱
 
税
 
 

不
動
産
取
得
税
 
 

木
材
引
取
税
 
 

漁
業
権
税
 
 

狩
猟
者
税
 
 

遊
興
飲
食
税
 
 

入
 
場
 
税
 
 

家
 
畜
 
税
 
 

温
 
泉
 
税
 
 

芸
 
妓
 
税
 
 

立
木
伐
採
税
 
 
 

免
税
点
 
四
、
入
0
0
円
 
 

一入 五 四  
月月 月 月  



原
動
槙
税
 
 
 

牛
 
馬
 
税
 
 
 

都
市
計
画
税
 
 

市
町
村
税
 
 
 

法
定
附
加
税
 
 

市
町
村
民
税
 
 

舟
 
 

税
 
 

自
転
車
税
 
 

荷
 
車
．
税
 
 

閑
 
地
 
税
 
 

原
動
機
税
 
 

税
 
 

犬
 
 

牛
 
馬
 
税
 
 

家
 
畜
 
税
 
 

法
定
外
附
加
税
 
 

庭
 
園
 
税
 
 

ミ
シ
 

ラ
ジ
オ
税
 
 

養
蜂
施
設
税
 
 

立
木
伐
採
税
 
 

土
地
利
用
税
 
 

水
 
草
 
税
 
 
 

金
 
庫
 
税
 
 

屠
 
畜
 
税
 
 

広
 
告
 
税
 
 

接
客
人
税
 
 

使
用
人
税
 
 

り
ん
ご
引
取
税
 
 

そ
 
の
 
他
 
 

水
利
水
益
税
 
 



三
農
業
者
納
税
期
一
覧
 
 

一
月
所
得
税
｛
法
第
－
化
三
条
詣
謂
帰
服
嗣
和
郎
船
媚
の
鷲
 
 
 

九
月
 
都
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
 
 
 

）
〔
記
入
な
し
編
者
〕
 
 
 

十
月
 
所
得
税
（
 
 

十
一
月
 
事
業
税
及
び
…
…
（
年
額
の
二
分
の
こ
 
 

昭
和
一
五
 
昭
和
一
六
 
昭
和
一
七
 
昭
和
一
入
〕
〔
昭
和
一
九
 
昭
和
二
〇
〕
〔
昭
和
二
〓
〔
昭
和
二
二
〕
〔
昭
和
二
三
 
 

租
 
 
 

地
 
 

家
屋
税
及
び
 
 

附
加
税
 
 
 

営
業
税
及
び
 
 

附
加
税
 
 
 

不
動
産
取
引
税
 
 

及
び
附
加
税
 
 
 

温
 
泉
 
税
 
 

都
市
計
画
税
 
 

水
利
地
益
税
 
 

共
同
施
設
税
 
 

ー
 
1
2
一
1
0
0
－
1
 
2
4
1
1
0
0
 
 
7
2
一
1
0
0
 
 
2
0
〇
一
1
0
0
 
 

－
 
1
〇
一
1
0
0
－
1
 
2
1
一
1
0
0
 
 
4
6
一
1
0
0
 
 
2
5
〇
一
1
0
0
 
 
 

ー
 
8
一
1
0
0
1
 
1
5
一
1
0
0
 
 

5
1
1
0
0
 
 
2
〇
一
1
0
0
 
 
 



－
本
計
画
の
主
目
的
は
、
蒜
内
の
各
農
家
間
の
反
当
収
量
の
差
に
対
し
て
殆
ど
考
慮
の
払
わ
れ
て
い
な
い
現
行
の
課
税
の
不
平
等
を
 
 

是
正
し
、
農
家
所
得
税
の
支
払
を
季
節
的
な
農
業
所
得
形
態
に
調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
利
点
の
外
、
本
計
画
は
次
の
利
点
 
 
 

を
持
っ
て
い
る
。
 
 

∽
作
物
の
代
金
と
農
民
の
税
支
払
期
間
の
ず
れ
を
除
去
す
る
事
に
よ
っ
て
通
貨
発
行
の
季
節
的
変
動
を
低
下
さ
せ
る
。
 
 

∽
 
秋
の
作
物
の
支
払
期
間
を
通
じ
て
、
農
民
の
浪
費
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
。
 
 

㈱
農
民
が
秋
作
物
の
所
得
か
ら
の
無
駄
な
消
費
を
節
約
す
る
結
果
、
春
耕
資
金
の
借
入
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

㈲
 
各
年
度
の
第
四
・
四
半
期
間
竺
般
に
過
重
と
な
っ
て
い
る
税
務
署
の
仕
事
を
分
散
さ
せ
る
。
 
 

㈲
主
と
し
て
、
秋
作
物
か
ら
の
収
入
に
依
存
し
て
い
る
農
民
に
重
荷
を
負
は
せ
て
い
る
六
月
の
第
一
回
の
支
払
を
な
く
す
る
。
 
 

二
 
現
行
の
手
続
に
よ
れ
ば
、
六
月
及
び
↑
月
の
分
割
支
払
を
伴
う
予
定
申
告
及
び
方
の
確
定
申
告
の
提
出
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
こ
 
 

に
提
案
さ
れ
た
方
法
に
於
て
は
、
税
金
は
、
主
食
及
び
煙
草
え
の
支
払
代
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。
農
民
の
推
定
正
味
収
入
の
七
〇
％
以
 
 

上
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
作
物
か
ら
で
あ
る
場
合
は
、
六
月
の
申
告
は
要
し
な
い
。
農
民
が
六
月
に
申
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

と
き
は
、
農
民
は
、
推
定
税
額
及
び
推
定
源
泉
徴
収
額
の
差
額
の
三
分
の
一
だ
け
を
支
払
う
。
 
 

四
八
一
 
 
 

第
二
 
N
・
R
・
S
の
提
案
に
係
る
農
家
所
得
の
査
定
及
び
徴
収
に
対
す
る
計
画
の
概
 
 

要
 
 



四
八
二
 
 

全
農
民
は
、
十
月
の
予
定
申
告
を
提
出
す
る
。
予
定
申
告
に
は
、
供
出
割
当
（
補
正
割
当
が
決
定
し
な
い
時
は
事
前
割
当
）
の
基
礎
 
 
 

と
な
る
推
定
生
産
物
か
ら
標
準
パ
ー
セ
ソ
テ
ー
ジ
の
必
要
経
費
を
控
除
し
た
も
の
に
基
づ
い
た
総
収
入
の
推
定
額
も
記
入
す
る
。
 
 
 

統
制
外
の
作
物
の
瘍
合
は
、
可
能
な
限
り
の
各
農
民
の
実
際
の
生
産
資
料
が
収
入
推
定
の
基
礎
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
 
 

三
 
夏
作
物
の
供
出
の
際
、
総
供
出
代
金
の
一
定
割
当
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
。
 
 

四
十
月
の
予
定
申
告
は
、
秋
作
物
代
金
に
対
す
る
源
泉
徴
収
の
基
礎
と
な
る
。
源
泉
徴
収
は
、
以
下
の
何
れ
か
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
 
 
 

れ
る
。
 
 
 

∽
 
供
出
各
俵
か
ら
一
定
額
を
徴
収
す
る
。
徴
収
額
は
支
払
う
べ
き
税
額
及
び
供
出
さ
る
べ
き
俵
数
に
基
づ
き
各
俵
毎
の
控
除
額
を
示
 
 
 

す
蓑
に
よ
る
。
 
 

0
0
一
一
定
俵
か
ら
の
総
収
入
額
は
、
税
金
用
と
し
て
差
引
か
れ
、
何
れ
の
俵
が
税
金
支
払
用
に
あ
て
み
れ
る
か
は
、
農
家
の
選
択
に
委
 
 

ね
る
。
 
 
 

㈱
 
各
俵
か
ら
の
収
入
の
一
定
割
合
で
差
引
か
れ
必
要
俵
数
か
ら
の
総
収
入
を
徴
収
す
る
事
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。
 

㈲
 
供
出
さ
れ
た
各
俵
に
つ
い
て
一
定
割
合
を
差
引
き
確
定
申
告
で
調
整
す
る
。
 
 

五
 
各
農
民
は
、
納
税
手
帳
を
備
え
以
下
の
事
項
を
記
入
す
る
。
 
 

差
引
か
れ
る
税
額
 
 

各
作
物
の
供
出
割
当
の
数
量
及
び
金
額
 
 

供
出
及
び
代
金
の
記
録
、
税
金
支
払
の
記
録
 
 

必
要
経
費
の
記
録
 
 
 



第
三
 
農
業
所
得
税
の
賦
課
徴
収
計
画
概
要
（
N
・
R
・
S
提
案
）
に
対
す
る
意
見
 
 

六
 
源
泉
徴
収
分
の
保
留
ほ
、
農
民
に
対
す
る
供
出
代
金
の
支
払
責
任
者
た
る
農
民
指
定
の
農
協
又
は
銀
行
が
こ
れ
を
行
う
。
 
 

七
 
個
人
納
税
手
帳
に
よ
る
確
定
申
告
は
、
三
月
一
日
ま
で
に
記
入
す
る
こ
と
。
粗
収
入
は
可
能
な
限
り
、
村
役
場
の
証
明
す
る
現
実
的
 
 

生
産
資
料
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
計
算
す
る
こ
と
。
農
家
総
支
出
は
、
個
人
納
税
手
帳
に
記
入
さ
れ
あ
る
実
際
支
出
、
又
は
役
場
乃
至
農
 
 

協
に
お
け
る
各
農
家
の
購
買
記
録
及
び
そ
の
他
の
伝
票
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
る
支
出
ハ
若
し
く
は
各
村
に
お
け
る
納
税
事
務
所
か
、
 
 

役
場
又
は
農
業
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
っ
て
策
定
せ
ら
れ
る
支
出
の
標
準
控
除
率
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
算
定
し
て
よ
い
。
自
家
消
費
に
 
 
 

っ
い
て
は
、
そ
の
消
費
時
期
忙
お
け
る
生
産
者
価
格
を
以
て
、
こ
れ
を
計
算
す
る
ヱ
と
。
例
え
ば
、
一
月
－
九
月
に
は
消
費
せ
ら
れ
る
 
 

米
の
価
格
は
、
一
〇
月
⊥
二
月
に
消
費
せ
ら
れ
る
米
の
価
格
と
異
な
る
べ
き
こ
と
。
確
定
申
告
は
、
生
産
量
、
供
出
量
、
保
有
量
、
 
 

源
泉
徴
収
分
、
家
族
数
毎
に
当
該
関
係
官
吏
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
。
 
 

〔
以
上
〕
 
 

農
業
所
得
に
対
す
る
所
得
税
課
税
の
方
法
に
つ
い
て
N
・
R
・
S
〔
G
Ⅱ
Q
・
天
然
資
源
局
〕
か
ら
提
案
さ
れ
た
計
画
に
つ
い
て
は
、
 
 

四
八
三
 
 
 

出
典
 
昭
和
二
四
年
度
 
シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
提
出
資
料
集
 
そ
の
t
一
大
蔵
省
主
税
局
四
七
貢
－
五
〇
貢
 
 

（
昭
和
二
四
・
七
二
一
一
）
 
 

大
蔵
省
主
税
局
 
 



第
一
農
業
所
得
の
計
算
方
法
 
 
 

一
生
産
割
当
数
量
の
み
を
機
械
的
に
所
得
決
定
の
基
礎
と
し
、
そ
の
他
の
収
入
を
所
得
に
算
入
し
な
い
こ
と
は
、
所
得
の
公
平
適
実
 
 

な
把
瞳
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
と
な
り
適
当
で
は
な
い
。
 
 
 

二
 
農
産
物
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
、
現
在
の
収
穫
年
度
主
義
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
。
 
 
 

第
二
 
農
業
所
得
の
査
定
 
 
 

一
農
業
所
得
の
査
定
に
当
っ
て
、
現
在
の
反
当
所
得
標
準
率
に
よ
ら
ず
、
実
際
の
収
穫
高
を
基
礎
と
す
る
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
が
、
 
 

農
業
所
得
の
最
終
的
決
定
は
、
責
任
あ
る
徴
収
当
局
が
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

二
 
農
業
所
得
の
標
準
率
の
作
成
に
当
っ
て
、
町
村
長
、
農
業
会
の
代
表
者
等
事
情
精
通
者
か
ら
な
る
委
員
会
に
諮
問
す
る
制
度
を
設
 
 

け
る
こ
と
に
つ
い
て
考
慮
す
る
。
 
 
 

三
 
食
程
供
出
に
関
す
る
資
料
等
は
、
所
得
の
算
定
に
際
し
て
参
考
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
一
層
活
用
す
る
こ
と
に
は
 
 

賛
成
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
一
切
の
資
料
を
排
除
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
 
源
泉
徴
収
の
方
法
 
 
 

次
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。
 
 



農
業
所
得
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
を
行
う
こ
と
は
、
技
術
上
適
当
な
方
法
が
あ
れ
ば
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
提
案
さ
れ
た
方
法
及
び
 
 

こ
れ
に
代
る
べ
き
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
適
当
な
方
策
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 

一
税
額
の
事
前
計
算
が
著
L
く
困
難
且
つ
煩
雑
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
適
実
な
結
果
を
得
る
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
従
っ
 
 
 

て
、
最
終
的
に
は
確
定
申
告
に
際
し
て
更
正
決
定
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

二
 
適
実
に
行
わ
れ
な
い
結
果
、
税
額
の
還
付
又
は
追
敵
を
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
更
に
手
数
が
煩
雑
と
な
る
。
 
 

三
 
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
正
確
な
所
得
の
描
捉
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
制
度
の
下
に
お
い
て
や
納
税
は
比
較
的
に
容
易
 
 
 

で
あ
る
。
な
お
、
農
産
物
の
代
金
支
払
時
期
と
も
見
合
っ
て
、
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
・
さ
き
に
提
案
し
た
と
お
り
、
申
告
及
び
納
 
 
 

税
の
時
期
を
調
整
す
る
よ
う
改
正
し
た
い
。
 
 

四
 
納
税
を
容
易
な
ら
し
め
る
方
法
と
し
て
ほ
、
極
め
て
簡
易
な
方
法
に
よ
っ
て
納
税
準
備
預
金
の
制
度
を
一
定
の
方
法
に
よ
り
、
強
 
 
 

制
す
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
 
 

五
 
源
泉
徴
収
に
よ
る
方
法
に
つ
い
て
ほ
、
な
お
、
次
の
よ
う
な
難
点
が
あ
っ
て
（
適
当
で
な
い
。
 
 

∽
 
供
出
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
も
、
供
出
代
金
の
う
ち
か
ら
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
は
、
供
出
の
際
の
負
担
感
を
重
く
し
、
延
い
て
 
 
 

ほ
供
出
を
阻
害
す
る
結
果
を
生
ず
る
。
 
 

∽
 
二
以
上
の
支
払
者
か
ら
供
出
代
金
の
支
払
を
受
骨
る
場
合
に
は
ど
う
調
整
す
る
か
に
つ
い
て
、
煩
雑
な
手
続
を
要
す
る
。
 
 

㈱
 
主
食
に
つ
い
て
も
、
い
づ
れ
は
甘
藷
、
馬
鈴
薯
等
は
政
府
が
買
上
げ
る
こ
と
を
止
軌
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
、
永
く
、
こ
 
 

の
方
法
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

出
典
 
昭
和
二
四
年
度
 
シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
提
出
資
料
集
 
そ
の
二
 
大
蔵
省
主
税
局
 
四
四
頁
－
四
六
文
 
 

四
人
五
 
 
 



第
四
 
供
出
代
金
源
泉
徴
収
案
 
 

（
G
H
Q
・
N
R
S
農
林
省
に
対
七
内
示
〔
昭
和
二
四
・
七
・
中
旬
〕
）
 
 

指
令
部
〔
農
林
省
宛
〕
内
示
要
綱
 
 

一
、
六
月
二
〇
月
の
予
定
申
告
せ
一
月
の
確
定
申
告
を
行
う
現
行
納
税
方
法
を
大
体
基
準
と
し
て
主
食
、
煙
草
に
対
し
源
泉
課
税
を
行
 
 
 

え
ノ
〇
 
 

二
 
六
月
の
予
定
申
告
は
、
主
食
、
煙
草
の
予
定
所
得
が
全
予
定
所
得
の
七
割
に
達
し
な
い
農
家
わ
み
が
行
う
。
こ
の
場
合
そ
の
農
家
 
 
 

は
、
予
定
税
額
か
ら
源
泉
課
税
額
を
差
引
い
た
残
り
の
三
分
の
一
の
税
額
を
支
払
う
。
 
 

一
、
一
〇
月
の
予
定
申
告
は
全
農
家
が
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
秋
期
作
′
（
米
・
甘
藷
等
）
供
出
代
金
よ
り
税
額
の
保
留
が
行
わ
れ
る
。
 
 

一
、
六
月
の
予
定
申
告
を
行
う
と
育
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
夏
期
作
（
麦
・
馬
鈴
薯
等
）
供
出
代
金
よ
り
一
定
率
の
金
額
が
納
税
の
た
め
に
 
 
 

保
留
さ
れ
る
。
 
 

一
、
予
定
申
告
に
お
い
て
課
税
の
対
象
と
な
す
べ
き
所
得
計
算
は
事
前
割
当
生
産
数
量
に
基
づ
く
粗
収
入
よ
り
標
準
と
さ
れ
る
必
要
経
費
 
 
 

を
差
引
い
た
も
の
を
用
い
、
従
来
の
反
当
所
得
標
準
率
を
廃
止
す
る
。
こ
の
場
合
統
制
外
作
物
に
よ
る
所
得
も
合
わ
せ
て
計
上
さ
れ
 
 
 

る
。
 
 

一
、
碗
金
の
保
留
は
農
家
が
供
出
代
金
の
支
払
を
う
け
る
農
業
協
同
組
合
又
は
銀
行
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
ぺ
 
 
 



本
資
料
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
に
よ
る
税
制
改
革
を
め
ぐ
っ
て
同
便
節
に
よ
り
総
指
令
部
天
然
資
源
局
を
通
じ
、
さ
る
七
月
中
 
 

旬
農
林
当
局
に
対
し
農
家
所
得
税
改
革
試
案
が
内
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
農
林
省
で
は
別
項
の
如
き
二
葉
を
振
出
し
た
。
 
 

第
五
 
内
示
案
に
対
す
る
農
林
省
側
の
痙
案
（
昭
和
二
四
・
七
・
一
入
）
 
 

一
、
各
農
家
に
は
、
源
泉
課
税
額
作
物
別
供
出
割
当
数
量
及
び
金
額
、
供
出
量
及
び
受
領
代
金
、
納
税
並
び
に
認
め
ら
れ
た
支
出
額
が
記
 
 
 

録
さ
れ
て
い
る
納
税
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
。
 
 

一
、
確
定
申
告
は
納
税
手
帳
に
よ
り
翌
年
三
月
一
日
ま
で
に
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
総
収
入
は
村
役
場
で
証
明
さ
れ
た
実
際
の
生
産
高
 
 
 

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
、
総
支
出
ほ
納
税
手
帳
に
記
録
さ
れ
た
実
際
支
出
額
又
は
村
役
場
、
農
協
に
お
け
る
購
買
記
録
及
び
領
収
証
に
 
 
 

ょ
っ
て
、
証
明
さ
れ
る
支
出
、
或
は
税
務
署
、
農
業
団
体
代
表
等
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
標
準
支
出
額
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。
 
 

一
、
自
家
消
費
の
農
産
物
の
評
価
は
そ
の
消
費
時
期
の
生
産
者
価
格
に
よ
っ
て
査
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
一
月
か
ら
九
月
ま
で
に
消
費
さ
れ
 
 
 

た
飯
米
は
前
年
の
生
産
者
価
格
に
よ
り
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
消
費
さ
れ
る
べ
き
飯
米
は
そ
の
年
の
生
産
者
価
格
に
よ
る
。
 
 

出
典
 
農
業
調
整
委
貞
会
全
国
協
議
会
機
関
紙
・
『
農
友
』
一
四
号
・
昭
和
二
四
・
八
・
一
五
 
 

〔
供
出
代
金
源
泉
徴
収
改
革
案
〕
農
林
省
 
 
 



四
八
八
 
 

第
一
菓
＝
農
林
省
 
 

二
農
家
所
得
の
算
定
は
内
示
案
の
主
旨
に
よ
る
も
、
源
泉
徴
収
方
式
を
と
ら
な
い
で
現
行
通
り
と
す
る
。
 
 

二
、
農
家
粗
収
入
の
算
定
は
、
主
食
に
つ
い
て
は
供
出
割
当
数
量
と
自
家
保
有
数
量
に
よ
っ
て
算
出
す
る
こ
と
。
 
 

三
、
予
定
申
告
の
際
の
必
要
経
費
は
農
業
調
整
委
員
会
、
税
務
署
、
農
業
協
同
取
合
等
の
協
議
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
標
準
経
費
率
に
よ
 
 
 

る
こ
と
。
 
 

四
、
二
及
び
三
を
法
制
化
す
る
こ
と
。
 
 

五
、
納
期
は
二
毛
作
地
帯
に
つ
い
て
は
年
二
回
八
月
（
予
定
申
告
）
及
び
t
月
（
確
定
申
告
）
、
一
毛
作
地
帯
に
つ
い
て
は
年
一
回
一
月
 
 
 

（
確
定
申
告
）
と
し
、
八
月
の
納
税
額
は
予
定
納
税
額
の
三
分
の
一
と
す
る
こ
と
。
 
 

六
、
本
措
置
ほ
所
得
税
負
担
が
現
状
よ
り
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
合
せ
て
次
の
諸
点
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

H
 
農
家
所
得
の
把
撞
が
的
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
勤
労
所
得
に
準
ず
る
控
除
を
行
う
こ
と
。
 
 
 

⇔
 
農
業
調
整
委
貞
会
の
磯
能
を
拡
充
す
る
こ
と
。
 
 
 

臼
 
供
出
割
当
の
厳
格
な
補
正
の
励
行
。
 
 
 

囲
 
食
糧
検
査
員
の
充
実
。
 
 

第
二
棄
 
 

t
、
所
得
の
査
定
方
法
は
第
一
案
に
よ
る
と
壱
も
に
徴
税
方
法
は
左
の
如
き
源
泉
徴
収
に
よ
ノ
る
こ
と
。
 
 
 

H
 
全
農
家
は
八
月
、
一
〇
月
の
予
定
申
告
及
び
二
月
の
確
定
申
告
を
行
う
。
 
 
 

目
 
主
要
食
糧
の
全
収
入
が
そ
の
所
得
の
七
割
を
超
え
る
農
家
に
つ
い
て
は
五
月
に
お
け
る
農
家
の
届
出
に
基
づ
き
夏
作
物
（
麦
・
馬
 
 
 



鈴
薯
等
）
 
の
供
出
代
金
に
低
率
の
一
定
割
合
を
乗
じ
た
金
額
を
供
出
代
金
か
ら
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
八
月
の
申
告
ほ
 
 
 

要
し
な
い
。
右
以
外
の
農
家
は
現
行
法
に
よ
る
申
告
を
行
う
。
 
 

二
、
右
の
方
法
に
よ
る
源
泉
徴
収
を
行
う
か
否
か
は
農
家
の
選
択
に
よ
る
こ
と
。
但
し
、
源
泉
徴
収
を
選
択
し
な
い
農
家
も
前
記
の
時
期
 
 
 

に
申
告
を
行
う
。
 
 

三
、
源
泉
徴
収
を
選
択
す
る
農
家
に
つ
い
て
は
特
別
の
控
除
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 
 

四
、
第
一
案
の
六
の
考
慮
を
な
す
こ
と
。
 
 
 

出
典
 
前
掲
『
農
友
』
 
一
四
号
（
昭
和
二
四
・
八
二
五
）
 
 
 



現
下
の
日
本
経
済
に
お
い
て
国
民
の
税
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
己
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
農
林
漁
業
者
に
対
す
る
税
負
 
 

担
の
現
状
は
、
国
民
負
担
の
均
衡
或
い
は
産
業
政
策
上
の
見
地
か
ら
、
な
お
改
正
す
べ
き
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
資
料
を
 
 

貴
下
〔
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
〕
に
提
出
し
、
そ
の
改
善
に
つ
き
特
別
の
御
考
慮
を
煩
わ
し
た
い
。
 
 

本
資
料
の
内
容
 
 

一
日
本
に
於
け
る
農
林
漁
業
課
税
負
担
の
特
質
 
 

二
 
農
林
漁
業
課
税
負
担
の
現
状
 
 

三
 
農
林
漁
業
課
税
に
関
す
る
改
正
意
見
 
 
 

第
二
部
 
官
庁
・
農
業
団
体
の
部
 
 
 

第
六
 
農
林
漁
業
の
課
税
負
担
の
現
状
と
そ
の
改
正
に
関
す
る
要
望
（
昭
和
二
四
・
六
）
 
 

農
 
 
林
 
 
省
 
 



第
一
日
本
に
お
け
る
農
林
漁
業
課
税
負
担
の
特
質
 
 
 

一
農
家
課
税
負
担
の
特
質
 
 

日
本
の
税
制
は
、
戦
前
よ
り
屡
次
に
亘
り
改
革
が
行
は
れ
た
が
、
農
工
業
間
の
経
済
発
達
の
披
行
に
伴
い
、
所
得
の
分
布
が
都
都
間
 
 
 

に
偏
在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
家
及
び
地
方
公
共
団
体
の
事
務
は
両
二
的
で
、
而
も
そ
の
経
費
支
出
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
る
に
 
 
 

至
っ
た
た
め
、
農
民
の
課
税
負
担
は
、
他
に
比
べ
て
実
質
的
に
は
、
常
に
不
均
衡
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
依
っ
て
来
た
原
因
は
深
く
、
 
 
 

以
下
、
次
の
様
な
特
質
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

H
 
農
家
所
得
の
親
模
の
零
細
性
 
 

日
本
の
農
業
経
営
ほ
、
米
国
の
如
き
大
規
模
農
業
と
異
な
り
、
世
界
的
に
類
例
の
少
い
零
細
親
模
の
過
小
農
経
営
で
あ
り
、
農
家
 
 
 

人
口
ほ
全
人
口
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
戦
後
、
農
家
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
農
業
経
営
の
零
細
化
は
一
層
甚
だ
し
く
〓
戸
当
 
 

の
経
営
面
着
は
、
僅
か
に
平
均
八
反
四
畝
歩
約
ニ
ュ
ー
カ
ー
に
す
ぎ
ず
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
農
家
が
約
七
〇
％
、
一
エ
ー
カ
ー
未
 
 
 

満
の
農
家
が
約
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
農
家
所
得
も
亦
零
細
で
、
農
業
所
得
は
一
九
四
八
年
に
お
い
て
は
国
民
所
得
の
 
 

二
〇
・
五
％
を
占
め
る
が
、
一
戸
当
の
農
業
所
得
ほ
僅
か
約
七
万
円
で
、
一
般
営
業
所
得
の
約
二
二
万
円
と
比
べ
て
極
め
て
小
さ
 
 

い
。
か
よ
う
な
小
さ
い
農
業
所
得
に
対
し
、
一
戸
当
扶
養
人
口
の
多
い
た
め
そ
の
所
得
は
家
計
を
辛
じ
て
ま
か
な
っ
て
い
る
の
が
実
 
 
 

態
で
あ
る
。
従
っ
て
、
農
家
所
得
が
零
細
で
あ
る
の
で
、
農
家
の
平
均
課
税
負
担
率
が
一
般
事
業
の
負
担
率
と
同
一
で
あ
っ
て
も
、
 
 
 

実
質
的
に
負
担
が
過
大
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
近
時
に
お
け
る
物
件
税
の
増
大
の
債
向
ほ
所
得
の
増
減
と
無
関
係
に
賦
課
さ
れ
る
 
 

の
で
、
農
業
経
営
の
負
担
を
一
層
大
な
ら
し
め
て
い
る
。
 
 

四
九
一
 
 
 



四
九
二
 
 
 

⇔
 
農
業
所
得
の
特
性
 
 
 

日
本
の
農
業
は
そ
の
経
営
貌
模
が
零
細
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
資
本
的
農
業
と
異
な
り
、
専
ら
家
族
の
自
家
労
力
に
依
存
す
る
 
 
 

典
型
的
な
労
働
集
約
経
営
で
あ
り
、
そ
の
所
得
は
、
一
般
企
業
に
お
け
る
如
く
経
営
上
の
利
潤
率
の
考
え
は
な
く
、
自
家
労
働
の
報
 
 
 

酬
と
し
て
考
え
ら
れ
、
事
業
所
待
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
勤
労
所
得
に
近
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
日
本
の
農
業
は
尚
相
当
自
給
的
性
 
 
 

格
が
強
く
、
主
要
食
糧
の
販
売
農
家
は
総
農
家
戸
数
の
約
半
数
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
現
金
収
入
も
、
所
得
額
の
五
〇
－
六
 
 
 

〇
％
し
か
な
い
。
そ
の
収
穫
は
年
に
一
回
な
い
し
二
回
で
あ
る
た
め
、
所
得
獲
得
の
時
期
が
偏
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
業
所
得
 
 
 

の
特
性
に
も
拘
ら
ず
、
一
般
営
業
と
同
様
な
課
税
取
扱
を
う
け
る
た
め
、
種
々
不
合
理
な
結
果
を
来
た
し
て
い
る
。
即
ち
、
∽
家
族
 
 

農
業
労
働
従
事
者
偲
勤
労
者
と
し
て
取
扱
は
れ
ず
、
∽
納
税
は
現
金
に
よ
る
た
め
、
乳
物
所
得
に
対
す
る
課
税
は
農
家
の
金
銭
経
済
 
 
 

に
つ
い
て
は
よ
り
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
㈲
所
得
の
主
要
源
泉
で
あ
る
米
の
収
穫
が
九
月
な
い
し
〓
月
で
あ
る
た
め
、
租
 
 
 

税
の
納
期
と
収
入
期
が
一
致
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
事
情
の
た
め
、
現
行
租
税
方
式
の
下
で
は
農
業
負
担
は
実
質
上
不
均
衡
と
な
っ
て
い
 
 
 

る
。
 
 

臼
 
農
家
所
得
把
握
の
特
性
 
 
 

現
在
所
得
の
査
定
に
つ
い
て
は
申
告
制
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
納
税
者
の
所
得
の
正
確
な
把
撞
が
困
難
な
の
で
 
 
 

外
形
標
準
に
よ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
家
の
場
合
に
は
農
業
所
得
が
耕
地
の
大
小
、
家
畜
の
多
寡
等
に
よ
り
概
ね
制
約
 
 
 

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
所
得
の
把
握
が
極
め
て
厳
格
と
な
る
の
に
反
し
、
商
工
業
等
一
般
事
業
所
待
は
そ
の
性
質
上
外
形
標
準
の
 
 
 

み
に
よ
っ
て
把
握
し
難
く
業
者
の
申
告
を
主
と
す
る
結
果
農
業
所
得
の
把
握
に
比
し
厳
格
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
農
家
の
課
税
 
 
 

負
担
は
相
対
的
に
重
く
な
り
、
し
か
も
外
形
標
準
を
と
る
結
果
画
一
的
と
な
り
、
農
民
相
互
間
に
お
い
て
も
地
域
又
は
経
営
形
態
を
 
 
 



異
に
す
る
場
合
に
負
担
の
不
均
衡
を
ま
す
お
そ
れ
が
多
い
。
 
 

囲
 
地
方
税
の
加
重
と
そ
の
多
様
性
 
 

日
本
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
支
出
は
、
そ
の
過
半
が
国
の
行
政
的
性
格
を
有
す
る
経
費
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
費
や
地
方
公
共
 
 
 

団
体
の
経
費
の
増
加
と
そ
の
画
一
化
の
儒
向
に
対
し
、
国
費
及
び
地
方
費
の
負
担
区
分
は
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
く
且
つ
法
律
上
 
 
 

定
め
ら
れ
る
負
担
区
分
に
よ
る
経
費
支
弁
も
励
行
さ
れ
て
い
ず
、
又
地
方
府
県
に
対
す
る
配
付
税
の
配
付
方
法
も
地
方
の
実
情
に
そ
 
 
 

は
な
い
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
負
担
が
増
大
す
る
ば
か
り
で
な
く
都
都
間
に
お
け
る
負
担
も
均
衡
を
欠
く
現
状
で
あ
る
。
そ
 
 
 

の
結
果
財
源
に
乏
し
い
農
村
府
県
に
お
い
て
は
勢
い
、
多
種
の
農
業
関
係
地
方
税
を
創
設
賦
課
す
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
そ
の
多
 
 
 

く
は
農
業
生
産
手
段
に
対
す
る
課
税
で
あ
る
た
め
、
却
っ
て
所
得
の
増
減
を
制
約
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

飼
 
農
村
公
課
の
増
大
 
 

日
本
の
農
民
課
税
を
論
ず
る
場
合
に
度
外
視
し
得
な
い
も
の
に
公
課
が
あ
り
、
こ
れ
が
農
民
負
担
の
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
 
 
 

警
察
関
係
の
建
物
の
建
設
及
び
維
持
管
理
費
と
か
、
国
の
税
制
事
務
に
つ
い
て
の
部
落
協
議
費
等
は
本
来
国
文
は
地
方
公
共
団
体
が
 
 
 

支
弁
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
経
費
の
増
常
に
伴
い
、
．
財
政
収
入
で
ま
か
な
い
切
れ
な
い
た
め
、
そ
の
一
部
も
こ
れ
ら
団
体
が
寄
附
そ
 
 
 

の
他
の
名
目
で
調
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
質
上
公
租
と
同
一
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
負
担
は
農
村
に
お
い
て
 
 
 

相
当
な
額
に
の
ぼ
り
、
遥
か
に
都
市
の
負
担
よ
り
重
く
な
っ
て
お
る
。
こ
れ
が
租
税
負
担
の
不
均
衡
と
相
侯
っ
て
農
家
負
担
を
一
層
 
 
 

不
均
衡
な
ら
し
め
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
 
 

内
 
財
政
資
金
の
農
業
え
の
還
流
の
不
均
衡
 
 

以
上
に
の
べ
て
き
た
如
き
農
民
課
税
負
担
の
特
質
か
ら
、
農
業
全
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
農
業
所
得
の
国
民
所
得
中
に
占
め
る
地
 
 

四
九
三
 
 
 



四
九
四
 
 

位
が
相
対
的
に
低
下
す
る
傾
向
と
反
対
に
農
業
課
税
負
担
率
は
却
っ
て
高
ま
り
、
産
業
間
の
租
税
負
担
の
不
均
衡
を
増
大
す
る
結
果
 
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
農
村
の
負
担
す
る
租
税
に
対
す
る
農
林
関
係
の
補
助
金
額
の
割
合
が
戦
後
急
速
に
低
減
し
て
い
る
こ
と
は
 
 
 

財
政
資
金
と
し
て
農
業
に
還
流
す
る
額
も
他
の
産
業
部
門
に
比
し
必
ず
し
も
均
衡
を
保
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
 
 
 

課
税
及
び
財
政
投
資
の
産
業
部
門
間
の
配
分
の
不
均
衡
や
民
間
資
金
の
偏
在
の
た
め
、
⊥
般
的
に
謂
っ
て
、
日
本
農
村
は
、
戦
前
、
 
 
 

戦
徽
を
通
し
、
農
村
資
金
の
枯
渇
と
課
税
負
担
の
増
大
の
傾
向
を
内
包
す
る
情
勢
に
お
か
れ
で
い
る
。
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
工
業
 
 
 

の
急
速
な
発
達
は
、
政
府
の
財
政
的
措
置
を
通
ず
る
資
本
蓄
漬
の
強
行
に
負
う
所
大
で
あ
る
が
、
農
民
は
小
作
料
負
担
と
相
侯
っ
て
 
 
 

か
く
の
如
き
資
本
蓄
積
の
重
荷
を
背
負
さ
れ
て
釆
た
。
戦
後
農
村
民
主
化
の
た
め
、
画
期
的
な
農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
、
農
民
は
重
 
 
 

い
小
作
料
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
租
税
負
担
の
増
加
は
再
び
農
業
所
得
の
貧
困
を
も
た
ら
し
、
農
地
改
革
の
成
果
を
失
わ
せ
る
催
 
 
 

な
し
と
し
な
い
。
従
っ
て
、
農
業
課
税
負
担
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
国
民
経
済
的
見
地
か
ら
農
業
え
の
資
金
の
還
流
と
そ
の
蓄
積
と
 
 
 

を
併
せ
考
慮
し
て
そ
の
適
正
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

二
 
林
業
及
び
漁
業
課
税
負
担
の
特
質
 
 
 

日
本
に
お
け
る
林
業
及
び
漁
業
の
経
営
も
そ
の
大
部
分
は
、
極
め
て
零
細
経
営
で
あ
り
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義
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で
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べ
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に
留
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す
 
 
 

る
必
要
が
あ
る
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第2表 農家現金所得に対する租税公課の負埴．状況  
（単位：円）  

同指数  租税蚕課 合計（団  同指数  昔×100  同指数   

1930  

31  

32   396   77．5   51   87．9   12．9  113．2   

33   506   99，0   55   94．8   10．9   95．6   

34   440   86．1   57   98．3   13．0  114．0   

35   513  100．4   57   98．3   11．1   97．1   

36   581  113．7   59  101．7   10．2   89．4   

37   659  129．0   52   89．7   7．9   69．3   

38   71由  140．5   44   77．6   6．3   55．2   

39  1，112  217．6   49   84．5   4．4   38．6   

40  1，400  274．0   52   89．7   3．7   32．5   

41  1，223  239．3   56   96．6   4．6   40．3   

42  1，由3  388．1   110  189．7   5．5   48．2   

4声  2，611  511．0   167  286．2   6．4   56．1   

44  2，958  578．9   227  893．1   7．7   67．5   

45  8，674  1，696．3   617  1，094．1   7．1   62．1   

46  23，252  4，547．4  3，239  5，743．7   13．9  121．6   

47  63，435  12ノ405．9  18，735  33，222 29．5  258．1   

備考 注 第1表注参照  
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農
家
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左
表
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蓑
の
如
く
〓
戸
当
の
農
家
所
得
に
対
す
る
公
 
 
 

租
公
課
の
負
担
は
累
年
漸
増
の
一
途
を
辿
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殊
に
戦
後
に
於
て
飛
躍
的
に
加
重
せ
ら
れ
、
 
 
 

二
九
四
七
年
に
於
て
は
農
家
所
得
の
一
入
・
 
 
 

五
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を
占
め
米
価
決
定
の
基
準
年
た
る
一
九
 
 
 

三
四
－
一
九
三
六
年
平
均
を
一
〇
〇
と
す
れ
 
 
 

ば
農
家
所
得
は
一
一
二
ハ
九
一
で
あ
る
の
に
 
 
 

対
し
て
租
税
負
担
額
は
三
一
三
一
三
、
公
 
 
 

課
負
担
は
三
七
・
七
五
五
の
増
加
を
示
し
、
 
 
 

そ
の
結
果
公
租
公
課
全
体
と
し
て
は
三
三
 
 
 

二
二
二
上
な
っ
て
い
る
〔
第
t
表
別
掲
四
九
 
 
 

五
貢
〕
。
而
も
前
記
の
農
家
所
得
に
は
自
家
 
 
 

用
食
糧
そ
の
他
の
現
物
所
得
を
も
含
む
が
、
 
 
 

公
租
公
課
は
勿
論
現
金
納
で
あ
る
た
め
に
農
 
 
 

家
の
現
金
所
得
に
対
し
て
は
租
税
公
課
の
負
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四
九
八
 
 
 

担
は
そ
れ
だ
け
重
く
、
現
金
所
得
に
対
す
る
公
租
公
課
負
担
の
割
合
は
第
二
表
の
如
く
一
九
四
七
年
に
お
い
て
ほ
二
九
・
五
％
を
占
 
 

め
て
い
る
〔
第
二
表
別
掲
四
九
六
貢
〕
。
 
 
 

農
家
の
公
租
公
課
の
税
種
別
の
内
容
を
み
れ
ば
第
三
表
の
如
く
農
家
の
負
担
す
る
公
租
公
課
中
層
税
は
一
九
三
四
年
に
於
て
僅
か
 
 

八
・
八
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
終
戦
後
特
に
一
九
四
七
年
に
お
い
て
は
驚
異
的
に
膨
脹
し
六
五
％
を
占
め
て
い
 
 

る
。
而
も
そ
の
中
一
九
賢
二
年
ま
で
皆
無
に
近
か
っ
た
所
得
税
が
六
〇
％
を
し
め
、
農
民
課
税
の
問
題
ほ
主
と
し
て
国
税
特
に
所
得
 
 

税
に
在
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
 
 
 

次
に
、
我
が
国
農
村
の
生
産
力
の
停
滞
と
封
建
的
性
格
の
根
源
が
そ
の
高
額
小
作
料
を
特
色
と
す
る
土
地
制
度
に
在
っ
た
事
は
衆
 
 

知
の
事
実
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
総
指
令
部
指
令
に
基
づ
く
農
地
改
革
が
実
施
せ
ら
れ
て
釆
た
の
で
あ
る
が
、
農
地
改
革
に
よ
 
 

る
小
作
料
負
担
軽
減
は
公
租
公
課
負
担
の
加
重
に
依
っ
て
取
っ
て
代
ら
れ
農
家
所
得
か
ら
公
租
公
課
及
び
小
作
料
を
控
除
し
た
実
際
 
 

の
農
家
手
取
額
ほ
殆
ん
ど
戦
前
と
大
差
な
い
状
態
で
あ
る
〔
第
三
表
別
掲
四
九
七
貢
〕
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更
に
第
四
と
し
て
農
家
余
剰
及
び
農
家
の
実
質
所
得
の
模
様
を
見
る
と
戦
時
戦
後
を
通
ず
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
食
糧
の
絶
対
 
 

的
不
足
に
伴
う
食
糧
価
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
一
時
農
家
の
所
得
は
名
目
的
に
も
実
質
的
に
も
好
転
し
農
家
余
剰
は
漸
増
す
る
か
に
見
 
 

え
た
が
戦
後
は
一
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に
於
い
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イ
ン
フ
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ー
シ
ョ
ソ
の
昂
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物
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鉱
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シ
ェ
ー
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拡
大
と
他
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け
る
農
産
物
供
貿
制
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強
化
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農
業
課
税
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徴
収
強
化
と
相
倹
っ
て
農
家
の
税
引
実
質
所
得
を
減
退
せ
し
め
、
農
家
生
計
費
調
査
 
 

に
よ
れ
ば
一
九
四
七
年
以
後
に
お
い
て
は
当
該
年
度
の
収
入
だ
け
で
は
公
租
公
課
を
支
払
う
と
辛
う
じ
て
生
計
を
維
持
し
得
る
に
過
 
 

ぎ
な
い
現
況
で
あ
る
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斬
る
状
況
で
は
農
業
に
於
け
る
資
本
蓄
積
は
殆
ど
困
難
で
あ
り
、
生
活
水
準
も
ま
た
実
質
的
に
低
下
し
て
居
る
と
見
て
も
過
言
で
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第11表 地万別農家一戸当、地方税及公課負担状況  
（単位：円）  

府  県 。税  市 町 村 税  公  課   

北  海  道  679（103．3）   967（145．6）  ・2，495（149．2）   

培雪農業′区  828（110．7）   699（105．3）  2，044（122．2）   

東都農工 区  544（82．8）   595（89．6）  924（55．3）   

西部農工区  605（92．8）   594（89．5）  2，417（144．6）   

西南農工区  789（119．8）   774（116．6）  1，683（100．7）   

全 国 平 均  657（100．0）   664（100．0）  1，672（100．0）   

荘1．官房調査課にて仮集計した1947年度農家経済調査による。   
2．括弧内の数字一土、全国平均100とした各地方の指数を示す。   

3．横雲農業区とは、東北・北陸・山陰及び長野  
東都農工区とは、関東・東海・山梨及び昧．阜  
西部農工区とは、近畿・中国・及び福岡  
西南農業区とは、四国及福岡を除く九州を意味する。  

第12表 府県別法定外独立税賦課状況（1948年3月現在）  

府 県 名  賦課件数  府 県名  賦課件数  府 県 名  賦課件数   

北 海 道   5  石  川   2  岡  山   4   

森   6  福  井   3  広  島   

岩   手   5  山  梨   2  山  口   2   

宮  城   6  長   野   6  徳  島   4   

秋   田   田  蚊  阜   5  香  川   2   

山  形   8  静  岡   5  愛  媛   6   

福  島   3  知   2  高  知   3   

茨  城  重   4  福  岡   8   

栃  木  7   賀   3  賀   2   

群  馬   2  点  都  長  崎   4   

埼  玉   2k 阪  熊  本   6  

千  葉  兵  庫  大  分   
東  6   良  ロ   崎   3  

神 奈 川   4  和 歌 山   3  鹿 児 島   7   

新  潟   6  鳥  取   

富  山   ロ  島  根   3  



に
、
地
域
的
に
見
て
都
都
間
に
い
ち
じ
る
し
い
繁
困
の
差
が
あ
る
。
此
の
こ
と
ほ
一
方
に
於
て
地
方
財
源
の
枯
渇
状
況
を
示
す
も
の
 
 
 

で
あ
る
が
、
又
徴
税
事
務
費
が
多
く
課
税
効
率
の
少
な
い
地
方
税
の
不
合
理
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 
 

回
 
地
方
税
に
お
け
る
生
産
手
段
に
対
す
る
課
税
と
そ
の
重
複
状
況
 
 
 

地
租
、
家
屋
税
に
対
す
る
課
税
は
論
外
と
し
て
も
生
産
手
段
に
対
す
る
税
目
は
第
九
表
に
み
る
如
く
法
定
税
の
船
舶
税
、
漁
業
権
 
 
 

税
、
舟
税
、
荷
車
税
等
を
初
と
し
て
法
定
外
独
立
税
の
牛
馬
税
、
土
地
利
用
税
、
炭
竃
税
そ
の
他
各
種
農
機
具
税
等
極
め
て
多
岐
に
 
 
 

亘
り
更
に
そ
の
重
複
性
に
つ
い
て
言
へ
ば
綜
合
所
得
税
は
別
と
し
て
も
土
地
に
対
す
る
地
租
、
土
地
利
用
税
、
各
種
作
物
税
或
は
牛
 
 
 

馬
に
対
す
る
出
産
税
、
牛
馬
税
、
牛
馬
取
得
税
等
の
如
く
同
一
課
税
物
件
に
対
し
重
複
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
 
 

目
 
地
方
自
治
団
体
の
課
税
埠
の
独
立
と
地
域
的
不
均
衡
 
 
 

戦
後
に
お
け
る
地
方
自
治
団
体
の
経
費
の
増
加
に
伴
い
勢
い
地
方
府
県
で
は
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
負
担
が
加
重
せ
ら
れ
る
 
 
 

こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
加
重
の
程
度
は
第
十
表
〔
別
掲
五
〇
三
賞
〕
に
み
る
如
く
所
得
分
布
状
況
の
如
何
に
よ
り
地
域
に
ょ
っ
て
著
 
 
 

し
い
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
第
十
一
表
〔
別
掲
五
〇
四
貢
〕
に
み
る
如
く
財
源
の
枯
渇
し
て
い
る
北
海
道
等
に
お
い
て
は
牛
馬
税
、
 
 
 

土
地
利
用
税
、
家
畜
税
、
電
動
機
税
、
養
蜂
施
設
税
等
多
数
の
税
目
が
賦
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
財
源
の
比
較
的
豊
か
な
都
市
地
帯
で
 
 
 

は
か
か
る
税
目
ほ
殆
ど
起
さ
れ
ず
文
法
定
独
立
税
に
つ
い
て
は
船
舶
の
所
有
に
関
す
る
課
税
を
見
て
て
も
標
準
賦
課
率
に
関
す
る
制
 
 
 

限
は
な
く
熊
本
に
於
け
る
屯
当
三
円
乃
至
五
円
、
大
分
の
屯
当
り
二
〇
円
乃
至
三
〇
円
、
宮
崎
の
一
隻
当
一
五
〇
〇
円
及
び
二
〇
屯
 
 
 

超
過
分
に
つ
い
て
の
屯
当
五
〇
円
の
如
き
賦
課
状
況
で
あ
る
。
 
 

H
 
公
租
公
課
の
賦
課
状
況
 
 
 

農
家
の
公
課
負
担
が
、
公
租
公
課
負
担
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
第
二
衰
〔
別
掲
四
九
七
貢
〕
の
如
く
一
九
三
〇
年
に
於
て
一
三
 
 

五
〇
五
 
 
 



第13表 農家租税公課負担の累年増加率  
（基準年次1934～36年平均＝100．0）  

≡   租  税  公  課  

．   

1930   220   135   121   134   116  50   83   

31   140   113   91   104   83   83  83   

32   120   106   87   97   83   66   75   

33   100   106   91   97   100   83   91   

34   100   106   100   102   100   100   100   

35   100   100   100   100   100   83   91   

36   120   100   104   104   116   100   108   

37   100   51   91   88   116   100   108   

38   80   63   87   77   83   83   83   

39   80   63   91   79   116   116   116   

40   140   38   70   65   200   166   183   

41   140   44   73   70   216   200   208   

42   芦60   38   108   122   383   549   466   

43   740   50   121   165   533  ■1，032   783   

44  1，760   56   121   284   633  11，066   850   

45  6，735   110   240   957  1，，200  18，332  1，512   

46  45，431  1，294   867  6，269  ・3，064  37，332  3，398   

47  230，592  4，748   699  31，313  35，180  40，281  37，755   

注 第3衰と同一典拠による。従って、1945～47年は統計調査局の仮集計である。  

五
〇
六
 
 
 

・
一
％
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
漸
次
増
大
し
 
 

て
戦
時
中
約
四
〇
％
乃
至
五
〇
％
を
占
め
、
戦
 
 

後
殊
に
一
九
四
七
年
に
お
い
て
は
、
租
税
特
に
 
 

国
税
の
飛
躍
的
増
大
に
伴
っ
て
約
二
五
％
に
低
 
 

下
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
府
県
税
の
四
・
 
 

一
％
、
市
町
村
税
の
五
・
入
％
を
超
え
る
事
遥
 
 

か
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
今
一
九
三
〇
年
に
 
 

対
す
る
増
加
割
合
を
見
る
に
府
県
税
二
七
倍
、
 
 

市
町
村
税
t
一
九
倍
に
対
し
、
公
課
負
担
は
三
五
 
 

七
倍
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

右
の
如
く
、
公
課
負
担
額
が
地
方
税
よ
り
増
 
 

加
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
方
財
政
 
 

窮
乏
の
為
地
方
公
共
団
体
の
直
接
経
費
又
は
補
 
 

助
金
削
減
の
た
め
に
、
公
課
負
担
に
よ
っ
て
行
 
 

は
る
べ
き
事
業
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
 
 

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
四
八
年
度
以
降
 
 

警
察
及
び
教
育
事
務
の
地
方
移
譲
に
伴
い
、
殊
 
 
 



に
そ
の
施
設
費
の
不
足
が
種
々
寄
付
の
名
目
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
で
一
層
増
大
す
る
で
透
ろ
う
。
 
 

尚
そ
の
賦
課
徴
収
方
法
は
多
く
は
人
頭
割
反
別
割
の
方
式
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
負
担
は
不
均
衡
と
な
り
、
地
域
的
に
見
て
 
 
 

も
第
十
表
〔
別
掲
五
〇
三
頁
〕
の
如
く
農
業
地
帯
に
於
て
重
く
、
都
市
的
府
県
に
於
て
軽
い
。
例
え
ば
、
関
東
と
東
北
と
対
比
し
て
 
 
 

見
る
と
第
十
三
表
〔
別
掲
五
〇
六
貢
〕
の
如
く
給
金
額
に
於
て
も
農
家
所
得
に
対
す
る
割
合
に
於
て
も
共
に
関
東
が
軽
く
又
北
陸
と
 
 
 

九
州
を
対
比
す
れ
ば
、
圧
倒
的
に
前
者
が
重
く
な
っ
て
い
る
〔
第
十
二
蓑
五
〇
四
貢
〕
。
 
 

又
、
各
産
業
別
の
公
課
負
担
に
つ
い
て
も
、
次
表
（
第
十
四
表
）
〔
別
掲
五
〇
入
貢
〕
に
つ
い
て
見
る
如
く
農
業
者
に
重
く
都
市
販
 
 
 

売
業
者
の
公
課
負
担
と
対
比
し
た
場
合
、
農
業
地
の
販
売
業
者
は
同
等
な
い
し
丁
七
倍
で
あ
る
に
反
し
て
農
家
は
、
紛
一
・
五
乃
 
 
 

至
五
倍
の
公
課
を
負
担
し
、
そ
れ
が
、
特
に
自
作
〔
農
〕
及
び
土
地
所
有
者
に
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
判
然
と
示
さ
れ
て
い
る
〔
第
 
 
 

十
五
表
別
掲
五
〇
入
貢
〕
。
 
 

四
 
林
業
及
び
漁
業
に
於
け
る
公
租
公
課
負
担
状
況
 
 
 

わ
が
国
林
業
経
営
は
、
極
め
て
零
細
で
あ
っ
て
、
一
九
四
六
年
調
査
の
農
林
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
所
有
者
当
平
均
所
有
面
積
二
ニ
ー
 
 
 

八
町
で
あ
り
、
し
か
も
、
一
町
未
満
の
所
有
者
数
は
総
所
有
者
数
は
総
所
有
者
の
七
二
二
ハ
％
を
示
し
て
居
る
現
状
で
あ
る
。
漁
業
に
 
 
 

つ
い
て
も
、
そ
の
経
営
は
零
細
で
一
九
四
七
年
の
水
産
業
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
漁
業
経
営
者
総
数
中
家
族
経
営
に
よ
る
も
の
が
九
 
 
 

〇
％
を
占
め
て
居
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
老
の
所
得
の
零
細
性
に
つ
い
て
は
、
以
上
農
家
に
つ
い
て
の
べ
た
所
と
峰
岡
様
の
事
が
言
い
 
 
 

得
る
と
思
は
れ
る
。
国
民
所
得
中
に
占
め
る
林
業
及
び
水
産
業
の
地
位
並
び
に
そ
の
所
得
税
負
担
状
況
を
見
る
と
、
次
表
付
属
第
十
五
 
 
 

表
〔
別
掲
五
〇
入
貢
〕
の
如
く
、
そ
の
実
質
所
得
は
累
年
逓
減
し
っ
つ
あ
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
負
担
額
は
増
大
し
っ
つ
あ
る
。
 
 
 



第14表 地方別農家公課負担状況  
（単位：円）  

区  分 
農家所′得   

伍）   

課  
（功   

備  考   

東   
％  

北   96，382   1，151  1．2  

閑   零   81，363   810   1．0   

北  陸   107，436   2ブ380   2．2   

東   山   9、9，276  1，084   1．1   

東  海   103，918   2，052   2．0   

近  畿   99，231   2，665   2．7   

中  国   109，687   893   D．8   

四   国   115，737   2，626   2．3 

九  州   124，859   466   0．4   

全国平均   104，574   1，749   1．7  

注1947年度農家経済調査を官房調査課にて仮集計Lたものを用う。  

第15表 農業者及販売業者の公課負担の対比  

所得輝  農  村  都  市   

層別  
備  考  

500  500．0  283．3  1、233．3  100．0  10P．0  

1，000  ∴366．7  166－7  83．3  133．0  100．0   

1，500  475．0  275．d  100．0  175．0  100．0   

2，000  475．0  175．0  100．0  175．0  100．0   

芦，000  340．0  140．0   40．0   80．0  100．0   

5，000  466．7  200．d   66．7  166．7  100．0   

10，000  315．0  125．0   75．0  100．0   

20，000  100．0  133．3  100．0   

注1．都市版売薬老を100とした場合の農村住民の公課負担の割合   
2・全農調1945年度の「地主、農業者及営業者の租税公課負担調査」による。   
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第17表 ㈱農林漁業直接国税総額と農林水産業に対する生産的補助金  
（単位：100万円）  

1946   1947   1948   

㈹農林漁業負担直接国税額   16q  8，829  35，川0   

㈱農林漁業に対する生産的  11，305  
補助金   

（功の紬に対する比率  

㈱／㈱×100   
84％   25％   9％   

注：1．直接国税は、所得税のみ。  
2．補助金は予算及び決算書による。  

（団農業・林業及び漁業の所得税と各業態に対する生産的補助金  
（単位：100万円）  

1941  1946   1947   1948   

㈱所得税額   112  7，417  31，400  37，200  

農  業             ㈱生産的補助金   111  1，▲974  2，642  8，659  

呵／㈹×100   99％   26％   8％   23％   

㈲所得税額   12   123   500   

林  業  18   210   2，115  
㈱／㈹×100   150％  100％   99％   

伍）所得税 額   36  ′1，289  3，、200   

漁  業  6   58   140  531  

（団／㈹×100   16％   4％   4％   

注1．所得税額は前掲と同様に推算   
2．補助金は予算及び決算舎による。   



五
 
農
林
漁
業
部
門
に
放
け
る
財
政
資
金
の
循
環
状
況
 
 
 

農
林
漁
業
部
門
に
於
け
る
財
政
資
金
の
還
流
状
況
を
見
る
と
、
付
属
第
十
六
表
〔
別
掲
五
〇
九
貢
〕
に
見
る
が
如
く
、
特
に
戦
後
に
 
 
 

於
て
租
税
負
担
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
農
林
漁
業
部
門
に
対
す
る
政
府
支
出
は
低
下
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
 
農
林
漁
業
課
税
の
合
理
化
に
関
す
る
意
見
 
 
 

一
一
般
的
改
故
意
見
 
 
 

H
 
わ
が
国
民
の
租
税
負
担
が
一
般
的
に
過
重
で
あ
り
、
特
に
第
一
、
第
二
、
に
の
べ
た
如
く
、
農
林
漁
業
に
対
す
る
課
税
が
税
法
に
 
 
 

於
て
又
事
業
の
性
質
か
ら
、
そ
の
徴
収
の
技
術
的
及
び
実
際
的
の
面
に
於
て
他
の
一
般
国
民
に
比
し
過
重
と
な
る
現
状
に
鑑
み
、
負
 
 
 

担
の
均
衡
の
見
地
か
ら
税
法
及
び
之
が
徴
収
方
法
に
閲
し
、
国
税
特
に
所
得
税
制
の
改
善
を
必
要
と
考
え
る
。
 
 

特
に
現
在
の
税
制
に
お
い
て
ほ
、
農
家
は
一
般
事
業
者
と
同
一
に
営
業
者
と
し
て
取
扱
ほ
れ
て
い
る
が
我
国
農
家
は
既
述
の
如
く
 
 
 

∽
極
め
て
零
細
規
模
で
∽
農
家
労
働
の
大
部
分
は
家
族
労
働
で
あ
り
刷
又
農
家
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
主
要
食
糧
に
関
し
て
ほ
公
 
 
 

定
価
格
に
よ
る
税
制
供
出
制
度
が
実
施
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
農
家
所
得
額
も
亦
少
額
で
あ
る
。
此
等
の
点
か
ら
考
え
て
果
実
栽
培
業
 
 
 

者
等
一
部
の
高
額
所
得
者
等
を
除
い
て
は
、
全
て
勤
労
者
と
同
等
の
取
扱
い
を
な
す
よ
う
、
国
税
及
び
地
方
税
の
改
正
を
す
る
必
要
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

⇔
 
税
制
は
単
に
国
民
負
担
の
均
衡
と
い
う
理
論
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
産
業
の
振
興
、
国
民
経
済
の
改
善
に
役
立
つ
と
い
う
目
的
を
 
 
 

も
加
味
し
て
樹
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
現
下
我
国
の
食
糧
事
情
に
鑑
み
特
に
食
糧
 
 

の
供
出
、
増
産
対
策
上
課
税
対
策
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
 
 

五
一
一
 
 
 



五
一
二
 
 
 

日
 
地
方
自
治
の
強
化
と
い
う
こ
と
が
本
来
国
の
事
務
で
あ
る
べ
き
も
の
を
地
方
事
務
と
せ
ら
れ
、
又
は
地
方
税
源
の
拡
張
と
い
う
形
 
 
 

で
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
は
我
々
は
反
対
で
あ
る
。
 
 

国
民
の
富
は
地
方
的
に
見
て
著
し
く
偏
在
し
て
い
る
実
情
に
鑑
み
、
国
民
と
し
て
均
し
く
享
受
す
べ
き
施
設
（
教
育
、
警
察
の
如
 
 
 

き
は
そ
の
尤
も
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
）
に
付
て
は
で
き
る
限
り
広
い
範
囲
に
之
を
国
の
事
業
と
し
国
の
負
担
に
於
て
之
を
行
い
之
 
 
 

が
税
負
担
は
全
国
民
が
そ
の
担
税
力
に
応
じ
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 

地
方
事
務
を
拡
大
し
、
之
が
税
源
を
地
方
に
与
え
る
と
い
う
方
法
は
大
都
市
を
有
す
る
府
県
に
負
担
を
軽
く
し
農
村
地
方
の
負
担
 
 
 

を
重
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

囲
 
右
の
如
き
基
本
的
観
点
に
基
き
左
の
如
く
現
行
農
林
漁
業
税
制
を
改
正
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
 
 

二
 
国
税
に
つ
い
て
の
改
正
意
見
 
 
 

H
 
所
得
税
負
担
額
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
 
 

農
民
の
租
税
公
課
負
担
は
現
在
す
で
に
絶
対
な
限
界
に
達
し
、
他
産
業
部
門
と
の
負
担
も
亦
不
均
衡
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
所
得
 
 
 

税
負
担
の
一
般
的
な
軽
減
を
図
る
と
共
に
左
の
事
項
に
つ
い
て
改
善
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

∽
 
農
家
の
家
族
農
業
従
事
者
各
人
に
つ
い
て
基
礎
控
除
の
制
を
認
め
る
と
共
に
勤
労
控
除
に
準
ず
る
控
除
を
認
め
る
法
を
改
正
す
 
 

る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
現
行
所
得
税
法
で
は
勤
労
者
に
つ
い
て
勤
労
控
除
を
認
め
る
外
（
所
得
税
法
第
九
条
第
一
項
第
四
号
）
勤
労
所
得
を
 
 

有
す
る
者
が
同
一
世
帯
に
二
人
以
上
あ
る
場
合
や
勤
労
所
得
を
有
す
る
者
と
事
業
所
得
を
有
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
夫
々
の
 
 

老
に
つ
き
基
礎
控
除
の
制
度
を
認
め
る
立
前
を
と
っ
て
い
る
（
所
得
税
法
第
十
二
条
第
五
項
、
第
六
項
）
。
し
か
る
に
、
日
本
の
農
 
 
 



業
経
営
の
実
情
は
、
殆
ど
家
族
労
働
力
の
み
を
基
礎
と
し
た
典
型
的
な
家
族
労
働
経
営
で
あ
る
か
ら
、
農
業
所
得
は
実
質
的
に
家
 
 
 

族
農
業
従
事
者
の
勤
労
所
得
を
総
合
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
他
の
事
業
所
待
と
全
く
同
じ
取
扱
い
が
な
さ
れ
 
 
 

経
営
圭
一
人
に
つ
い
て
基
礎
控
除
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
他
の
家
族
農
業
従
事
者
に
つ
い
て
は
全
然
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
 
 
 

（
所
得
税
法
第
九
条
第
一
項
第
九
号
、
第
十
二
条
）
。
従
っ
て
農
業
所
得
課
税
に
つ
い
て
ほ
、
勤
労
所
得
の
場
合
に
お
け
る
と
同
 
 
 

様
、
農
家
の
経
営
主
の
他
家
族
農
業
従
事
者
等
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
、
基
礎
控
除
す
る
と
共
に
勤
労
控
除
に
準
ず
る
控
除
を
認
 
 
 

め
る
様
現
行
所
得
税
法
を
改
正
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
。
 
 

∽
 
農
業
用
の
固
定
資
本
の
減
価
償
却
の
適
正
を
図
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
現
在
農
業
用
固
定
資
本
償
却
ほ
所
得
原
価
主
義
を
採
用
し
て
い
る
の
で
イ
ン
フ
レ
の
現
状
に
お
い
て
は
著
し
く
不
合
 
 
 

理
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
適
正
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

㈲
 
納
期
を
農
家
の
収
入
時
期
と
適
合
さ
せ
る
よ
う
所
得
税
法
を
改
正
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
農
業
収
入
の
時
期
は
極
め
て
季
節
的
で
あ
り
且
つ
収
入
の
主
要
源
泉
た
る
主
要
食
糧
に
つ
い
て
は
供
出
制
度
に
よ
っ
 
 
 

て
そ
の
販
売
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
現
在
の
年
三
回
の
納
期
は
農
家
の
収
入
期
に
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
。
 
 
 

現
在
潮
期
の
特
例
（
所
得
税
法
第
三
十
三
条
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
尚
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
農
業
所
得
の
納
期
を
一
毛
作
 
 
 

地
帯
に
つ
い
て
は
竺
回
（
一
月
）
多
毛
作
地
帯
に
つ
い
て
は
年
二
回
（
八
月
及
び
有
）
と
す
る
よ
う
所
得
税
法
を
改
正
す
る
 
 
 

必
要
が
あ
る
。
 
 

㈲
 
所
得
税
法
の
運
用
上
左
の
諸
点
に
つ
い
て
課
税
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

日
 
課
税
所
得
の
把
撞
を
適
正
に
す
る
こ
と
。
 
 

五
一
三
 
 
 



五
一
四
 
 

（
理
由
）
農
業
所
得
の
査
定
に
当
た
っ
て
税
務
署
は
、
反
当
所
得
標
準
率
を
作
成
し
、
そ
れ
を
以
っ
て
農
民
の
所
得
申
告
の
 
 

内
面
的
指
導
を
し
、
且
つ
所
得
査
定
町
基
準
に
用
い
て
い
る
。
標
準
率
を
所
得
査
定
基
準
に
用
い
る
こ
と
は
現
状
に
お
い
て
巳
 
 

む
を
得
な
い
が
、
農
民
の
申
告
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
は
申
告
制
度
本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
。
標
準
率
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
 
 

現
在
簡
単
且
つ
少
数
の
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
標
準
率
が
画
一
的
に
適
用
さ
れ
、
地
方
の
実
情
を
十
分
に
反
映
せ
 

ず
、
そ
の
結
果
地
帯
別
や
業
態
別
、
経
営
窺
模
別
に
農
家
相
互
間
の
不
均
衡
を
生
ず
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
課
税
 
 

所
得
の
把
握
を
適
正
に
す
る
た
め
標
準
率
の
作
成
は
地
帯
別
、
従
っ
て
親
模
別
の
豊
富
な
調
査
資
料
に
基
づ
き
、
且
つ
、
地
方
 
 

の
農
業
専
門
家
や
農
民
又
は
関
係
官
庁
の
意
見
を
参
酌
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
農
業
所
得
税
の
徴
収
の
適
正
を
図
り
「
民
主
的
に
問
題
を
処
理
す
る
た
め
農
民
代
表
、
民
間
有
識
者
を
以
て
構
成
し
た
諮
問
 
 

委
員
会
を
設
け
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
現
在
の
農
業
所
得
税
の
不
適
正
は
、
友
当
所
得
標
準
率
の
作
成
の
外
納
税
義
務
者
の
申
告
に
対
す
る
審
査
若
し
く
 
 

は
訴
願
の
裁
決
等
（
同
法
第
四
十
入
条
な
い
し
第
五
十
一
条
）
が
す
べ
て
徴
税
機
関
の
一
方
的
意
思
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
 
 

起
因
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
従
っ
て
徴
税
校
閲
の
所
得
調
査
や
諸
決
定
に
つ
き
農
業
者
団
体
の
代
表
や
民
間
有
識
者
を
以
て
構
 
 

成
す
る
諮
問
磯
関
を
設
置
し
、
そ
の
審
議
を
へ
て
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
所
得
税
負
担
の
適
正
化
を
期
す
る
上
に
必
要
で
あ
 
 

る
。
 
 

⇔
 
林
業
の
課
税
所
得
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
た
必
要
経
費
の
算
定
を
行
い
、
再
生
産
を
保
障
す
る
よ
う
考
慮
す
 
 
 

る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
林
業
に
つ
い
て
は
生
産
期
間
が
長
期
で
、
二
手
年
乃
至
四
十
年
に
及
ぶ
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
期
間
の
初
 
 
 



期
と
末
期
と
で
は
必
要
経
費
の
名
目
課
価
格
は
著
し
い
差
が
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
下
に
お
い
て
は
初
期
の
必
要
経
費
は
著
し
く
低
い
。
 
 
 

現
在
山
林
所
得
は
一
時
所
得
と
同
様
に
課
税
標
準
は
十
分
の
五
の
控
除
（
所
得
税
法
第
九
条
第
一
項
第
六
号
）
を
受
け
て
い
る
が
、
 
 
 

そ
の
所
得
で
は
到
底
再
植
林
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
再
植
林
費
を
考
慮
し
て
課
税
所
得
を
算
定
す
べ
き
で
あ
る
。
困
に
従
 
 
 

来
は
所
得
の
五
分
の
一
に
一
般
税
率
を
適
用
し
て
得
た
金
額
の
五
倍
を
そ
の
課
税
額
と
し
、
累
進
税
率
の
緩
和
が
は
か
ら
れ
て
い
 
 
 

た
。
 
 

肖
 
漁
業
の
課
税
所
得
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
累
進
税
率
の
軽
減
を
は
か
る
よ
う
所
得
税
法
を
改
正
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
漁
業
収
入
は
そ
の
性
質
上
年
度
に
よ
っ
て
著
し
い
偏
差
が
あ
り
、
漁
業
者
は
豊
漁
の
年
の
所
得
の
一
部
を
リ
ザ
ー
ブ
し
 
 
 

て
不
漁
の
年
の
支
出
に
備
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
豊
漁
の
年
は
現
行
所
得
税
法
上
の
高
い
累
進
税
率
に
よ
り
所
得
の
大
半
が
課
 
 
 

税
さ
れ
、
不
漁
の
年
の
生
産
資
金
の
調
達
が
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
。
従
っ
て
豊
凶
の
激
し
い
漁
業
に
つ
い
て
は
、
戦
前
に
お
い
て
 
 
 

ほ
三
ケ
年
平
均
の
所
得
額
を
も
っ
て
課
税
所
得
と
さ
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
、
従
前
の
山
林
所
得
に
対
す
る
課
税
方
法
に
準
ず
る
等
 
 
 

何
ら
か
の
軽
減
の
方
法
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

囲
 
産
業
政
策
上
左
の
諸
点
に
つ
き
課
税
上
の
改
善
を
す
る
こ
と
。
 
 
 

∽
 
主
食
の
供
出
に
伴
う
諸
種
償
却
金
に
つ
い
て
免
税
と
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
主
食
の
供
出
に
つ
い
て
は
食
糧
需
給
調
整
上
長
大
隈
の
供
出
を
確
保
す
る
必
要
の
あ
る
現
状
に
鑑
み
、
供
出
は
最
大
 
 
 

限
に
強
化
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
税
制
に
お
い
て
は
農
家
が
多
量
に
供
出
す
る
に
応
じ
て
累
進
的
に
課
税
せ
ら
 
 
 

れ
、
農
家
の
供
出
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
、
供
出
に
伴
う
諸
種
の
報
償
金
に
つ
い
て
は
、
免
税
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

∽
 
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
共
済
金
や
農
家
に
対
す
る
国
又
ほ
地
方
公
共
団
体
の
禰
助
金
に
つ
い
て
は
免
税
と
す
 
 

五
一
五
 
 
 



五
一
六
 
 

る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
農
家
に
支
給
さ
れ
る
共
済
金
や
、
補
助
金
は
産
業
政
策
上
農
家
の
経
済
負
担
の
一
部
を
補
填
す
る
目
的
で
給
さ
れ
る
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
は
課
税
免
除
と
同
等
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

三
 
地
方
税
に
つ
い
て
の
改
正
意
見
 
 
 

H
 
国
家
事
務
と
地
方
事
務
の
区
分
を
再
調
整
し
、
国
家
事
務
に
関
し
て
は
国
費
で
負
担
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
現
在
地
方
財
政
法
（
第
九
条
）
に
よ
れ
ば
、
警
察
及
び
教
育
に
関
す
る
事
務
等
は
地
方
の
事
務
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 
 

こ
れ
ら
は
本
来
国
民
の
均
し
く
享
受
す
べ
き
施
設
で
あ
る
か
ら
、
入
場
税
〔
地
方
税
の
一
部
〕
を
国
税
に
改
め
、
国
費
の
負
担
に
て
 
 
 

こ
れ
を
行
う
よ
う
地
方
財
政
法
を
改
正
す
る
と
共
に
、
国
及
び
地
方
の
負
担
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
は
地
方
財
政
法
の
厳
格
な
る
励
 
 
 

行
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

⇔
 
農
村
に
対
す
る
配
付
税
を
増
加
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
都
市
と
農
村
に
お
い
て
は
、
税
源
が
極
め
て
偏
在
し
て
い
る
か
ら
一
層
こ
れ
が
調
整
を
は
か
る
た
め
酒
税
専
売
益
金
等
 
 
 

を
地
方
配
付
税
の
財
源
に
加
え
る
と
共
に
そ
の
配
付
基
準
に
関
し
て
は
財
源
の
乏
し
い
農
村
地
方
の
財
政
需
要
に
即
応
す
る
よ
う
改
 
 

正
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

臼
 
第
二
種
事
業
税
を
廃
止
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
事
業
税
は
∽
原
始
産
業
者
を
他
の
商
工
業
者
と
同
じ
く
事
業
者
と
見
な
し
（
地
方
税
法
第
六
十
三
条
）
、
物
そ
の
実
質
は
 
 
 

所
得
税
と
同
じ
性
格
で
あ
り
、
㈹
住
民
税
と
も
二
重
課
税
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
第
二
種
事
業
税
を
廃
止
し
、
住
民
税
を
所
得
税
的
 
 

に
改
租
し
て
こ
れ
と
統
合
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 
 
 



囲
 
税
目
を
整
理
し
、
農
林
漁
業
生
産
手
段
に
対
す
る
物
件
税
を
禁
止
す
る
と
共
に
地
方
税
の
賦
課
に
関
し
て
は
農
村
漁
業
政
策
と
の
 
 
 

諷
整
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
地
方
税
の
税
目
は
極
め
て
多
岐
に
亘
り
、
同
一
税
源
に
対
し
、
重
複
課
税
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
農
林
漁
業
生
産
 
 
 

手
段
に
対
す
る
物
件
税
は
事
業
税
と
重
複
課
税
と
な
る
性
質
が
強
い
。
従
っ
て
こ
の
際
地
方
税
の
税
目
を
大
幅
に
整
理
し
、
課
税
標
 
 
 

準
率
に
つ
い
て
は
厳
重
な
る
規
制
を
設
け
る
と
共
に
特
定
の
生
産
手
段
に
対
す
る
物
件
税
例
え
ば
法
定
外
独
立
税
舟
税
、
荷
車
税
、
 
 
 

法
定
独
立
税
中
牛
馬
税
、
各
農
幾
具
税
、
土
地
利
用
税
、
水
草
税
、
炭
窯
税
の
創
設
は
法
律
に
よ
り
禁
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
 
 
 

る
。
な
お
、
地
方
税
の
賦
課
に
関
し
て
は
農
林
漁
業
政
策
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
農
林
関
係
当
面
の
意
見
を
充
分
反
映
し
う
る
 
 
 

措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

㈲
 
地
租
の
増
徴
は
抑
制
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
地
租
の
税
率
は
現
在
賃
貸
価
格
の
盲
分
の
五
首
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
増
徴
は
、
直
ち
に
小
作
料
及
び
地
価
に
影
響
 
 
 

し
農
地
改
革
の
成
果
を
不
十
分
な
ら
し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
そ
の
増
徴
を
抑
制
す
る
と
共
に
こ
れ
と
同
一
の
結
果
を
も
た
 
 
 

ら
す
土
地
利
用
税
等
の
創
設
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

内
 
地
方
団
体
に
お
け
る
強
制
寄
付
を
統
制
す
る
こ
と
。
 
 

（
理
由
）
本
来
国
又
は
地
方
団
体
の
負
担
す
べ
き
施
設
費
を
強
制
寄
付
等
の
形
で
ま
か
な
う
こ
と
は
厳
に
抑
制
さ
る
様
な
措
置
を
 
 
 

講
ず
る
と
共
に
か
か
る
施
設
費
に
対
し
て
は
合
理
的
な
財
源
の
配
慮
を
な
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

〔
以
上
〕
 
 
 



第
七
 
現
行
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
（
昭
和
二
四
・
六
）
 
 

太
平
洋
戦
争
終
結
後
一
両
年
の
あ
い
だ
は
、
日
本
の
農
村
は
、
か
つ
て
な
い
は
ど
の
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ョ
ソ
景
気
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
も
 
 

ち
ろ
ん
戦
争
は
、
工
業
は
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
農
業
に
も
打
撃
と
破
壊
と
を
も
た
ら
し
、
農
業
生
産
も
一
九
四
五
年
に
は
、
戦
前
の
 
 

六
〇
％
は
ど
に
低
下
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
農
村
の
好
景
気
と
い
う
の
も
、
け
っ
し
て
農
業
が
繁
栄
し
た
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
な
 
 

い
。
け
れ
ど
も
、
戦
后
の
い
ち
じ
る
し
い
食
糧
不
足
に
と
も
な
う
農
産
物
価
格
の
騰
貴
と
、
一
時
的
な
統
制
の
弛
緩
と
は
、
農
村
の
貨
幣
 
 

収
入
を
い
ち
じ
る
し
く
増
加
せ
し
め
、
他
の
国
民
の
す
べ
て
が
餞
餓
と
困
窮
と
に
あ
え
い
で
い
た
と
き
に
、
農
村
の
み
は
比
較
的
高
い
生
 
 

活
水
準
を
維
持
し
、
な
お
あ
る
程
度
の
貨
幣
の
蓄
積
や
生
産
資
材
の
拡
充
も
な
し
う
る
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
村
の
好
況
は
け
っ
し
て
長
く
は
つ
ゞ
か
な
か
っ
た
。
お
そ
く
と
も
一
九
四
七
年
の
夏
頃
か
ら
は
、
農
村
の
好
 
 

況
は
下
り
坂
に
入
り
、
と
く
に
四
七
年
末
か
ら
四
入
年
に
か
け
て
の
所
得
税
の
徴
収
を
一
つ
の
転
期
と
し
て
、
日
本
の
農
村
は
一
転
し
て
 
 

不
況
の
底
に
沈
む
こ
と
と
な
っ
た
。
す
で
に
四
七
年
頃
か
ら
、
供
出
報
奨
用
の
酒
や
煙
草
や
銘
仙
な
ど
を
購
入
し
得
な
い
農
家
が
、
 
 

（
マ
マ
）
 
と
と
く
に
水
田
単
作
地
帯
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
が
報
い
ら
れ
て
い
た
が
、
四
入
年
の
春
に
は
、
春
肥
そ
の
他
の
生
産
資
材
を
購
い
 
 
 

ま
え
が
き
 
 

農
業
復
興
会
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五
二
〇
 
 
 

え
な
い
農
家
が
広
汎
に
発
生
し
た
。
 
 
 

政
府
は
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、
農
業
手
形
制
度
を
設
け
、
秋
の
供
米
代
金
を
担
保
と
し
て
資
金
の
前
貸
を
お
こ
な
う
こ
と
に
 
 

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
手
形
の
う
ち
農
林
中
金
で
割
引
い
た
も
の
だ
け
で
も
四
八
年
九
月
末
で
二
五
億
円
余
に
た
っ
し
て
い
る
。
そ
し
 
 

て
四
八
年
に
は
、
ま
た
農
家
の
娘
の
身
売
り
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
さ
え
新
聞
に
報
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
こ
1
一
両
年
の
間
に
日
本
の
農
村
の
経
済
は
状
態
は
急
激
に
悪
化
し
て
お
り
、
農
業
恐
慌
来
る
。
と
い
う
声
さ
へ
高
い
の
 
 

で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
一
体
こ
の
よ
う
な
農
村
の
窮
乏
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
数
え
た
 
 

て
れ
ば
幾
つ
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
多
く
の
人
の
一
致
し
た
見
解
と
し
て
、
こ
の
窮
乏
と
の
原
田
を
次
の
二
点
に
求
め
る
こ
 
 

と
は
け
っ
し
て
不
当
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
第
一
ほ
、
∨
農
産
物
の
主
要
部
分
が
供
出
制
度
に
よ
つ
て
統
制
の
枠
に
入
っ
て
い
る
が
、
 
 

こ
の
農
産
物
の
公
定
価
格
は
き
わ
め
て
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
農
産
物
の
公
定
価
格
は
い
ち
お
う
パ
リ
テ
ィ
ー
・
シ
ス
テ
 
 

ム
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
自
由
乃
至
ヤ
ミ
価
格
に
よ
る
購
入
品
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
農
家
 
 

の
購
入
品
の
実
効
価
格
と
の
あ
い
だ
に
は
、
い
ち
じ
る
し
い
シ
ェ
ー
レ
が
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
シ
ェ
ー
レ
は
、
た
と
へ
農
産
物
の
 
 

一
部
を
ヤ
ミ
乃
至
自
由
価
格
で
販
売
し
た
と
し
て
も
う
づ
め
え
な
い
は
ど
に
大
き
い
。
こ
れ
は
特
に
、
主
食
栽
培
を
主
と
す
る
単
作
乃
至
 
 

二
毛
作
地
帯
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
地
帯
で
も
傾
向
は
同
一
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
第
二
に
は
、
こ
の
 
 

よ
う
に
農
民
は
価
格
関
係
に
お
い
て
不
利
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
過
重
な
租
税
負
担
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
の
 
 

ち
に
述
べ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
零
細
経
営
の
農
家
が
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
農
家
経
済
の
三
〇
－
四
〇
％
に
自
然
経
済
を
残
し
て
い
 
 

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
租
税
負
担
が
多
少
で
も
過
重
で
あ
る
こ
と
は
、
大
き
な
苦
痛
を
与
へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
 
 

で
あ
ろ
う
。
農
林
省
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
人
年
に
お
い
て
全
国
で
耕
作
を
放
棄
し
た
農
家
ほ
第
一
表
〔
別
掲
五
一
九
頁
〕
 
 
 



の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
耕
作
放
棄
は
戸
数
に
お
い
て
三
万
四
千
戸
余
り
（
農
家
総
数
の
〇
・
五
入
％
）
、
面
積
に
お
い
て
五
、
二
六
〇
町
（
耕
作
総
 
 

数
の
〇
二
五
％
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
数
は
大
し
て
大
き
く
な
い
が
、
し
か
し
現
在
の
よ
う
に
農
村
に
過
剰
人
甘
が
推
若
し
て
お
 
 

り
、
耕
地
の
不
足
が
い
ち
じ
る
し
い
さ
い
に
、
な
お
、
か
つ
耕
作
放
棄
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
軽
視
し
て
よ
い
問
題
で
は
 
 

な
い
。
し
か
も
そ
の
放
棄
理
由
の
な
か
に
、
税
金
、
供
出
の
過
重
が
戸
数
に
し
て
三
四
％
、
面
積
に
し
て
：
元
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
 
 

注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
災
害
や
そ
の
他
の
理
由
で
放
棄
し
た
場
合
に
も
、
税
金
や
供
出
の
負
担
過
重
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
れ
 
 

ば
、
問
題
は
さ
ら
に
重
大
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
こ
ん
に
ち
日
本
の
農
村
は
決
し
て
明
る
い
状
態
に
は
お
か
れ
て
い
な
い
。
戦
后
農
地
改
革
の
お
こ
な
わ
れ
た
こ
 
 

と
は
、
農
村
に
き
わ
め
て
明
る
い
空
気
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
農
村
の
窮
乏
は
農
地
改
革
の
実
効
を
い
ち
じ
る
し
く
減
 
 

殺
し
、
日
本
の
農
民
を
ふ
た
た
び
動
物
的
生
活
さ
え
も
困
難
な
は
ど
の
窮
乏
に
陥
れ
る
危
険
が
、
ひ
し
ひ
し
と
せ
ま
り
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
 
 

る
。
農
村
の
民
生
化
が
日
本
の
民
主
化
の
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
し
ば
し
は
い
わ
れ
て
い
る
が
、
農
村
の
民
主
 
 

化
は
「
困
苦
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
が
達
成
さ
れ
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
い
み
で
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
、
農
村
の
窮
乏
化
が
日
 
 

に
日
に
進
み
つ
ゝ
あ
る
事
実
を
け
っ
し
て
黙
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
農
村
の
窮
乏
の
ひ
と
つ
の
重
大
な
原
因
が
租
税
負
担
の
過
重
に
あ
る
こ
と
は
ま
え
に
ふ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
今
日
日
本
国
民
 
 

ほ
全
体
と
し
て
も
租
税
負
担
が
過
重
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
一
日
も
早
く
軽
減
し
た
い
の
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
要
望
で
あ
る
。
だ
 
 

が
、
日
本
が
敗
戦
に
よ
っ
て
う
け
た
深
刻
な
打
撃
を
思
う
な
ら
ば
、
ま
た
戦
勝
国
た
る
連
合
諸
国
が
日
本
の
た
め
に
多
く
の
援
助
を
与
へ
 
 

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
い
た
ず
ら
に
負
担
の
重
い
こ
と
に
つ
い
て
苦
情
を
い
お
う
と
は
思
わ
な
い
。
た
 
 

五
ニ
ー
 
 
 



五
二
二
 
 
 

だ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
負
担
は
能
う
か
ぎ
り
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
能
う
か
ぎ
り
公
平
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
 
 

る
。
し
か
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
に
お
い
て
は
農
村
の
租
税
負
担
は
き
わ
め
て
不
合
理
で
あ
り
、
か
つ
き
わ
め
て
不
均
衡
で
あ
る
。
こ
 
 

こ
で
不
均
衡
と
い
う
の
は
、
他
の
所
得
階
級
に
比
し
て
農
家
が
よ
り
重
い
租
税
負
担
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
 
 

い
。
都
市
と
農
村
、
農
村
相
互
間
に
お
い
て
地
域
的
な
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
し
、
農
村
の
内
部
に
お
い
て
も
所
得
階
級
に
応
じ
て
公
平
 
 

に
税
が
か
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
に
詳
述
す
る
ご
と
く
、
租
税
外
の
負
担
が
こ
の
不
均
衡
を
い
よ
い
よ
助
長
 
 

し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
不
合
理
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
負
担
が
右
の
よ
う
に
不
均
衡
で
あ
る
、
と
い
う
点
の
み
を
い
う
の
で
は
な
い
。
 
 

国
税
と
地
方
税
と
の
間
の
調
整
が
合
理
的
に
お
こ
な
わ
れ
ず
、
所
得
税
そ
の
他
の
税
の
査
定
や
徴
収
の
方
法
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
実
情
に
即
 
 

し
て
い
な
い
た
め
に
、
無
用
の
手
間
が
か
か
り
、
し
か
も
農
村
に
余
計
な
苦
痛
を
与
え
て
い
る
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
租
税
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
な
に
ゆ
え
不
合
理
で
あ
り
、
か
つ
負
担
の
均
衡
を
失
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
ほ
 
 

い
か
に
改
革
さ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
お
い
て
詳
述
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
お
こ
こ
で
概
括
的
に
二
、
三
の
点
に
ふ
れ
て
 
 

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
一
に
直
税
国
税
に
つ
い
て
い
え
ば
、
の
ち
の
第
三
表
に
示
す
よ
う
に
、
こ
ん
に
ち
農
家
の
租
税
負
担
の
大
部
分
は
所
得
税
で
あ
り
、
 
 

一
九
四
七
年
に
お
い
て
租
税
（
間
接
税
を
の
ぞ
く
）
公
課
総
負
担
額
の
七
六
％
ほ
所
得
税
で
あ
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
日
本
の
農
家
に
 
 

お
い
て
所
得
税
を
負
担
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
日
本
の
ほ
ぼ
中
位
な
い
し
は
や
や
上
位
の
農
家
の
 
 

経
済
調
査
た
る
農
林
省
の
 
「
農
家
経
済
調
査
」
を
み
て
も
、
所
得
税
の
負
担
は
戦
前
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
け
だ
し
そ
の
当
時
の
か
か
 
 

る
中
位
農
家
の
所
得
は
年
一
、
0
0
0
円
あ
ま
り
（
一
九
三
七
年
）
∨
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
免
税
点
（
一
、
二
〇
〇
円
）
以
下
で
あ
っ
た
か
 
 

ら
で
あ
る
。
し
か
も
今
日
、
農
家
が
多
く
の
所
得
税
を
負
担
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
け
っ
し
て
農
家
の
実
質
所
得
が
増
加
し
た
か
ら
で
 
 
 



は
な
い
。
日
本
の
物
価
指
数
は
き
わ
め
て
不
備
で
あ
る
の
で
、
農
家
の
実
質
所
得
を
算
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
一
九
 
 

四
七
年
の
 
「
農
家
経
済
調
査
」
 
に
お
け
る
総
所
得
九
九
、
八
七
四
円
は
一
九
三
七
年
の
一
、
〇
三
〇
円
に
較
べ
て
九
七
倍
弱
で
あ
る
。
し
 
 

か
る
に
農
家
家
計
用
品
の
価
格
指
数
は
、
四
七
年
平
均
で
三
七
年
の
一
六
七
倍
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
推
定
し
て
も
実
質
所
得
 
 

が
著
し
く
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
今
日
で
は
、
国
民
全
般
と
し
て
小
所
得
者
も
ま
た
所
得
税
を
負
担
し
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
民
に
も
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
自
体
は
や
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
 
 

う
。
だ
が
、
は
ん
ら
い
は
免
税
点
の
は
る
か
下
に
あ
る
小
所
得
者
た
る
一
般
農
民
に
、
現
在
は
き
わ
め
て
高
率
（
た
と
え
ば
一
九
四
七
年
 
 

の
 
「
農
家
経
済
調
査
」
の
所
得
税
ほ
〓
戸
平
均
一
五
、
三
四
四
円
で
、
所
得
の
一
五
・
四
％
で
あ
る
。
）
の
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
 
 

で
あ
る
か
ら
、
課
税
方
法
が
多
少
と
も
不
合
理
で
あ
れ
ば
、
農
民
の
苦
痛
は
き
わ
め
て
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
 
 

に
現
在
の
農
民
に
対
す
る
所
得
税
は
な
は
多
く
の
不
合
理
な
点
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
点
は
の
ち
に
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
 
 

が
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
農
業
一
般
の
、
そ
し
て
特
に
日
本
農
業
の
、
特
殊
性
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
顧
慮
し
て
い
な
 
 

い
点
に
由
来
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
特
殊
性
と
は
、
一
策
一
に
は
、
日
本
の
農
業
経
営
の
九
八
％
ま
で
は
家
族
労
力
 
 

を
主
体
と
す
る
小
農
経
営
で
あ
り
、
そ
の
所
得
は
じ
ゅ
う
ら
い
か
ら
は
ぼ
家
族
の
労
賃
部
分
と
み
な
さ
る
べ
き
部
分
が
は
と
ん
ど
す
べ
て
 
 

で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
こ
の
所
得
は
、
家
族
の
う
ち
労
働
可
能
な
も
の
の
は
と
ん
ど
す
べ
て
が
労
働
し
た
結
果
で
あ
る
か
ら
、
農
家
の
所
 
 

得
は
家
族
の
勤
労
所
得
と
み
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
は
、
日
本
の
農
家
ほ
、
そ
の
生
産
手
段
に
お
い
て
も
、
生
活
 
 

資
料
に
お
い
て
も
、
な
お
か
な
り
の
自
給
部
分
を
残
し
て
い
る
こ
と
〓
九
三
七
年
の
「
農
家
経
済
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
農
業
生
産
手
段
 
 

の
五
・
七
％
、
生
活
資
料
の
四
四
％
は
自
給
で
あ
る
）
。
第
三
に
は
、
農
業
の
所
得
が
季
節
的
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
一
年
を
通
じ
て
平
均
 
 

化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
四
に
は
、
農
家
に
お
い
て
は
簿
記
計
算
が
正
確
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
農
民
自
身
も
自
己
の
所
 
 

五
二
三
 
 
 



五
二
四
 
 
 

得
を
正
確
に
把
握
し
得
な
い
こ
と
。
1
そ
れ
ゆ
え
現
在
の
所
得
税
は
、
こ
の
よ
う
な
実
情
に
沿
う
よ
う
に
、
改
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
 
 

わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
地
方
税
に
つ
い
て
い
え
ば
、
何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
日
本
に
於
て
は
経
済
力
が
き
わ
め
て
偏
在
し
、
都
市
に
集
中
し
て
い
 
 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
団
体
に
は
第
一
に
国
家
に
よ
っ
て
画
一
的
に
親
制
さ
れ
た
事
務
が
き
わ
め
て
多
く
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
う
え
 
 

に
、
第
二
に
地
方
の
固
有
な
事
務
と
い
え
ど
も
か
な
ら
ず
し
も
人
口
や
富
の
程
度
に
比
例
し
て
伸
縮
し
え
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
た
め
 
 

に
、
地
方
の
経
費
は
決
し
て
経
済
力
に
は
比
例
せ
ず
、
が
い
し
て
い
え
ば
、
経
済
力
の
小
さ
い
農
村
が
相
対
的
に
大
き
な
経
費
を
負
担
す
 
 

る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
に
於
い
て
は
以
前
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
現
在
ま
す
ま
す
そ
う
で
あ
る
が
、
国
 
 

が
こ
の
よ
う
に
画
一
的
に
規
制
し
て
い
る
事
務
に
つ
い
て
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
経
費
を
負
担
せ
ず
、
そ
の
多
く
を
地
方
経
費
の
負
担
に
ゆ
だ
 
 

ね
て
い
る
。
他
方
有
力
な
る
税
源
は
は
と
ん
と
す
べ
て
国
税
に
よ
っ
て
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
地
方
の
財
源
は
い
ち
じ
る
し
く
枯
 
 

渇
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
か
く
て
増
大
す
る
経
費
と
貧
弱
な
財
源
と
い
う
矛
盾
は
、
日
本
財
政
史
を
一
貫
す
る
特
質
と
な
っ
て
き
て
 
 

い
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
一
方
に
お
け
る
六
三
制
の
実
施
や
自
治
警
察
の
設
置
を
は
じ
め
経
済
統
制
事
務
や
、
土
木
事
業
や
、
社
会
 
 

施
設
や
の
増
大
に
よ
る
地
方
経
費
の
膨
張
と
、
地
方
に
お
け
る
国
税
の
い
ち
ゞ
る
し
い
増
加
に
よ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
矛
盾
は
い
よ
い
よ
 
 

拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
は
具
体
的
に
は
主
と
し
て
つ
ぎ
の
点
に
示
さ
れ
る
。
第
一
に
経
済
力
の
小
さ
い
農
村
、
と
 
 

く
に
窮
乏
状
態
の
は
げ
し
い
東
北
や
北
海
道
の
農
村
に
お
い
て
た
ん
に
地
方
税
の
賦
課
が
増
加
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
微
少
な
税
源
 
 

を
漁
っ
て
課
税
す
る
た
め
に
、
租
税
負
担
が
都
市
と
比
較
し
た
場
合
不
均
衡
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
き
わ
め
て
不
合
理
に
な
り
、
大
衆
 
 

負
担
を
逆
進
的
に
増
大
せ
し
め
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
第
二
衰
統
計
〔
別
掲
五
二
五
貢
〕
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
 
 
 

全
体
と
し
て
標
準
課
率
た
る
一
〇
〇
分
の
t
0
0
を
超
え
て
い
る
市
町
村
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
は
地
方
財
政
の
窮
乏
を
示
す
も
の
で
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五
二
六
 
 
 

あ
る
が
、
市
の
場
合
そ
の
超
え
方
が
比
較
的
少
な
い
の
に
対
し
、
村
の
場
合
標
準
の
丁
五
倍
以
上
が
そ
う
と
う
に
多
い
。
ま
た
、
法
定
 
 

外
独
立
税
が
県
税
の
場
合
は
が
い
し
て
大
都
市
の
な
い
県
に
多
く
、
市
町
村
税
の
場
合
に
は
東
北
・
北
海
道
の
村
に
多
い
こ
と
も
、
同
じ
 
 

傾
向
を
物
語
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
地
方
税
の
増
徴
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
地
方
団
体
の
財
 
 

政
窮
乏
が
救
わ
れ
な
い
た
め
に
、
一
方
で
は
警
察
費
、
教
育
費
等
の
一
部
が
寄
附
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
で
は
道
 
 

路
水
路
改
修
、
農
業
技
術
指
導
、
供
出
事
務
な
ど
、
と
う
ぜ
ん
地
方
団
体
の
お
こ
な
う
べ
き
事
業
が
大
部
分
部
落
実
行
組
合
な
ど
に
ゆ
だ
 
 

ね
ら
れ
、
こ
の
費
用
が
部
落
協
議
費
そ
の
他
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
公
課
負
担
ほ
き
わ
め
て
多
く
、
地
方
税
負
担
を
 
 

は
る
か
に
超
え
て
い
る
が
（
の
ち
の
第
三
表
を
み
よ
。
別
掲
五
二
七
京
）
、
か
か
る
も
の
は
そ
の
徴
収
が
意
慾
的
に
な
り
不
合
理
に
な
る
傾
 
 

向
が
強
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
国
政
事
務
の
金
額
を
国
庫
負
担
に
す
る
と
と
も
に
、
国
家
地
方
両
方
に
ま
た
が
る
事
務
に
 
 

つ
い
て
も
、
国
庫
の
負
担
割
合
も
増
加
し
、
経
費
の
面
か
ら
す
る
地
方
財
政
の
負
担
を
能
う
か
ぎ
り
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
地
 
 

方
財
政
法
の
規
定
は
こ
の
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
現
状
の
如
く
こ
の
法
律
を
無
視
し
て
多
く
の
負
担
を
地
 
 

方
団
体
に
負
わ
せ
る
よ
う
な
や
り
方
は
急
速
に
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
地
方
税
負
担
の
不
均
衡
と
不
合
理
な
小
税
 
 

源
渉
猟
の
傾
向
を
是
正
す
る
た
め
に
、
地
方
配
付
税
の
財
源
を
豊
富
に
し
、
そ
の
運
用
を
合
理
的
に
し
か
つ
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
 
 

た
右
の
措
置
に
対
応
し
て
地
方
税
制
を
合
理
化
し
、
国
乱
、
地
方
税
を
通
ず
る
租
税
体
系
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
三
に
間
接
税
に
つ
い
て
い
え
ば
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
よ
う
に
間
接
税
の
負
担
は
が
い
し
て
逆
進
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
日
本
で
 
 

は
じ
ゅ
う
ら
い
か
ら
間
接
税
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
最
近
で
ほ
四
八
年
度
が
直
接
税
二
、
〇
二
七
億
七
千
四
百
万
 
 

円
に
た
い
し
間
接
税
（
専
売
益
金
を
含
む
。
）
は
一
、
九
九
一
億
六
百
万
円
で
五
〇
・
七
対
四
九
・
三
、
四
九
年
度
が
直
接
税
三
、
三
九
五
 
 
 



第3表 農家一戸あたり租税公課負担  
（単位：円）  

租  税  
公 課   計  負担率  

所得                    国 税  県 税  町村   

％  
1937  1，028   5   13   21   13   52  5   

46  30，898  5，258  151  127  228  5，7甲   15   

47  9，974  16，601  954  1，289  6，574  25，418   25   

農林省「農家経済調査」による。  

億
九
千
万
円
に
た
い
し
て
間
接
税
が
二
八
八
二
億
七
千
万
円
で
五
四
・
〇
対
四
六
」
○
と
間
接
 
 

税
の
比
率
は
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
重
い
間
接
税
の
負
担
は
、
と
く
に
所
 
 

得
が
小
さ
く
、
現
金
所
得
は
な
お
さ
ら
小
さ
い
農
民
に
と
っ
て
重
大
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
 
 

又
一
方
で
農
産
物
の
大
部
分
が
公
定
価
格
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
現
在
、
シ
ェ
ー
レ
を
拡
大
さ
 
 

せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
間
接
税
の
軽
減
も
こ
の
際
 
 

要
望
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
日
本
の
農
村
課
税
の
概
観
を
、
と
く
に
そ
の
改
正
を
必
要
と
す
る
点
に
重
点
を
お
き
 
 

っ
っ
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
さ
い
ご
に
、
農
村
の
租
税
負
担
全
体
に
つ
き
農
林
省
「
農
家
経
済
 
 

調
査
」
の
数
字
に
も
と
ず
い
て
、
農
村
の
租
税
負
担
状
況
を
戦
前
と
戦
後
に
つ
い
て
み
る
と
第
 
 

三
蓑
〔
別
掲
五
二
七
頁
〕
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
租
税
負
担
が
全
体
と
し
て
み
て
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
 
 

て
明
か
で
あ
る
。
こ
の
農
家
の
租
税
負
担
が
他
の
諸
階
級
の
負
担
と
較
べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
 
 

か
を
直
接
比
較
す
る
資
料
は
遺
憾
な
が
ら
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
の
国
民
所
得
 
 

は
九
、
二
〇
〇
億
円
で
あ
り
、
直
接
税
は
国
税
が
九
一
二
億
八
千
八
百
万
円
、
地
方
税
（
配
付
 
 

税
を
の
ぞ
く
。
）
が
二
四
一
億
四
千
七
百
万
円
、
計
一
、
一
五
四
億
三
千
五
百
万
円
で
あ
る
か
 
 

ら
、
そ
の
負
担
率
は
一
二
・
五
％
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
三
衰
に
ょ
れ
ば
農
家
の
負
担
は
国
 
 

税
、
地
方
税
を
合
し
て
所
得
の
一
入
・
九
％
に
な
る
。
他
方
右
の
国
民
所
得
九
、
二
〇
〇
億
円
 
 

五
二
七
 
 
 



五
二
八
 
 

は
国
民
一
人
あ
た
り
に
す
れ
ば
一
万
t
寺
門
で
あ
る
が
、
第
三
表
の
農
家
の
平
均
人
口
は
七
・
四
人
で
あ
る
か
ら
一
人
当
り
所
得
は
完
 
 

三
千
円
で
、
ほ
ゞ
平
均
に
合
致
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
農
家
の
租
税
負
担
は
直
接
税
だ
け
に
つ
い
て
み
て
も
国
民
の
平
均
よ
り
か
な
り
重
く
、
 
 

そ
の
意
味
で
租
税
負
担
の
均
衡
を
失
し
て
ゐ
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

か
く
て
我
々
は
、
農
村
関
係
の
租
税
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

1
 
所
得
税
 
 
 

一
基
礎
及
勤
労
控
除
 
 

わ
が
国
の
農
業
経
営
は
、
家
族
労
作
的
経
営
を
通
常
と
し
、
そ
の
農
業
所
得
は
勤
労
所
得
の
実
質
内
容
を
有
す
る
が
故
に
、
家
族
農
 
 

業
従
事
者
毎
に
基
礎
控
除
を
認
め
又
農
家
の
全
所
得
に
つ
い
て
は
姦
率
の
勤
労
控
除
を
認
め
㌃
こ
と
。
遠
農
業
所
得
税
は
営
業
所
得
 
 
 

税
と
異
り
極
め
て
厳
格
に
徴
収
さ
れ
得
る
の
で
、
こ
の
税
率
は
他
よ
り
軽
く
す
る
こ
と
。
 
 

〔
注
〕
 
わ
が
国
農
家
の
所
得
は
現
行
税
法
で
は
事
業
所
待
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
家
族
労
作
的
経
営
を
営
む
わ
が
国
農
業
の
農
業
所
得
は
、
 
 
 

家
族
農
業
従
事
者
の
動
労
所
得
の
実
質
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
第
四
表
〔
別
掲
五
二
九
貢
〕
、
第
五
表
〔
別
掲
五
＝
6
亘
〕
が
こ
れ
を
示
 
 

し
て
い
る
。
 
 

こ
の
資
料
は
、
日
本
農
業
が
昭
和
初
年
の
恐
慌
期
と
中
日
事
変
に
始
ま
る
第
二
次
世
界
大
戦
と
の
中
間
に
あ
っ
て
、
比
較
的
安
定
を
得
て
い
た
 
 
 

時
期
（
一
九
三
四
－
三
六
年
）
か
ら
と
ら
れ
た
。
何
故
な
ら
こ
の
比
牧
的
ノ
ー
マ
ル
な
時
期
に
於
い
て
も
、
農
家
の
所
得
が
勤
労
所
得
の
実
質
内
容
 
 
 

を
有
す
る
こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
 
 

自
作
農
に
あ
っ
て
家
族
労
働
収
益
は
生
計
費
を
カ
バ
ー
し
得
ず
、
自
作
農
所
得
（
R
土
土
）
が
辛
う
じ
て
生
計
費
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
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〔
泰
郎
〕
判
鼻
淋
芦
司
㌘
 
 
 

瑚
ひ
鮒
、
」
′
諒
恥
筒
碓
什
翌
春
什
仲
平
淋
（
一
器
皐
～
一
器
の
鼎
）
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示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
生
計
費
か
ら
生
計
費
労
銀
を
差
出
す
る
と
、
そ
の
高
さ
は
い
づ
れ
も
工
業
労
銀
よ
り
も
低
位
に
あ
る
。
即
ち
自
作
農
 
 

は
所
有
土
地
収
益
、
所
有
資
本
収
益
、
家
族
労
働
収
益
の
合
計
さ
れ
た
所
得
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
労
働
者
並
の
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
 
 

小
作
農
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
得
（
R
＋
i
±
）
は
生
計
費
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
事
情
を
表
わ
し
て
い
る
。
L
か
も
彼
等
の
生
計
費
 
 

は
自
作
農
よ
り
も
遥
か
に
押
し
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
計
費
労
銀
と
工
業
労
銀
と
の
懸
隔
は
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

農
家
経
済
調
査
は
、
比
較
的
経
営
状
態
の
よ
い
農
家
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
般
農
家
の
事
情
は
こ
れ
よ
り
も
更
に
悪
い
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 

第
二
次
世
界
大
戦
中
及
び
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
農
村
景
気
が
去
り
、
農
業
経
営
規
模
が
全
般
的
に
零
細
化
し
、
農
業
の
磯
会
が
失
は
れ
、
農
業
恐
慌
 
 

の
云
々
さ
れ
て
い
る
現
在
、
事
態
は
更
に
悪
化
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

以
上
の
こ
と
は
農
民
の
所
得
が
実
質
的
に
は
動
労
所
得
の
意
味
し
か
も
た
ぬ
こ
と
を
示
し
七
い
る
。
一
般
勤
労
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
一
世
帯
 
 

内
の
二
人
以
上
の
勤
登
所
得
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
礎
控
除
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
家
族
農
業
従
事
者
の
各
々
に
つ
い
て
基
礎
 
 
 

控
除
の
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
家
族
農
業
従
事
者
ほ
地
方
に
よ
り
種
々
異
な
る
で
透
ろ
う
が
、
た
と
へ
ば
一
日
入
時
 
 

間
労
働
と
し
て
年
二
〇
〇
日
以
上
自
家
の
農
業
に
従
事
す
る
も
の
と
裁
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 
 

二
 
現
行
所
得
税
の
申
告
及
び
納
期
は
農
業
経
営
の
実
態
に
即
し
な
い
憾
み
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
八
月
及
び
一
月
の
年
二
期
と
す
る
こ
 
 
 

と
。
但
し
単
作
地
帯
に
お
け
る
特
例
は
現
行
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
。
 
 

〔
注
〕
 
現
行
の
申
告
及
び
期
間
た
る
六
月
十
日
及
び
一
月
の
内
六
日
、
十
日
は
農
繁
期
で
あ
る
。
又
現
在
の
米
麦
等
主
要
作
物
の
供
出
制
度
は
収
入
の
 
（
マ
マ
）
 
 
 
時
期
を
更
に
限
定
す
る
結
果
、
こ
の
査
期
の
収
入
を
極
め
て
少
額
な
ら
し
め
て
ゐ
か
ら
、
右
の
如
く
改
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
但
し
、
現
行
の
 
 

単
作
地
帯
に
対
す
る
特
例
は
右
の
事
情
を
考
慮
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。
 
 

三
 
固
定
資
本
の
減
価
償
却
を
取
得
価
格
主
義
か
ら
時
価
主
義
に
改
め
る
こ
と
。
 

〔
注
〕
 
農
具
、
家
畜
、
建
物
等
の
固
定
資
本
は
現
在
そ
の
評
価
方
法
は
、
取
得
価
格
主
義
を
取
っ
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
の
計
算
に
於
い
て
は
、
戦
後
の
 
 

農
器
具
の
品
質
低
下
に
も
拘
ら
ず
戦
前
の
そ
れ
を
採
用
し
て
い
る
の
で
農
家
の
所
得
が
過
大
に
計
算
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
 
 

五
三
一
 
 
 



第6表1948年度農業所得税賦得状況  

謂  世  帯  員  数  

経営形  
扶 養  
控  
除 者  

数   態別  数   

水田単作  27  10．4  2．1  0．3  12．8  7．8  3．0  8．4  3．4  4．4  5．i  65′150  5．090   
二毛作  99  7．1  3．3  0．2  10．6  7．3  3．2  0．6  3．8  3．5  5．2  76，986  7，263   

畑  作  40  3．7  7．9  0．3  11．9  7．5  2．9  0．6  3．5  4．0  5．1  67，543  5，675   

果樹作  20  2．6  2．4  3．4  8、2  5．9  2．6  1．1  3．7  2．2  3．4  102，536  12，504   

養  蚕  6  1こ5  3．5  ′2．6  7．7  6．5  2．8  0．2  3．6  3．5  4．0  65，358  7，600   

更 正 所 得 額  備  考  
更正  

経営形  
些 里 申告準  

（団  態 別         」＿   決定額    ＿＿             所得額  反 当       業所得  ＿型＿   財務局   

水田単作  79，023  6．173  1．20  12，418  0．19  0．16  1，616  0．03  仙  台   

二毛作  87．318  g，186  1．26  17，126  0．25  0．20  16，081  0．21  熊  本   

畑’ 作  102，423  8，607  1．51  15，792  0．23  q．15  7，906  0．21  関東信越   

果樹作  129，105  15，744  I・2白  34，836  0．34  0．27  14，g77  0．15  高  松   

養‘奉  108，236  14，057  i．86  25，815  0．′39  0．24  1，666  0．03  関東信越   

備考 農林省統計調査局「アソケート調査」の席具による。  

五
三
二
 
 
 

四
 
申
告
に
際
し
、
税
務
署
が
反
当
た
り
所
得
標
準
の
み
 
 
 

を
も
っ
て
一
方
的
に
強
制
す
る
こ
と
は
、
民
主
的
な
申
 
 
 

告
納
税
制
度
の
根
本
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 
 

申
告
の
指
導
並
び
に
更
生
決
定
を
な
す
に
当
た
っ
て
は
 
 
 

農
民
団
体
を
参
加
さ
せ
そ
の
適
正
を
計
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
農
業
所
得
の
査
定
に
当
た
り
、
税
務
署
は
反
当
所
得
 
 

標
準
率
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
標
準
率
に
は
次
の
間
 
 

題
が
あ
る
。
 
 

㈹
 
標
準
率
を
濫
用
し
、
農
家
の
申
告
を
標
準
率
に
近
 
 

か
ら
し
め
る
よ
う
内
面
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

民
主
的
申
告
納
税
制
の
主
旨
を
没
却
す
る
傾
向
が
あ
 
 

る
。
 
 

両
 
棲
準
率
作
成
の
基
準
と
す
る
調
査
が
粗
漏
で
、
調
 
 

査
地
点
が
少
な
い
。
大
蔵
省
は
全
国
で
僅
か
ニ
ケ
村
 
 

の
調
査
に
も
と
ず
く
標
準
率
範
例
を
地
方
財
務
局
に
 
 

示
し
、
税
務
署
は
独
自
の
調
査
を
せ
ず
に
し
て
こ
れ
 
 

を
模
倣
す
る
傾
向
が
あ
り
、
地
方
の
実
情
に
通
せ
ぬ
 
 

憾
み
が
あ
る
。
こ
の
事
が
農
家
相
互
間
の
所
得
税
負
 
 

担
の
不
均
衡
の
生
ず
る
一
原
因
を
な
し
て
い
る
。
 
 

特
記
の
普
及
し
て
い
な
い
我
国
農
家
の
実
情
か
 
 

ら
、
申
告
指
導
の
必
要
は
あ
る
が
、
所
得
標
準
率
作
成
 
 
 



は
よ
り
多
く
の
実
例
に
基
づ
き
、
且
つ
農
民
団
体
の
意
見
も
十
分
尊
重
し
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
又
所
得
標
準
率
は
農
家
の
申
告
指
導
に
当
 
 

り
強
制
さ
る
べ
き
で
な
い
。
な
お
、
農
家
の
申
告
所
得
額
を
税
務
署
の
更
正
決
定
額
が
い
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
か
は
第
六
表
〔
別
掲
五
二
≡
 
 

貢
〕
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
 
 

五
 
税
額
決
定
そ
の
他
の
紛
争
に
関
し
て
は
、
税
務
署
の
一
方
的
独
断
を
排
す
る
た
め
、
農
民
団
体
を
加
え
た
民
主
的
な
紛
争
処
理
機
閑
 
 
 

を
設
置
す
る
こ
と
。
 
 

六
 
農
産
物
の
販
売
に
な
る
所
得
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
実
際
に
収
入
の
あ
っ
た
時
期
を
も
っ
て
し
、
保
有
先
に
つ
い
て
は
、
十
月
ま
で
 
 
 

を
前
年
産
米
価
格
に
て
、
十
「
月
以
後
、
ニ
ケ
月
を
当
年
産
米
価
格
に
て
算
定
す
る
と
と
も
に
経
営
内
部
で
自
給
さ
れ
る
中
間
生
産
物
 
 
 

（
嵩
、
桑
等
）
 
は
所
得
よ
り
除
外
す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
農
業
所
得
の
計
算
に
当
り
、
そ
の
経
費
は
当
該
所
得
年
度
の
年
間
の
費
用
を
見
積
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
収
入
の
計
算
に
お
い
て
は
次
期
の
 
 

所
得
年
度
に
繰
越
さ
る
べ
き
農
家
の
販
売
米
及
び
保
有
米
を
収
穫
時
の
所
得
年
度
の
収
入
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
イ
ン
フ
レ
の
も
 
 

と
で
は
所
得
の
著
し
い
過
大
計
算
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
一
年
の
生
産
期
間
を
要
す
る
農
業
、
此
の
中
で
も
特
に
米
作
は
他
の
営
業
に
比
し
過
大
計
 
 

算
が
な
さ
れ
る
。
更
に
中
間
生
産
物
は
評
価
価
格
で
収
入
と
支
出
が
計
上
さ
れ
る
が
、
r
収
入
の
評
価
は
収
穫
時
の
価
格
に
よ
り
、
支
出
の
評
価
は
前
 
 

期
の
収
穫
時
の
価
格
に
よ
る
た
め
、
こ
の
間
に
架
空
の
所
得
が
見
着
も
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。
 
 

七
 
早
期
供
出
奨
励
金
、
超
過
供
出
金
に
対
し
て
は
課
税
し
な
い
こ
と
。
 
 
 

2
 
地
方
税
 
 
 

一
国
税
事
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
国
庫
に
よ
る
そ
の
金
額
負
担
の
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
地
方
財
政
の
現
状
は
そ
の
経
費
の
面
に
於
て
極
め
て
多
額
の
国
政
事
務
費
を
負
担
し
、
地
方
経
営
総
額
に
対
す
る
国
政
事
務
費
の
割
合
は
道
府
 
 

県
八
〇
％
、
市
町
村
七
〇
％
と
い
う
高
率
を
占
め
て
い
る
（
一
例
と
し
て
第
七
表
〔
別
掲
五
三
四
頁
〕
参
照
）
。
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国
費
・
地
方
費
の
負
担
区
分
を
明
確
適
正
に
し
、
国
政
事
務
費
の
地
方
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
こ
と
は
地
方
財
政
の
窮
状
と
健
全
な
る
地
方
自
 
 
 

治
の
立
場
か
ら
み
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
る
。
 
 

∽
 
地
方
財
政
法
第
九
条
第
二
項
第
五
号
（
自
治
体
警
察
費
）
、
第
八
号
（
土
木
事
業
費
）
お
よ
び
第
一
〇
号
（
保
健
衛
生
費
）
は
、
多
 
 
 

分
に
国
政
事
務
費
的
性
格
を
も
ち
、
単
に
地
方
公
共
団
体
の
み
に
よ
る
負
担
は
妥
当
で
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
を
第
十
条
第
二
項
に
移
 
 
 

項
し
、
国
庫
の
経
費
分
担
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
第
十
条
の
国
庫
負
担
割
合
は
最
低
百
分
の
五
〇
を
下
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
 
 
 

と
。
 
 
 

義
務
教
育
延
長
に
伴
う
施
設
費
の
国
庫
負
担
の
期
限
を
延
長
し
、
そ
の
負
担
割
合
は
実
際
経
費
の
少
な
く
と
も
百
分
の
五
〇
以
上
 
 
 

と
す
る
こ
と
。
 
 

〔
注
〕
 
自
治
体
警
察
費
が
多
分
に
国
政
事
務
費
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
勿
論
、
土
木
事
務
費
に
於
い
て
は
産
業
経
済
の
振
興
等
と
い
う
国
家
的
見
地
 
 
 

が
重
視
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
占
領
政
策
の
完
遂
の
為
の
緊
急
の
土
木
経
費
の
如
き
は
当
然
国
家
の
負
担
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
保
健
 
 
 

衛
生
に
関
し
て
地
方
の
財
政
力
に
よ
っ
て
施
設
に
優
劣
を
き
た
す
こ
と
は
厳
に
戎
む
べ
き
で
あ
り
、
一
定
の
国
庫
負
担
は
当
然
の
措
置
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
義
務
教
育
延
長
に
伴
う
施
設
費
に
対
す
る
国
庫
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
極
め
て
数
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
今
年
度
は
中
止
さ
れ
て
い
 
 
 

る
が
、
之
は
六
三
制
の
実
質
的
完
成
ま
で
当
然
継
続
す
べ
き
は
勿
論
、
国
庫
の
実
際
負
担
額
が
法
定
負
担
割
合
に
達
す
る
や
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

現
在
か
か
る
措
置
が
十
分
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
か
か
る
国
庫
負
担
に
帰
す
べ
き
も
の
の
一
部
が
農
家
に
対
す
る
半
強
制
的
寄
附
の
形
 
 
 

に
か
わ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
（
第
入
〔
別
表
五
三
六
貢
〕
・
九
衰
〔
別
表
五
三
七
貢
〕
参
照
）
。
 
 

畑
 
地
方
財
政
法
第
一
〇
条
第
二
項
第
一
号
（
義
務
教
育
に
従
事
す
る
職
員
に
要
す
か
経
費
）
、
第
十
一
号
（
労
働
観
合
の
育
成
お
よ
び
 
 
 

労
働
関
係
の
調
整
に
要
す
る
経
費
）
、
第
一
一
書
（
児
童
福
祉
に
関
す
る
経
費
）
、
第
三
一
号
（
職
業
補
導
施
設
の
設
置
、
維
持
及
び
 
 
 

管
理
に
要
す
る
経
費
）
お
よ
び
第
一
四
号
（
生
活
保
護
に
要
す
る
経
費
の
各
号
を
第
十
一
条
第
一
東
に
移
項
し
て
全
額
国
庫
負
担
と
 
 
 

す
る
こ
と
。
 
 

五
三
五
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第9表  

区  分   一戸当負担   
租税総額に対する比率  

（百分比）   

円   ％  
警  察  寄  宿  舎  41   0．3   

小学校・新制中学校寄付金   1，066   5．9   

衛  生  鼠  合  費   42   0．3   

備考1．農林省統計調査居、昭和22年「農業経済調査」による。  
2．調査農家、243戸、総所得99，088、租税総額18，024円。  

第10表  

租税総額に対する比率  
（百分比）   

区        分  一戸当負担     PTA寄付及び学校後援会  円  ％   155  0．9  民生後援会、．厚生会  8、3  0．5   
備考 第9衰に同じ。  

第11表 入場税、遊興飲食税の地方税収中に占める割合  

入 場 税伍）  遊興飲食税㈲  地方税総額（q  甘  甘   

円   円   円   
農村  14，000   5，500   0．06  

千円   千円   千円  
東京都         16．7   

備考1．農村は、埼玉県北葛飾郡松伏宿村の実態調査、農村の入場税、遊興飲食税は附加税のみ。  
2．東京都は、都庁主税課における調査。  

3．地方税総額ほ、配付税を除く普通税。   



五
三
人
 
 
 

〔
注
〕
 
第
一
号
は
も
と
よ
り
第
一
一
号
、
第
一
二
号
、
第
一
三
号
、
第
一
四
号
の
如
き
経
費
は
そ
の
性
質
よ
り
し
て
地
方
的
差
異
の
あ
る
べ
き
も
の
で
は
 
 

な
く
、
国
家
の
統
一
的
施
策
を
必
要
と
す
る
む
の
で
あ
る
か
ら
、
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
。
国
庫
負
担
の
少
な
い
こ
と
は
こ
こ
 
 

に
も
半
強
制
的
寄
附
を
余
儀
な
く
せ
し
め
て
い
る
（
第
一
〇
表
〔
別
掲
五
三
七
真
〕
参
照
）
。
 
 
 

㈱
 
第
〓
条
第
二
項
第
5
号
（
食
糧
、
薪
炭
、
そ
の
他
生
活
必
需
品
の
供
出
に
要
す
る
経
費
）
、
第
六
号
（
農
地
関
係
の
調
整
に
要
す
 
 
 

る
経
費
）
等
の
経
費
の
一
部
が
法
律
に
反
し
て
実
際
に
は
地
方
公
共
団
体
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
は
か
、
第
t
二
条
（
地
方
公
共
団
体
 
 
 

が
処
理
す
る
権
限
を
有
し
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）
、
第
一
三
条
（
あ
ら
た
な
事
務
に
伴
う
財
政
措
置
）
、
第
一
八
条
（
国
の
支
出
 
 
 

金
の
算
定
の
基
礎
）
、
第
一
九
条
（
国
の
支
出
金
の
支
出
時
期
）
等
は
規
定
通
り
実
施
さ
れ
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
不
当
に
圧
 
 
 

迫
し
て
い
る
実
情
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
が
全
額
国
庫
負
担
を
厳
正
に
実
施
す
る
こ
と
。
 
 

二
 
配
付
税
に
つ
い
て
は
下
記
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
吾
国
の
都
市
と
農
村
に
お
け
る
経
済
発
達
の
政
行
性
は
必
然
的
に
地
方
に
よ
る
税
源
の
偏
在
と
い
う
現
象
を
惹
起
し
、
し
か
も
国
家
行
政
事
務
 
 

の
増
加
と
両
〓
化
と
は
税
源
の
偏
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
体
に
一
定
の
経
費
を
必
要
な
ら
し
め
る
。
こ
れ
が
た
め
に
税
負
担
の
均
衡
の
 
 

破
れ
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
か
ら
、
現
段
階
に
お
け
る
配
付
税
制
度
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
更
に
こ
れ
も
一
層
拡
充
す
る
必
要
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

凹
 
地
方
独
立
税
の
う
ち
、
入
場
税
、
遊
興
飲
食
税
を
国
税
と
し
、
そ
の
全
額
を
地
方
配
付
税
の
財
源
と
す
る
と
と
も
に
、
配
付
税
財
 
 
 

源
の
強
化
の
た
め
酒
税
、
煙
草
専
売
益
金
の
一
定
率
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
。
な
お
、
所
得
税
、
法
人
税
か
ら
の
配
付
税
へ
の
繰
り
入
 
 
 

れ
率
の
変
更
ほ
、
地
方
自
治
委
員
会
の
決
議
を
経
る
の
で
な
け
れ
ば
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
入
場
税
、
遊
興
飲
食
税
は
現
在
府
県
税
独
立
税
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
財
源
が
都
市
に
遍
在
し
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で
あ
る
か
 
 

ら
、
地
方
独
立
税
と
し
て
お
い
て
は
都
市
と
農
村
と
の
税
収
上
の
不
均
衡
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
全
額
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
地
方
課
税
 
 

力
の
不
足
に
応
じ
て
配
付
さ
れ
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
 
（
第
t
一
蓑
〔
別
掲
五
享
七
頁
〕
参
照
）
。
な
お
、
配
付
税
の
確
保
ほ
絶
対
的
に
必
要
で
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五
四
〇
 
 

あ
り
、
国
家
財
政
の
都
合
に
よ
り
一
方
的
に
減
額
す
る
こ
と
ほ
、
地
方
自
治
の
障
害
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
配
付
税
課
入
率
の
変
更
は
地
方
 
 

自
治
委
員
会
の
採
決
を
ま
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

∽
 
配
付
税
の
配
付
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
課
税
力
不
足
額
（
現
行
第
t
種
、
第
二
種
）
お
よ
び
特
殊
の
財
源
窮
乏
事
情
（
現
行
 
 
 

の
第
二
種
及
特
別
配
付
税
）
 
に
重
点
を
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 

〔
注
〕
 
現
行
の
財
政
需
要
を
重
視
し
た
配
付
方
法
で
は
、
真
に
配
付
を
必
要
と
す
る
農
村
へ
の
配
付
額
は
過
少
と
な
る
。
従
っ
て
、
課
税
力
不
足
額
及
特
 
 

殊
の
財
源
窮
乏
事
情
に
重
点
を
置
く
や
う
に
改
め
る
こ
と
（
第
一
二
衰
〔
別
掲
五
三
九
頁
〕
参
照
）
。
 
 

三
 
法
定
独
立
磯
に
つ
い
て
は
左
の
措
置
を
詰
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 

∽
 
住
民
税
を
所
得
税
的
に
政
敵
し
て
、
所
得
階
級
に
よ
る
累
進
性
を
強
く
加
味
し
、
税
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
均
等
制
を
廃
止
し
 
 
 

所
得
を
特
に
重
視
す
る
こ
と
。
な
お
、
標
準
賦
課
額
に
つ
い
て
ほ
都
市
と
農
村
を
区
別
し
、
農
村
住
民
の
担
税
力
に
応
じ
た
も
の
と
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
注
〕
 
現
行
住
民
税
に
於
て
は
均
等
割
は
五
分
の
一
以
内
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
均
等
割
の
部
分
が
存
す
る
こ
と
は
零
細
農
家
の
負
担
を
過
重
な
ら
し
 
 

め
、
農
村
内
の
不
均
衡
を
形
成
す
る
一
因
を
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
所
得
額
、
資
産
を
重
視
し
て
不
均
衡
を
除
去
す
る
と
共
に
、
地
方
自
治
の
財
政
 
 

的
基
礎
を
樹
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
標
準
賦
課
額
は
画
一
的
に
道
府
県
七
〇
〇
円
、
市
町
村
七
五
〇
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
 
 

農
村
住
民
の
担
税
力
は
相
対
的
に
貧
弱
で
あ
る
か
ら
、
標
準
賦
課
額
は
都
市
に
お
け
る
よ
り
も
低
く
定
め
ら
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
 
 
 

似
 
現
行
の
事
業
税
中
、
第
二
種
事
業
税
は
こ
れ
を
廃
止
し
、
第
一
種
事
業
税
は
営
業
税
に
改
編
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
地
租
及
び
家
屋
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
賃
貸
価
格
を
可
及
的
速
や
か
に
合
理
的
に
改
訂
す
る
こ
と
と
し
、
新
賃
貸
価
格
の
決
定
ま
 
 

で
は
暫
定
措
置
と
し
て
現
行
税
率
を
据
え
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 

な
お
、
新
賃
貸
価
格
決
定
後
は
、
税
率
を
加
減
し
、
と
く
に
農
地
の
地
租
負
担
を
過
重
し
な
い
こ
と
。
 
 
 



〔
注
〕
 
新
賃
貸
価
格
の
決
定
に
伴
っ
て
農
地
の
地
租
負
担
が
現
在
以
上
に
著
し
く
過
重
さ
れ
る
と
き
は
小
作
料
の
引
上
げ
も
伴
い
農
地
改
革
の
成
果
 
 

を
減
殺
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
地
租
負
担
が
現
在
以
上
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
零
細
自
作
農
の
地
租
減
免
に
つ
い
て
は
 
 

以
前
実
施
さ
れ
て
い
た
事
情
を
考
え
、
再
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
地
方
法
定
独
立
税
中
、
酒
消
費
税
、
軌
道
税
、
自
転
車
税
、
荷
車
税
、
屠
畜
税
、
舟
税
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
法
定
独
立
税
も
 
 
 

賦
課
す
る
と
否
と
ほ
地
方
公
共
団
体
の
自
由
に
委
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
地
方
税
法
第
一
t
≡
条
の
制
限
外
課
税
規
定
を
改
正
し
て
、
こ
れ
を
す
べ
て
許
可
制
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
一
般
に
こ
れ
を
大
巾
に
軽
減
す
る
も
の
と
し
、
特
殊
の
場
合
、
例
え
ば
開
拓
地
に
お
け
る
不
動
産
の
 
 
 

取
得
に
つ
い
て
ほ
こ
れ
を
免
税
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

S
 
財
産
税
、
土
地
使
用
税
、
家
屋
使
用
税
等
は
わ
が
国
の
実
情
に
そ
わ
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
新
税
の
創
設
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す
 
 

る
こ
と
。
 
 

四
 
法
定
外
独
立
税
中
、
牛
馬
そ
の
他
の
家
畜
、
お
よ
び
零
細
な
る
生
産
手
段
（
水
車
、
石
油
発
動
機
等
）
な
ら
び
に
家
事
用
品
（
ミ
シ
 
 
 

ン
、
ラ
ジ
オ
等
）
を
課
税
よ
り
除
外
す
る
と
と
も
に
、
前
項
囲
所
掲
の
各
税
は
法
定
外
独
立
税
と
し
て
も
課
税
し
え
な
い
も
の
と
す
る
 
 
 

こ
と
。
 
 
 

な
お
、
法
定
外
独
立
税
の
新
設
に
つ
い
て
は
極
力
こ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
と
し
、
新
設
に
際
し
て
は
許
可
制
と
す
る
こ
と
。
 
 

五
 
地
方
自
治
委
員
会
の
委
員
に
農
民
団
体
よ
り
参
加
さ
せ
る
こ
と
。
 
 
 

3
 
間
接
税
 
 
 

一
間
按
税
は
そ
の
本
質
上
大
衆
課
税
で
あ
る
が
、
特
に
現
在
の
供
出
制
度
の
下
に
お
い
て
、
シ
ェ
ー
レ
を
拡
大
し
、
農
民
経
済
を
圧
迫
 
 

五
四
一
 
 
 



第
八
 
農
業
所
得
税
の
査
定
及
び
徴
税
（
特
に
源
泉
徴
収
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
計
画
 
 

案
に
対
す
る
意
見
案
 
 
 

先
の
第
五
内
示
案
に
対
す
る
農
林
省
側
の
提
案
（
昭
和
二
四
・
七
二
八
）
に
対
し
、
農
業
復
興
会
議
を
中
心
に
農
業
調
整
委
貞
会
全
 
 

国
協
議
会
を
は
じ
め
、
中
央
農
業
諸
団
体
で
は
、
大
体
次
の
よ
う
な
意
見
案
を
取
纏
中
で
あ
る
。
 
 

中
 
央
 
農
 
業
 
団
 
体
 
 

五
四
二
 
 

す
る
。
よ
っ
て
可
及
的
に
こ
れ
が
軽
減
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
特
に
煙
草
専
売
価
格
及
び
酒
税
を
現
行
以
上
に
引
き
上
げ
な
い
こ
と
。
 
 

t
一
綿
織
物
の
消
費
税
及
び
肥
料
、
農
機
具
等
の
生
産
資
材
に
対
す
る
物
品
税
を
引
下
げ
、
取
引
高
税
を
廃
止
す
る
こ
と
。
 
 

三
 
報
奨
用
酒
、
煙
草
、
衣
料
そ
の
他
は
無
税
と
す
る
こ
と
。
 
 

四
 
地
方
税
と
し
て
の
煙
草
消
費
税
は
新
設
し
な
い
こ
と
。
 
 

以
上
 
 
 

出
典
 
東
京
大
学
法
学
部
近
代
法
制
資
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
所
蔵
 
 

現
行
反
当
標
準
率
の
不
合
理
を
以
て
す
る
農
家
所
得
算
定
の
不
平
等
を
是
正
し
農
家
所
得
税
支
払
を
季
節
的
な
農
業
所
得
形
態
と
調
整
 
 
 



一
、
農
業
調
整
委
貞
会
の
農
家
別
生
産
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
 
 
 

∽
 
主
食
の
生
産
量
は
供
出
割
当
数
量
（
事
前
割
当
数
量
及
び
補
正
数
量
別
）
と
自
家
保
有
数
量
に
よ
っ
て
計
算
し
特
に
麦
に
つ
い
て
 
 

は
飼
料
を
除
外
し
て
作
成
す
る
こ
と
。
 
 
 

∽
 
主
食
以
外
の
生
産
物
の
数
量
に
つ
い
て
ほ
可
及
的
に
実
際
の
資
料
に
基
い
て
算
出
し
た
数
量
を
以
て
し
税
務
署
は
こ
れ
に
変
更
を
 
 

加
え
得
な
い
こ
と
。
 
 

二
、
予
定
申
告
の
際
の
経
費
は
、
農
業
調
整
委
貞
会
、
税
務
署
、
農
業
協
同
取
合
等
の
協
議
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
標
準
経
費
率
に
よ
る
 
 
 

こ
と
を
法
文
化
す
ケ
」
と
。
 
 

三
、
主
要
食
程
並
に
主
食
以
外
の
生
産
物
の
所
得
査
定
に
つ
い
て
は
t
及
び
二
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
必
ず
法
律
に
規
定
す
る
 
 
 

こ
と
。
 
 

四
、
自
家
用
主
要
食
糧
に
つ
い
て
は
消
費
時
に
お
け
る
生
産
者
価
格
を
以
て
所
得
計
算
を
行
う
こ
と
。
 
 

五
、
納
期
は
第
一
実
の
通
り
と
す
る
も
二
毛
作
地
帯
に
お
け
る
八
月
の
納
税
額
は
営
農
資
金
充
足
の
た
め
予
定
納
税
額
の
三
分
の
一
以
下
 
 

五
四
三
 
 
 

す
る
こ
と
ほ
従
来
よ
り
農
業
団
体
の
主
張
し
て
き
た
処
で
あ
る
。
 
 
 

七
月
十
八
日
を
以
て
発
表
さ
れ
た
農
林
省
の
意
見
を
検
討
し
た
結
果
、
左
記
事
項
が
正
確
に
実
施
さ
れ
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
そ
の
 
 

第
一
案
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 



第
九
 

全
国
農
業
協
同
組
合
 
 

代
表
者
会
議
実
行
委
員
会
 
 

一
 
は
し
が
き
 
 
 

昭
和
二
十
年
十
二
月
九
日
に
連
合
軍
総
司
令
部
よ
り
農
民
解
放
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
収
穫
の
過
半
を
小
作
料
と
し
て
収
奪
さ
れ
て
釆
 
 

た
封
建
的
な
地
主
制
度
の
解
体
が
な
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
農
地
改
革
に
よ
っ
て
日
本
の
農
民
は
地
主
よ
り
の
束
縛
よ
り
解
放
さ
れ
、
自
ら
経
済
を
営
む
独
立
自
営
農
へ
の
途
が
開
か
れ
た
 
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
不
当
に
安
い
農
産
物
価
格
と
税
務
署
よ
り
押
し
っ
け
ら
れ
る
高
い
税
金
の
た
め
に
、
独
立
自
営
の
途
は
苦
難
に
み
ち
て
い
 
 
 

る
状
態
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
も
国
家
や
地
方
庁
の
名
に
お
い
で
徴
収
ぎ
れ
る
税
金
は
産
業
再
建
の
た
め
に
使
わ
れ
農
業
生
産
力
拡
充
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
 
 
 

と
す
る
こ
と
。
 
 

出
典
㌧
前
掲
 



こ
と
が
、
少
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
 
 
 

こ
の
様
な
状
態
が
続
け
ば
農
民
の
土
地
放
棄
が
盛
ん
と
な
り
、
従
っ
て
農
業
生
産
は
減
少
し
結
局
日
本
経
済
再
建
に
大
き
な
障
害
と
 
 
 

な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

〔
マ
マ
〕
 
 
 

か
く
の
如
く
途
が
已
本
の
不
幸
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
考
え
る
。
 
 

二
一
の
事
例
 
 
 

東
京
都
北
多
摩
郡
砂
川
村
に
・
つ
い
て
日
本
の
農
民
課
税
の
実
例
を
以
下
範
介
す
る
。
 
 
 

こ
の
村
ほ
東
京
都
立
川
市
の
近
く
に
あ
る
一
、
一
六
七
町
の
耕
地
が
あ
り
九
割
九
分
ま
で
隠
で
、
主
食
、
野
菜
、
養
蚕
を
作
っ
て
い
 
 

る
。
農
家
（
三
反
歩
以
上
）
は
六
四
〇
戸
で
あ
る
。
村
の
総
世
帯
二
、
二
〇
〇
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
村
は
昭
和
二
十
三
年
の
所
得
税
を
九
〇
〇
万
円
、
都
税
と
し
て
三
六
〇
万
円
計
一
、
二
六
〇
万
円
納
税
し
た
が
、
国
及
び
都
よ
 
 

り
禰
助
、
配
分
さ
れ
た
る
も
の
は
僅
か
に
一
八
〇
万
円
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
比
率
は
実
に
一
割
四
分
に
し
か
当
た
ら
な
い
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
国
家
予
算
に
お
い
て
ほ
価
格
補
給
金
な
ど
が
、
圧
倒
的
に
多
い
現
在
、
こ
の
比
率
は
色
々
と
検
討
を
要
す
る
わ
け
で
あ
る
 
 

が
、
し
か
し
こ
の
比
率
が
、
農
村
を
苦
難
に
お
と
し
入
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
六
二
二
制
の
教
育
費
の
た
め
に
 
 

約
八
〇
万
円
と
い
う
額
を
寄
附
金
と
称
し
て
徴
収
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
度
の
国
家
財
政
は
確
か
に
均
衡
予
算
で
あ
る
が
、
こ
の
 
 

た
め
に
地
方
財
政
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
日
本
の
財
政
は
極
め
て
複
雑
で
、
そ
の
種
目
は
非
常
に
多
数
で
あ
る
。
農
家
は
農
業
所
得
に
つ
い
て
所
得
税
を
と
ら
れ
な
が
ら
 
 

地
方
税
で
都
民
税
、
事
業
税
、
地
租
、
家
屋
税
、
原
動
隊
税
等
と
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
農
業
所
得
に
つ
い
て
取
得
税
を
と
っ
 
 

て
、
そ
の
所
得
の
源
泉
に
つ
い
て
も
課
税
す
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
、
村
の
財
政
は
賄
え
な
い
か
ら
寄
附
等
を
と
る
と
い
う
の
で
 
 

五
四
五
 
 
 



五
四
六
 
 

ほ
、
農
家
は
苦
し
い
の
が
当
然
で
あ
る
。
 
 
 

参
考
に
〔
昭
和
二
十
三
年
度
の
〕
砂
川
村
の
納
税
状
態
を
掲
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 

国
税
（
所
得
税
）
 
 
九
〇
〇
方
円
 
 
 

三
六
〇
万
円
 
 
 

都
税
 
 

五
三
六
万
円
 
 

村
税
 
 

二
 
七
九
六
万
円
 
 

計
 
 

な
お
、
都
税
、
村
税
の
内
訳
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
（
別
掲
五
四
七
頁
参
喝
）
で
あ
る
。
 
 

三
 
徴
収
の
実
際
に
つ
い
て
 
 
 

国
税
は
、
税
務
署
に
お
い
て
、
地
方
税
は
、
都
道
府
県
－
地
方
事
務
所
－
町
村
役
象
に
お
い
て
徴
税
し
て
い
る
。
問
題
は
と
く
に
税
 
 

務
署
の
徴
税
方
法
に
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
そ
の
象
際
を
述
べ
右
。
 
 
 

日
本
の
新
聞
を
見
る
と
徴
税
時
期
に
は
必
ず
税
務
署
の
役
人
が
り
木
ロ
を
貰
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
裁
判
沙
汰
と
な
り
、
料
理
見
で
 
 
 

飲
ん
だ
り
、
く
っ
た
り
し
て
な
ぢ
み
芸
者
ま
で
作
っ
た
な
ど
の
記
事
が
出
て
い
る
。
そ
れ
程
日
本
の
役
人
は
現
物
や
現
金
を
扱
っ
た
り
 
 
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
腐
敗
し
て
い
る
し
、
又
こ
れ
を
日
本
の
人
民
の
た
め
に
暴
露
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
は
民
主
化
さ
 
 
 

れ
つ
つ
は
あ
る
が
、
′
事
大
思
想
が
強
く
、
役
人
は
そ
れ
を
い
1
こ
と
に
し
て
わ
る
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
税
務
署
の
役
人
は
 
 
 

経
験
が
つ
め
ば
会
社
や
工
場
に
備
わ
れ
税
金
対
策
笹
高
給
を
以
て
む
か
え
ら
れ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
税
務
署
員
の
平
均
 
 
 

年
齢
は
二
三
歳
、
】
経
験
年
数
二
－
三
年
と
い
う
未
熟
の
状
態
と
の
事
で
あ
る
。
 

し
か
る
に
申
告
納
税
者
の
員
数
は
六
四
八
万
七
千
人
が
あ
り
、
農
業
ほ
そ
の
五
割
四
分
の
三
五
四
万
人
と
い
う
多
き
に
上
が
る
の
で
 
 
 



都税・村税の内訳  

税  目   都  税   村  税   備  考   

地  租   
円   

211，515．50   
円   

287，614．30   

家  屋 税   982，523．10 1，339，913．40   

都 民  税   ＊村民税  

事業税（・十種）   308，307，00   336，873．60  

事業税（二種）   732，620．00   801，418．00   

自 動 車 税   249；784．00   227，078．00  

特別所得税   7，084．00   7，728．00   

原 動 機 税   8，678′こ00   7，862．00   

電話加入権税   17，655．00   16，050．00   

木材、取引税   2，986．50   2，986．50   

電、柱  税   28，426．00   25，842．00   

不動産取引税   106，137．00  101，074．00   

鉱  区  税   26，000．00   26，000．00   

狩 猟 者 税  7，200．00   

酒．消 費 税  111，777．70   

入  場  税  14，860．00  

電気ガース税  16，831．00   

村 独 立 税  264，570．00   

自 転 車 税  264，570．00   

荷  車  税  195，735．00   

金  庫  税  4，135．60   

犬  税  56，680．00   

広  告  税  3，995．00  



五
四
八
 
 
 

あ
る
か
ら
課
税
方
法
は
極
め
て
不
公
平
で
あ
り
且
つ
天
下
り
的
で
あ
る
。
大
蔵
省
で
は
昭
和
二
十
三
年
分
農
業
所
得
に
対
す
る
課
税
方
 
 

法
を
「
確
定
申
告
の
所
得
計
算
は
収
入
金
額
及
び
必
要
経
費
と
も
農
家
の
正
確
な
記
帳
計
算
に
基
い
た
実
額
に
よ
る
の
が
建
前
で
あ
る
 
 

が
、
農
家
の
収
支
の
記
帳
の
現
状
に
鑑
み
、
本
年
は
、
税
務
署
に
お
い
て
適
正
な
所
得
計
算
の
標
準
を
発
表
し
て
申
告
納
税
の
た
め
一
 
 

応
の
目
安
を
示
す
こ
と
と
す
る
」
 
（
大
蔵
省
主
税
局
発
行
「
農
業
所
得
に
対
す
る
所
得
税
の
実
務
要
領
」
 
に
よ
る
）
と
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
更
生
決
定
の
方
針
は
「
申
告
の
当
、
不
当
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
を
除
く
外
は
、
税
務
署
で
予
め
発
表
し
 

算
の
標
準
を
基
準
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
す
る
」
と
し
て
農
家
が
、
自
ら
簿
記
を
つ
け
て
経
営
計
算
を
し
て
自
主
的
に
申
告
し
て
 
 

も
、
税
務
署
の
標
準
率
と
違
う
場
合
は
天
下
り
的
に
更
生
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
所
得
税
法
の
自
主
的
申
 
 

告
納
税
制
虔
の
破
棄
で
あ
り
、
税
法
の
違
反
を
t
て
い
る
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 

し
か
も
税
務
署
の
所
得
標
準
率
は
中
庸
農
家
の
計
算
例
で
あ
り
、
そ
の
上
に
次
の
事
例
の
よ
う
に
農
民
の
協
同
組
織
た
る
農
業
協
同
 
 

巌
合
側
の
調
査
よ
り
遥
か
に
上
廻
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

第
一
例
 
 
 

神
奈
川
県
中
根
郡
大
根
村
に
お
け
る
中
庸
標
準
農
家
調
査
（
反
当
た
り
 
昭
和
二
三
年
〔
別
掲
五
四
九
貢
参
照
。
〕
）
 
 

第
二
例
 

三
重
県
鈴
鹿
郡
某
村
調
査
（
反
当
た
り
 
昭
和
二
三
年
〔
別
掲
五
四
九
貢
参
照
。
〕
）
 
 
 

農
耕
地
に
は
、
上
田
も
あ
れ
ば
中
田
も
あ
り
、
下
田
も
あ
る
。
日
本
の
農
業
経
営
は
、
極
め
て
小
さ
い
が
、
そ
れ
で
も
二
－
三
町
歩
 
 

も
経
営
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
五
反
百
姓
も
あ
る
。
農
業
経
営
の
中
に
は
、
農
機
具
や
牛
馬
・
採
草
地
を
も
っ
て
い
る
農
家
と
も
っ
 
 

て
い
な
い
農
家
が
あ
る
。
 
 
 



神奈川県中根郡大根村標準農家調（反当り）   

区分  畑 作 標 準 率  

東京財務局 調 査  農協調査   東京財務局 調 査  農協調査   

円  
収 入 金 9，78寧  

（ 
苦主ミ盃芳）  

種 苗 費   
円   

57．85   
再   

57．50   
門   

535．00   
円  

495∴56  

必  
安  傭 人 費   296．40   0．o   152．．00   0．00   

畜 役／費   211．16   433．00   208．ノ00   236．18  
500．62   448．00  1020 67   

公租公、課   

経              農具及償却費    、901．13       費    127．43  319．13  1211．00  280。．00   そ の、他   612．92  649．81  462．do  720．35  ′′′計   ♪3，020．18  、3，732．63  さ∴3，538．r00  L 4，068．90  差 引 所′得   6，767，82  二5，054．69  －10，327．80  ‘－－7，398．70  所 得 標 準率   6，500．00  5，000．00  ：9，200．00  7，400．二00   
三重県鈴鹿郡某村標準農家調（反当り） 

区：分  ±毛作由標準  

税務署発表  三重県教育 連調査  税務署発表  三重県教育 遵調査   

円   円   
8，578   

円   
8，511   

円  
収 入 金 額  11，q46   10，214   

種 苗 こ費   46   73   88   164  
必               肥 料代   745   888   1，25、8   1，156   
要  261   379   380   484  

畜 役 費   356   465   526   581  
準   356   493   521   687   
費  公租傘ノ課   271   352   271   473  

そ の′ 他   730   1，100   988   1，383   

計  2，770   3，750   4，032   4，928   
差 引 所；得  5，808   4，761   7，014   5，286   
所得 5，800   4，800   7，0、00   5，800  



五
五
〇
 
 

こ
う
い
う
複
雑
し
た
経
営
に
対
し
て
、
所
得
標
準
率
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
標
準
率
以
下
の
所
得
 
 
 

し
か
な
い
農
家
は
、
資
本
に
く
い
こ
ん
で
行
く
か
、
、
生
活
を
お
と
す
し
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
わ
る
い
土
地
を
耕
作
し
て
 
 
 

い
る
農
家
は
、
土
地
放
棄
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

農
林
省
は
、
食
糧
増
産
、
農
家
経
営
の
近
代
化
を
叫
び
、
大
蔵
省
は
、
増
産
阻
害
運
動
を
起
こ
し
て
い
る
の
が
、
日
本
の
農
業
政
策
 
 
 

の
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
甚
だ
遺
憾
な
こ
と
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
所
得
税
法
の
指
示
す
る
通
り
に
、
自
主
的
な
申
告
納
税
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
以
上
の
理
由
に
 
 
 

よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

四
、
税
制
改
革
に
関
す
る
意
見
 
 
 

以
下
税
法
の
改
革
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

∽
 
所
得
税
に
つ
い
て
 
 
 

1
 
第
九
条
関
係
（
農
業
所
得
は
事
業
等
所
得
な
り
や
）
 

農
業
所
得
は
所
得
税
法
第
九
条
第
九
号
に
よ
っ
て
事
業
等
所
得
と
し
で
一
括
し
て
い
る
。
農
業
所
得
を
事
業
等
所
得
と
し
て
担
 
 

当
す
る
の
が
正
し
い
か
ど
う
か
検
討
を
要
す
る
。
産
業
生
産
訝
調
査
に
よ
る
と
、
収
支
償
わ
ず
赤
字
が
出
て
い
る
の
に
も
拘
ら
ず
 
 

自
家
労
賃
を
必
要
経
費
か
ら
省
略
し
て
い
る
現
在
で
は
高
額
な
る
所
得
者
と
し
て
儀
定
さ
れ
税
金
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
家
 
 

労
賃
は
決
し
て
た
だ
で
は
な
い
。
し
か
る
に
こ
れ
を
省
略
し
こ
の
労
賃
部
分
（
農
業
は
利
潤
、
地
代
は
お
ろ
か
自
家
労
賃
を
た
た
 
 

き
だ
す
の
が
せ
い
一
杯
で
あ
り
、
し
か
も
低
労
賃
で
あ
ふ
。
六
、
三
〇
〇
円
べ
ー
∨
ス
を
与
え
た
ら
大
変
な
生
産
費
と
な
ろ
う
）
に
 
 

事
業
所
得
税
を
賦
課
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
矛
盾
で
あ
る
。
 
 
 



A
 
経
 
 
営
 
 
 

所
得
 
 
 

雇
入
労
力
賃
 
 
 

差
引
所
得
 
 
 

所
得
税
 
 

差
 
 
引
 
 

即
ち
、
A
の
雇
傭
労
力
を
入
れ
た
経
営
は
B
の
純
家
族
労
作
経
営
に
比
べ
七
、
0
0
0
円
プ
ラ
ス
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
 
 

五
五
一
 
 
 

農
業
経
営
は
小
な
り
と
い
え
ど
も
企
業
家
で
あ
る
と
い
う
理
論
か
ら
仮
に
一
歩
を
ゆ
ず
っ
て
も
事
業
所
得
に
非
ざ
る
中
間
的
な
 
 

も
の
と
規
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
乃
至
は
自
家
労
賃
を
収
入
と
す
る
な
ら
ば
、
自
家
労
賃
を
勤
労
所
得
税
と
す
る
の
が
正
し
 
 

い
と
考
え
る
。
 
 
 

農
業
所
得
を
事
業
所
得
t
本
と
す
る
か
ら
次
の
矛
盾
が
起
る
。
A
の
経
営
と
B
の
経
営
と
あ
る
。
 
 
 

A
は
雇
傭
労
力
二
人
、
自
家
労
力
二
人
、
扶
養
家
族
三
人
に
し
て
、
B
は
勤
労
な
る
家
族
労
力
四
人
と
扶
養
家
族
三
人
と
し
、
 
 

何
れ
も
一
町
五
反
耕
作
し
、
所
得
（
基
礎
控
除
后
）
十
万
円
あ
る
と
仮
定
し
ょ
う
。
 
 

一
〇
〇
、
0
0
0
円
 
 
 

二
〇
、
0
0
〇
 
 
 

八
〇
、
0
0
〇
 
 

一
四
、
三
一
七
 
 

六
五
、
六
八
三
 
 

B
 
経
 
 
営
 
 
 

所
得
 
 

雇
入
労
力
賃
 
 

所
得
税
 
 

家
族
労
力
一
 
 

生
活
着
費
 
 

差
 
′
 
引
 
 

一
〇
〇
、
0
0
0
円
 
 

○
 
 

t
〓
、
三
〇
一
 
 
 

t
一
〇
、
0
0
〇
 
 
 

五
入
、
六
九
九
 
 



∽
 
暦
年
計
算
（
一
」
⊥
二
月
）
方
法
に
よ
る
場
合
 
 
 

m
 
収
穫
年
度
計
算
方
法
に
よ
る
場
合
 
 

五
五
二
 
 
 

て
B
の
生
き
る
道
は
家
族
労
賃
を
二
〇
、
．
〇
〇
〇
円
と
せ
ず
聖
二
、
0
0
0
円
と
低
き
労
賃
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
 
 

超
過
供
出
の
制
度
が
あ
る
。
こ
の
制
度
そ
の
も
の
に
批
判
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
超
過
労
働
は
自
家
労
賃
が
大
半
で
あ
る
か
 
 

ら
、
三
倍
の
価
格
一
桝
一
〇
九
円
貨
っ
て
も
実
際
の
手
取
は
六
人
円
、
六
四
円
と
な
っ
て
し
ま
う
（
一
〇
万
円
所
得
者
が
五
俵
、
十
 
 

俵
超
過
供
出
し
た
場
合
）
超
過
供
出
の
場
合
に
右
の
矛
盾
が
ま
く
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 
 

2
 
第
九
条
関
係
（
期
間
に
つ
い
て
）
 
 
 

第
九
粂
第
九
号
に
そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な
経
費
を
控
除
し
た
金
額
を
所
得
と
し
て
い
る
が
、
第
十
条
第
一
項
に
 
 
 

収
入
す
べ
き
金
額
と
し
て
前
条
の
期
間
計
算
（
t
－
十
二
月
）
を
訂
正
し
て
い
る
解
釈
を
大
蔵
省
で
と
り
、
所
謂
収
穫
年
度
計
算
 
 
 

方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
が
法
律
的
に
い
っ
て
正
当
な
る
も
の
か
ど
う
か
大
い
に
疑
問
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
 
 
 

そ
の
年
中
に
収
入
し
経
費
を
か
け
た
も
の
を
差
引
い
た
も
の
を
所
得
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
 
 
 

香
川
県
生
産
農
協
連
の
実
際
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
次
の
如
き
差
が
生
じ
て
い
る
か
ら
、
大
問
題
で
あ
る
。
 
 

水
田
六
反
歩
耕
作
農
家
調
査
 
 

二
三
年
産
米
 
 
三
五
俵
 
 
五
一
、
六
t
一
五
円
 
 



ハ イ
、
二
二
年
産
米
早
期
供
出
 
 

ロ
、
二
三
年
 
〃
 
 
〝
 
 

、
 
 

〝
 
供
出
な
し
 
 

ニ
、
自
家
消
費
分
 
二
t
t
年
産
米
 
 

二
三
 
 

3
 
第
十
二
条
（
基
礎
控
除
）
 
 
 

第
十
三
条
（
税
率
）
 
 
 

第
十
四
条
（
扶
養
控
除
）
 
 
 

基
礎
控
除
額
は
現
行
規
定
が
何
れ
も
三
、
七
〇
〇
円
ベ
ー
ス
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。
六
、
三
〇
〇
円
ベ
ー
ス
と
し
て
改
訂
 
 
 

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
お
く
と
す
れ
ば
実
質
的
に
給
与
減
と
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
約
倍
額
の
控
除
を
行
う
べ
き
で
 
 
 

あ
る
。
 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
農
業
従
事
者
毎
に
基
礎
控
除
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
の
農
業
セ
ン
サ
ス
 
 

五
五
三
 
 
 

九
、
九
三
八
円
九
六
銭
 
 
 

一
四
俵
二
斗
五
升
 
 

二
俵
三
斗
二
升
五
合
 
四
、
一
六
入
門
五
入
銭
 
 

〓
俵
 
七
、
七
二
六
円
四
〇
銭
 
 

三
俵
 
五
、
三
七
九
円
 
 

二
七
、
二
一
二
門
九
四
銭
 
 

二
四
、
四
一
二
門
〇
六
銭
 
 

（
反
当
四
、
〇
七
〇
円
の
過
大
所
得
計
算
）
 
 



三
反
 
 

三
－
五
反
 
 

五
－
一
町
 
 

一
－
一
・
五
 
 

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
農
業
専
従
者
毎
に
基
礎
控
除
を
行
え
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
み
と
め
 
 
 

ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
の
で
農
業
の
場
合
に
も
当
然
み
と
め
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
大
蔵
省
は
わ
れ
わ
れ
に
考
慮
を
給
し
た
 
 

〔
マ
マ
〕
 
 
 

が
、
そ
の
税
額
一
〇
〇
億
万
円
と
い
う
の
で
便
宜
的
に
考
え
て
あ
く
ま
で
実
行
す
る
意
図
あ
り
や
否
や
疑
問
で
あ
る
。
 
 

4
 
第
四
九
条
関
係
（
審
査
請
求
の
権
利
は
あ
る
が
、
税
金
は
納
め
ろ
、
罰
金
は
と
る
と
い
う
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
）
 
 
 

一
・
五
1
二
・
〇
 
 
〝
 
 

二
・
〇
－
三
・
〇
 
 
〃
 
 

三
・
〇
－
t
〇
・
〇
 
〝
 
 

一
〇
・
〇
－
二
〇
・
〇
〃
 
 

二
〇
・
〇
〇
－
以
上
 
 

計
 
 

に
よ
る
と
家
庭
の
農
業
従
事
者
は
 
（
経
営
者
を
除
く
。
）
平
均
一
、
・
七
四
人
で
あ
る
。
 
 

〇
・
四
五
人
 
 

一
二
一
七
 
 

一
・
九
五
 
 

二
・
五
九
 
 

二
・
九
三
 
 

三
・
一
四
 
 

：
T
〇
二
 
 

三
・
六
一
 
 

四
・
四
一
 
 

一
・
七
四
 
 



更
正
決
定
が
釆
た
。
こ
れ
ほ
ど
う
も
お
か
し
い
と
云
っ
て
審
査
請
求
を
す
る
。
し
か
も
税
金
は
納
め
な
け
れ
ば
加
算
税
、
追
徴
 
 

税
と
い
っ
て
税
務
署
は
伝
家
の
宝
刀
を
抜
く
。
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
税
務
署
は
未
熟
だ
か
ら
間
違
い
を
沢
山
や
る
。
こ
れ
は
税
 
 

法
上
の
権
利
を
他
方
で
こ
わ
し
て
い
る
と
云
っ
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
 
 
 

第
五
五
条
関
係
（
加
算
税
）
 
 

一
月
未
確
定
申
告
を
や
る
。
二
月
二
十
五
日
の
更
正
決
定
を
三
月
四
日
に
受
け
取
っ
た
。
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
納
入
し
ろ
と
 
 

い
っ
て
来
た
。
 
 
 

自
主
申
告
を
し
て
限
界
耕
作
地
の
経
営
者
が
、
税
務
署
の
所
得
標
準
率
を
違
う
も
の
を
出
し
た
。
税
務
署
は
し
ら
べ
も
せ
ず
に
 
 

頭
か
ら
更
正
決
定
を
し
て
釆
た
。
と
こ
ろ
が
一
月
に
お
さ
め
た
も
の
と
の
つ
り
合
い
上
t
一
月
t
日
か
ら
加
算
税
日
歩
十
銭
を
お
さ
 
 

め
ろ
と
云
う
の
だ
か
ら
余
り
に
も
し
ゃ
く
し
定
規
で
あ
る
。
 

す
る
。
こ
れ
で
果
た
し
て
よ
い
か
。
 
 
 

納
 
期
 
 
 

納
期
は
第
五
国
会
に
六
月
、
h
十
月
に
予
定
申
告
、
t
月
に
確
定
申
告
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 

日
本
の
農
家
の
場
合
は
、
収
入
の
時
期
、
農
業
労
働
の
時
期
を
考
え
て
八
月
に
予
定
申
告
、
一
月
に
確
定
申
告
を
し
た
方
が
有
利
 
 

で
あ
り
、
徴
税
上
も
楽
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
 
 
 

農
業
生
産
手
段
の
必
要
隆
替
計
算
に
つ
い
で
 
 
 

固
定
資
本
（
農
具
、
家
畜
、
建
物
等
）
に
つ
い
て
は
減
価
償
卦
を
し
∧
で
そ
の
年
の
必
要
経
費
を
決
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
 
 

の
減
価
方
琴
そ
の
耐
用
年
数
（
と
く
に
敗
戦
後
の
農
枚
具
の
質
の
劣
悪
は
ひ
ど
い
の
に
戦
前
の
そ
れ
を
と
っ
て
い
る
）
に
つ
い
 
 

五
五
五
 
 
 



＿ ＿  
昭 大  
区    和 正  

年 季   
分  

八 八 九 五  療  
五 九 ○ 六  

一 セ セ セ  比  

四  構  
四 －九 三  

九 ○ 三 三  比  

0 0 0 0   
戸  計       0 0 0 0   

％  

五
五
六
 
 

て
は
検
討
を
要
す
る
。
 
 

尚
最
后
に
日
本
に
お
い
て
は
、
イ
ジ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
経
済
機
構
が
乱
れ
て
い
る
等
の
た
め
ヤ
㌣
、
と
脱
税
が
多
く
行
わ
れ
 
 

て
い
る
か
ら
こ
れ
が
徹
底
的
に
徴
税
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
 

m
 
法
人
税
 

農
業
協
同
嵐
合
は
農
地
改
革
後
の
自
作
農
の
て
ん
ら
く
を
防
止
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
が
、
農
業
協
同
範
合
に
対
し
て
は
一
般
 
 
 

法
人
と
同
様
に
法
人
税
（
但
し
税
率
は
少
し
低
い
）
を
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
農
業
協
同
組
合
の
健
全
な
る
育
成
の
た
め
 
 
 

に
法
人
税
鼠
課
を
廃
止
す
る
れ
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。
 
 

∽
 
地
方
税
 
 
 

か
つ
て
地
方
税
が
、
農
村
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
は
激
減
し
た
。
し
か
し
最
近
、
漸
く
地
方
税
が
増
加
し
て
 
 
 

来
て
い
る
。
即
ち
次
の
如
し
。
 
 



（
五
、
一
四
六
億
）
（
二
、
〇
五
〇
億
）
 
 
 

最
初
に
述
べ
た
様
に
国
家
財
政
は
均
衡
が
と
れ
、
健
全
財
政
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
地
方
財
政
は
苦
難
の
途
を
歩
み
つ
つ
あ
る
。
 
 

わ
れ
わ
れ
は
抜
本
的
に
国
家
並
び
に
地
方
行
政
機
構
を
改
革
し
、
安
い
政
府
の
樹
立
に
努
力
し
て
い
る
が
、
根
本
ほ
矢
張
り
こ
こ
に
 
 

ぁ
る
。
今
の
機
構
を
前
提
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
税
金
を
と
っ
て
も
足
り
な
い
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
弱
者
に
の
み
不
当
に
高
い
税
金
 
 

が
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
 
 

1
 
事
業
税
に
つ
い
て
 
 
 

農
業
部
門
に
つ
い
て
は
、
主
食
は
事
業
税
を
か
け
ら
れ
ず
、
養
蚕
、
畜
産
、
青
果
物
に
つ
い
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
 
 
 

果
、
次
の
如
き
矛
盾
が
出
て
い
る
。
 
 

〔
注
〕
 
第
二
種
は
水
畜
産
業
で
税
額
は
前
年
所
得
一
〇
〇
分
の
一
〇
、
第
一
檻
は
物
品
製
造
業
、
販
売
業
等
で
税
額
は
一
〇
〇
分
の
一
五
で
あ
る
。
 
 
 

即
ち
第
二
種
事
業
税
は
そ
の
経
営
観
織
に
よ
っ
て
徴
収
額
が
非
常
に
違
う
。
水
田
村
に
お
い
て
は
極
め
て
僅
か
し
か
と
れ
な
 
 

い
。
事
業
税
は
こ
う
い
う
不
平
均
な
税
源
で
あ
る
。
 
 
 

養
蚕
業
は
、
輸
出
向
産
業
と
し
て
今
後
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
東
京
都
砂
川
村
の
事
例
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
、
 
 

五
五
七
 
 
 

昭
和
二
三
年
 
第
二
種
事
業
税
 
 

養
蚕
野
菜
村
 
七
三
二
、
六
二
〇
円
 
 

水
 
田
 
村
 
一
四
人
、
五
三
六
 
 
 

第
一
種
事
業
税
 
 

三
〇
八
、
三
〇
七
円
 
 

t
ニ
四
九
、
八
六
三
 
 



第2表 農業関係租税公課の税種及び税率一覧表  

税  種  賦   課  率   備  考   

所  得 税  
国      取引高税  
税      特別法人税  

法  標準賦価現牧450円×納税義務者数  

地  12／100（当分100／100）            租   賃貸価格  

走   
独  事  業  税  前年所得の5／100  第2種（琴1聴は7・5／100）  

都  

木 材 引 取 税  価格の4／100以内  価格又は容積、須例で定める引取者  

税   漁業権者又はその取得者  

道  学業用、農耕用、その他の別に依り   
（亘1馬力に付20～40円  

府  定  牛馬税  
県  何行為税物件税甲、写分の1  （亘営業用、非営業用の別紅依り  

家畜税  （一頭に付き）  
独  山羊100円、緬羊200円  

税   （再取得価格の100分の4  
立木伐採我  

税  

目   地租割  

の 反別割   

地租付加税  

道 府  
県   

税 付  
加 税  

漁業権税付加税  

市  

定  税  
独  

町  

屠殺′税  

村  

原動枚税  
市  

税  
町  

村  

特別事業税  

そり税  

税   

水車税  
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五
六
二
 
 
 

不
利
な
産
業
と
な
り
、
養
蚕
は
縮
小
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
農
林
畜
産
業
に
つ
い
て
の
事
業
税
は
賦
課
し
な
い
こ
と
を
 
 

要
望
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
村
は
繭
一
万
貫
生
産
で
あ
る
が
、
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
に
よ
り
、
も
し
補
給
金
が
な
け
れ
ば
一
三
〇
円
安
と
な
り
村
と
 
 
 

し
て
、
一
、
三
〇
〇
円
の
収
入
減
と
な
る
。
 
 

㈲
 
養
蚕
に
つ
い
て
は
事
業
税
が
か
か
る
。
一
反
五
、
六
〇
〇
円
の
所
得
と
す
れ
ば
入
四
〇
万
円
（
一
五
〇
町
桑
畑
の
所
得
、
事
 
 
 

業
税
は
九
八
万
四
千
円
か
か
る
）
。
結
局
養
蚕
は
合
計
し
て
四
t
一
入
万
四
千
円
の
減
と
な
る
。
 
 

回
 
桑
畑
と
普
通
畑
と
を
比
較
す
る
と
桑
畑
は
反
当
た
り
、
三
、
八
二
七
円
の
所
得
に
対
し
普
通
畑
は
昨
年
と
同
様
と
す
れ
ば
 
 
 

八
、
八
五
〇
円
で
あ
る
か
ら
、
差
額
三
、
0
0
0
円
が
出
て
来
る
。
 
 
 

農
業
生
産
手
段
課
税
 
 
 

地
方
財
政
委
員
会
で
は
地
租
、
家
屋
税
、
住
民
税
引
上
げ
な
ど
を
考
え
て
改
正
法
法
案
を
第
五
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。
し
か
 
 

し
農
業
者
の
場
合
に
は
経
営
の
成
果
で
あ
る
所
得
に
賦
課
さ
れ
、
し
か
も
土
地
、
建
物
、
農
具
、
家
畜
等
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
は
明
ら
か
に
二
重
課
税
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
し
た
税
制
で
は
税
制
の
根
本
で
あ
る
公
正
な
る
原
則
は
期
せ
ら
れ
な
 
 

い
。
こ
れ
ら
を
抜
本
的
に
改
革
し
て
税
制
体
系
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 



シ
ョ
ウ
プ
博
士
の
税
制
改
革
使
節
団
の
来
朝
に
あ
た
り
、
わ
が
国
の
租
税
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
が
政
府
関
係
当
局
及
び
民
間
団
 
 

体
よ
り
提
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
の
意
見
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
提
出
す
る
校
閲
及
団
体
に
固
有
の
立
場
か
ら
税
制
改
革
に
関
す
る
見
 
 

解
を
開
陳
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
持
つ
べ
し
と
わ
れ
わ
れ
は
思
料
す
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
使
節
団
に
 
 

対
し
て
提
出
せ
ん
と
す
る
意
見
書
は
、
農
民
取
合
と
し
て
日
本
に
お
い
て
最
大
の
阻
合
員
を
持
つ
日
本
農
民
取
合
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
こ
の
意
見
書
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
立
場
を
と
っ
た
。
 
 

一
九
四
六
年
以
来
、
日
本
に
お
い
て
は
、
農
民
の
租
税
負
担
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
農
民
と
税
務
行
政
機
関
と
の
間
に
激
し
い
摩
擦
が
 
 

生
じ
、
か
つ
繰
返
え
さ
れ
、
現
在
に
至
る
も
、
基
本
的
な
諸
点
に
つ
い
て
は
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
 
 

か
？
、
こ
の
問
題
を
提
示
し
っ
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
農
民
の
経
済
的
利
益
を
擁
護
し
、
そ
の
社
会
的
地
位
を
高
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
 
 

農
民
組
合
の
立
場
か
ら
、
．
い
か
に
解
決
さ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
見
解
を
、
全
貌
合
点
を
代
表
し
て
開
陳
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

五
六
三
 
 
 

第
一
〇
 
シ
ョ
ウ
プ
税
制
改
革
使
節
団
に
対
し
て
提
出
す
る
租
税
制
度
改
革
に
関
す
る
 
 

意
見
書
（
昭
和
二
四
二
ハ
・
一
一
）
 
 

日
本
農
民
組
合
総
本
部
 
 

本
意
見
書
の
趣
旨
 
 



五
六
四
 
 
 

農
民
の
租
税
負
担
に
関
す
る
計
数
上
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
他
の
政
府
機
関
か
ら
既
に
貴
重
な
資
料
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
 
 

で
、
わ
れ
わ
れ
は
敢
え
て
こ
れ
を
避
け
た
。
 
 

第
一
農
業
所
得
税
 
 
 

一
農
民
に
対
す
る
賦
課
徴
収
に
あ
た
っ
て
生
ず
る
紛
争
の
実
相
 
 
 

H
 
戦
後
、
農
民
に
対
す
る
租
税
の
賦
課
徴
収
を
め
ぐ
っ
て
、
農
民
と
税
務
行
政
機
関
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
 
 
 

は
、
一
九
四
六
年
に
お
け
る
乙
種
事
業
所
得
の
賦
課
徴
収
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

戦
前
及
び
戦
時
中
ま
で
、
農
民
の
租
税
負
担
額
は
、
国
税
で
は
小
額
で
問
題
に
は
な
ら
ず
、
地
方
税
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
 
 
 

た
。
し
か
る
に
、
戦
後
、
急
速
に
進
展
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
食
糧
不
足
に
原
因
す
る
農
産
物
価
格
の
騰
貴
に
基
ず
く
農
民
の
 
 

0
0
 
 
名
目
的
所
得
の
増
加
は
、
国
家
財
政
の
ぼ
う
脹
と
あ
い
ま
っ
て
終
戦
の
年
、
一
九
四
五
年
に
比
し
て
四
六
年
の
農
家
〓
戸
当
り
の
租
 
 
 

税
負
担
額
を
一
〇
倍
近
く
激
増
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
年
よ
り
、
租
税
負
担
総
額
に
お
い
て
、
国
税
は
九
〇
％
近
 
 
 

い
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
農
民
の
租
税
負
担
に
関
す
る
問
題
の
中
心
は
国
税
（
所
得
税
）
へ
移
っ
た
。
 
 
 

⇔
一
九
四
六
年
に
お
け
る
農
民
に
対
す
る
租
税
の
賦
課
が
、
農
民
と
税
務
行
政
機
関
と
の
間
に
紛
争
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
は
、
以
上
 
 
 

に
述
べ
た
よ
㌢
に
急
激
に
増
加
し
た
所
得
税
額
そ
の
も
の
に
あ
る
と
と
も
．
に
、
こ
の
所
得
税
額
の
査
定
方
法
が
、
農
家
経
済
の
実
状
 
 
 

を
無
視
し
て
一
方
的
に
税
務
行
政
機
関
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
重
大
な
理
由
が
あ
る
。
農
民
は
、
こ
の
よ
う
な
税
務
行
政
棟
 
 
 

閑
の
無
理
を
お
か
し
た
所
得
の
査
定
に
対
し
て
、
個
人
の
力
で
は
と
て
も
抗
議
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
当
然
、
農
民
取
合
を
 
 
 



中
心
に
し
て
租
税
行
政
機
関
と
交
渉
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
民
の
租
税
問
題
は
、
多
く
の
地
方
で
農
民
阻
合
と
税
務
行
政
棟
閑
と
の
 
 
 

間
の
交
渉
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

臼
一
九
四
七
年
の
税
制
改
革
に
よ
っ
て
、
農
業
所
得
税
に
対
し
て
は
、
自
主
申
告
納
税
制
虔
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
主
 
 
 

申
告
納
税
制
度
は
、
そ
の
精
神
ま
た
そ
れ
が
合
理
的
に
運
用
さ
れ
る
に
お
い
て
は
、
近
代
的
租
税
制
度
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
 
 
 

を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
情
は
、
自
主
申
告
と
は
全
く
相
反
し
た
方
法
で
農
民
の
所
得
は
描
捉
さ
れ
、
課
税
さ
れ
て
い
る
。
 
 

囲
 
日
本
の
農
業
経
営
は
、
い
わ
ゆ
る
家
族
的
労
作
経
営
を
主
体
と
し
、
そ
こ
で
は
経
営
と
家
計
と
が
密
接
に
結
合
し
て
お
り
、
か
 
 
 

つ
、
従
来
一
部
の
上
層
所
得
階
級
を
除
い
て
、
多
く
の
農
民
に
は
ほ
と
ん
ど
所
得
税
ほ
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
 
 
 

所
得
額
を
申
告
す
る
基
礎
資
料
た
る
経
営
記
帳
を
行
う
慣
習
が
な
く
、
農
業
所
得
の
適
確
な
捕
捉
は
き
わ
め
て
困
難
な
実
情
に
あ
 
 
 

る
。
 
 

飼
 
そ
こ
で
地
方
税
務
当
局
が
大
蔵
省
の
指
示
に
従
っ
て
農
業
所
得
の
描
捉
方
法
と
し
て
採
用
し
た
方
式
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
 
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
各
税
務
署
管
内
に
あ
る
数
千
戸
の
農
家
の
中
か
ら
若
干
の
農
家
を
え
ら
ん
で
そ
の
所
得
額
を
調
査
し
、
そ
の
収
益
 
 
 

計
算
の
結
果
を
標
本
と
し
て
使
用
し
て
各
農
家
に
所
得
申
告
を
行
わ
し
め
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、
各
農
 
 
 

家
は
、
税
務
署
が
与
え
る
所
得
標
準
表
を
納
得
し
得
な
い
な
ら
ば
、
自
ら
の
収
益
計
算
の
結
果
に
基
づ
い
た
所
得
申
告
を
な
す
自
由
 
 
 

を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
自
由
は
、
自
主
申
告
納
税
制
度
に
よ
り
当
然
農
民
に
帰
属
す
る
自
由
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
現
状
で
は
、
こ
の
自
由
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
農
民
と
税
務
行
政
磯
関
と
の
間
に
激
し
い
紛
争
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
税
務
 
 
 

署
は
、
そ
の
農
業
経
営
に
関
す
る
無
智
と
、
少
な
い
調
査
資
料
と
で
作
成
し
た
所
得
標
準
蓑
に
従
っ
て
申
告
す
る
こ
と
を
広
汎
な
農
 
 

0
0
 
 
 

民
に
要
求
し
、
そ
の
標
準
衰
か
ら
か
け
離
れ
た
金
額
の
自
主
申
告
を
行
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
更
正
決
定
を
下
す
の
で
あ
る
。
農
 
 

五
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五
六
六
 
 

林
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七
年
に
お
け
る
農
民
の
申
告
所
得
額
に
対
し
、
税
務
署
の
決
定
し
た
所
得
額
は
平
均
一
四
八
％
の
 
 
 

高
率
を
示
し
て
い
る
。
か
か
る
事
態
を
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
農
民
の
側
に
過
小
申
告
を
行
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
 
 
 

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
根
本
的
に
は
前
述
し
た
よ
う
な
所
得
標
準
表
の
犯
し
て
い
る
重
大
な
過
誤
と
後
に
述
べ
る
よ
う
な
税
務
行
政
 
 
 

機
関
の
悉
意
的
な
徴
税
計
画
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

閃
 
こ
の
よ
う
な
税
務
行
政
機
関
に
よ
る
農
業
所
得
の
措
捉
と
課
税
の
方
式
に
対
し
て
、
個
々
の
農
民
は
多
く
の
地
方
で
農
民
取
合
を
 
 
 

通
じ
て
異
議
の
申
立
て
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
租
税
の
賦
課
額
が
不
公
正
で
あ
っ
て
紛
争
が
集
団
的
に
生
じ
 
 
 

た
場
合
、
納
税
者
た
る
農
民
の
利
益
を
代
表
し
て
税
務
行
政
機
関
と
交
渉
し
、
紛
争
を
公
正
に
処
理
し
得
る
よ
う
な
民
主
的
に
構
成
 
 
 

さ
れ
た
機
関
を
農
民
は
も
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
、
各
地
方
の
農
民
組
合
は
、
自
ら
多
く
の
農
家
に
つ
い
て
農
業
所
得
を
調
査
し
、
そ
の
収
益
計
算
の
結
果
も
税
務
署
に
振
 
 
 

出
し
て
、
税
務
署
が
そ
の
作
成
し
た
所
得
標
準
表
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
よ
う
要
求
し
農
民
の
租
税
負
担
の
公
正
化
を
実
現
す
る
た
め
 
 

に
努
力
し
て
い
る
。
 
 

二
 
所
得
税
法
の
欠
陥
 
 
 

H
 
以
上
述
べ
た
農
業
所
得
税
の
賦
課
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
紛
争
の
原
因
と
し
て
は
、
税
務
行
政
校
閲
の
所
得
描
捉
の
方
式
が
圧
倒
的
 
 
 

で
あ
る
は
か
に
、
現
行
所
得
税
法
そ
の
も
の
が
、
農
業
所
得
の
描
捉
方
法
に
関
し
て
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
規
定
を
与
え
て
い
る
こ
 
 
 

と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

す
な
わ
ち
、
現
行
所
得
税
法
は
、
そ
の
第
九
条
第
九
号
を
も
っ
て
、
農
業
所
得
を
事
業
所
得
の
範
疇
で
と
ら
え
、
同
法
第
十
条
第
 
 
 

二
項
で
そ
の
純
収
益
計
算
の
方
法
を
示
し
て
い
る
か
、
そ
れ
は
、
収
穫
物
の
金
額
換
算
の
方
法
及
び
総
収
入
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
 
 
 



経
営
費
の
費
目
の
範
囲
に
つ
い
て
き
わ
め
て
抽
象
的
か
つ
一
般
的
な
貌
定
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
 
 

⇔
 
そ
こ
で
、
現
行
所
得
税
法
の
施
行
第
一
年
度
で
あ
る
一
九
四
七
年
に
は
、
経
営
費
の
費
目
と
し
て
何
を
採
用
す
べ
き
か
に
関
連
し
 
 
 

て
、
農
民
取
合
と
税
務
行
政
棟
閑
と
の
間
に
激
し
い
論
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
年
大
蔵
省
が
、
そ
の
税
法
の
一
般
的
規
定
か
ら
導
き
 
 
 

出
し
て
経
営
費
の
中
に
採
用
さ
れ
る
と
示
し
た
費
目
の
具
体
的
構
成
は
、
農
民
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
実
際
の
農
業
経
営
に
絶
対
必
 
 
 

要
な
支
出
費
目
さ
え
除
外
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
納
得
し
が
た
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
農
民
が
、
そ
の
意
志
を
と
り
ま
 
 
 

と
め
て
、
費
目
構
成
の
拡
充
を
要
求
し
て
、
税
務
行
政
機
関
と
困
難
な
交
渉
を
繰
返
え
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
場
 
 
 

合
、
現
行
所
得
税
法
の
規
定
が
極
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
か
つ
、
大
蔵
省
の
費
目
構
成
に
関
す
る
解
釈
が
実
際
の
農
業
収
益
の
計
 
 
 

算
方
法
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
点
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
改
正
は
僅
か
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 

目
一
九
四
八
年
に
も
な
っ
て
も
、
以
上
に
述
べ
た
費
目
構
成
に
関
す
る
農
民
と
税
務
行
政
検
閲
と
の
見
解
は
相
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
 
 
 

り
、
し
か
も
こ
れ
に
、
あ
る
地
方
の
税
務
署
が
収
益
計
算
上
採
用
し
て
い
る
支
出
費
目
を
他
の
地
方
の
税
務
署
で
は
採
用
し
な
い
と
 
 
 

い
う
悪
い
条
件
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
行
政
上
の
不
統
一
を
是
正
す
る
た
め
大
蔵
省
が
地
方
税
務
行
政
機
関
に
与
え
た
指
示
も
、
抽
象
 
 
 

的
で
あ
り
、
ま
た
末
端
ま
で
徹
底
し
な
い
な
ど
の
理
由
で
は
と
ん
ど
効
果
を
示
さ
ず
、
納
税
者
の
見
解
の
相
違
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
 
 
 

は
で
き
な
か
っ
た
。
 
 

囲
 
し
か
し
、
一
九
四
八
年
に
は
、
な
お
、
t
層
困
難
な
問
題
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
農
業
経
営
が
家
族
労
働
的
経
営
で
あ
る
 
 
 

と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
、
日
本
の
農
業
所
得
形
成
の
特
殊
性
を
現
行
所
得
税
法
は
全
く
無
視
し
て
い
る
、
と
い
う
主
張
が
次
第
に
強
 
 
 

ま
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
日
本
の
農
業
収
益
の
性
質
の
評
価
に
関
す
る
根
本
的
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
現
行
所
 
 
 

得
税
法
は
、
農
業
所
得
を
事
業
所
待
と
し
て
規
定
し
、
一
般
の
雇
傭
労
働
を
使
用
す
る
企
業
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
原
価
計
算
方
式
 
 

五
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五
六
入
 
 

に
類
似
し
た
方
式
を
所
得
計
算
上
適
用
す
る
が
、
こ
の
方
式
は
、
自
家
消
費
的
で
あ
り
、
か
つ
、
労
働
所
得
的
な
性
質
を
も
つ
日
本
 
 
 

農
民
経
済
に
と
っ
て
は
適
応
し
な
い
計
算
方
式
で
あ
る
。
 
 
 

現
行
所
得
税
法
に
よ
れ
ば
、
農
家
の
農
業
労
働
に
従
事
す
る
家
族
に
は
、
な
ん
ら
の
所
得
も
確
保
さ
れ
な
い
よ
う
に
農
業
所
得
は
 
 
 

計
算
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
収
益
計
算
方
式
に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
る
税
額
中
に
は
、
家
族
の
労
働
所
得
部
分
に
ま
で
喚
い
 
 
 

込
ん
だ
金
額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
農
家
経
済
に
と
っ
て
は
耐
え
が
た
い
税
額
と
し
て
作
用
す
る
結
果
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
 
 
 

は
、
農
業
労
働
に
従
事
す
る
家
族
に
対
し
て
も
特
定
の
控
除
制
を
適
用
す
べ
し
、
と
い
う
解
決
の
方
法
が
与
え
ら
れ
、
一
般
に
も
支
 
 
 

持
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
大
蔵
省
に
お
い
て
も
、
理
論
的
に
は
こ
れ
に
承
服
し
て
い
る
。
 
 

㈱
 
現
行
所
得
税
法
の
農
業
所
得
の
計
算
方
法
に
関
す
る
欠
陥
と
し
て
は
、
な
お
、
生
産
物
の
価
格
評
価
の
時
点
に
つ
い
て
の
不
明
確
 
 
 

さ
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
現
行
所
得
税
法
第
九
条
第
九
号
に
よ
れ
ば
、
所
得
の
計
算
は
、
「
そ
の
年
中
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な
経
費
を
控
 
 
 

除
」
し
て
行
う
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
第
十
条
に
お
い
て
は
収
入
金
額
は
、
「
そ
の
収
入
す
べ
き
金
額
」
と
示
さ
れ
て
 
 
 

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
前
後
相
矛
盾
す
る
計
算
方
法
を
、
税
務
行
政
機
関
は
、
経
費
の
計
算
期
間
と
し
て
は
当
該
所
得
年
度
の
一
ケ
 
 
 

年
間
を
採
用
し
、
収
入
金
額
の
計
算
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
に
入
っ
て
の
み
代
価
か
実
際
支
払
わ
れ
る
生
産
物
部
分
も
当
該
所
得
年
 
 
 

度
に
お
い
て
支
払
い
を
受
け
た
も
の
と
仮
定
し
て
所
得
に
計
上
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
実
際
に
貨
幣
所
得
を
得
て
い
な
い
 
 
 

農
民
に
は
、
納
得
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
生
産
し
た
現
物
の
価
格
が
、
生
産
時
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
 
 

一
般
営
業
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
が
、
一
般
営
業
に
お
い
て
は
生
産
期
間
が
短
く
資
本
の
回
転
率
が
速
や
か
で
あ
る
 
 
 

た
め
、
、
所
得
年
度
の
間
の
生
産
現
物
の
翌
年
度
へ
の
繰
越
し
量
は
年
間
生
産
総
量
に
比
し
て
き
わ
め
て
少
部
分
を
占
め
る
の
に
反
し
 
 
 



て
、
農
業
に
お
い
て
は
、
一
年
間
の
生
産
期
間
を
要
し
、
特
に
日
本
に
お
い
て
米
は
所
得
年
度
の
末
期
た
る
十
月
が
収
穫
期
に
あ
た
 
 
 

る
。
従
っ
て
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
部
分
が
年
間
生
産
総
量
の
大
部
分
を
占
め
、
こ
の
た
め
、
翌
年
度
繰
越
し
部
分
へ
の
課
程
は
、
農
 
 
 

業
に
と
っ
て
は
一
般
営
業
の
場
合
に
比
し
て
比
較
に
な
ら
な
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

関
 
前
項
に
述
べ
た
計
算
期
間
に
関
す
る
不
合
理
は
、
ま
た
農
家
の
経
営
内
で
生
産
さ
れ
、
そ
の
価
値
が
最
終
生
産
物
へ
移
転
さ
れ
る
 
 
 

生
産
物
（
例
え
ば
種
子
、
飼
料
、
肥
料
な
ど
）
 
の
価
格
評
価
の
際
に
も
現
わ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
は
評
価
価
格
で
収
 
 
 

入
と
支
出
と
に
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
計
算
方
法
の
結
果
、
収
入
の
評
価
は
収
穫
時
の
価
格
に
 
 
 

ょ
り
、
支
出
の
評
価
は
前
年
の
収
穫
時
の
価
格
に
よ
る
た
め
、
そ
の
間
に
擬
制
的
所
得
が
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

三
 
税
法
か
ら
か
い
離
し
た
徴
税
計
画
 
 
 

H
 
従
来
、
農
民
の
租
税
負
担
は
過
重
に
過
ぎ
る
と
い
う
農
民
の
切
実
な
訴
え
に
対
し
て
、
政
府
当
局
は
、
給
与
所
得
に
対
す
る
勤
労
 
 
 

所
得
税
の
割
合
を
農
業
所
得
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
農
業
所
得
税
は
相
対
的
に
ほ
い
ま
だ
低
位
に
あ
る
。
と
主
張
し
て
き
た
。
し
か
 
 
 

し
国
民
所
得
統
計
や
所
得
税
統
計
の
き
わ
め
て
不
完
全
な
日
本
の
現
状
で
は
、
か
か
る
比
較
そ
の
も
の
が
き
わ
め
て
危
険
な
誤
謬
を
 
 
 

犯
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
し
か
も
、
租
税
控
除
後
の
所
得
で
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、
翌
年
の
た
め
の
生
産
的
 
 
 

投
資
を
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
農
民
の
所
得
は
、
給
与
所
得
と
は
比
較
を
な
し
得
な
い
性
質
上
の
根
本
的
相
違
が
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
申
告
納
税
分
所
得
に
属
す
る
農
業
所
得
の
措
捉
の
実
情
が
、
以
上
第
一
、
二
節
に
述
べ
た
よ
う
な
理
由
で
、
全
く
税
務
 
 
 

行
政
幾
関
の
主
観
的
認
定
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
は
、
そ
れ
自
体
比
較
に
耐
え
得
る
客
観
性
に
乏
し
い
と
い
わ
 
 
 

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

⇔
 
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
所
得
緒
捉
の
方
式
及
び
現
行
所
得
税
法
そ
の
も
の
の
欠
陥
に
加
え
て
、
更
に
租
税
徴
収
計
画
の
悉
意
性
 
 

五
六
九
 
 
 



五
七
〇
 
 

が
、
農
民
に
対
す
る
所
得
税
賦
課
の
問
題
を
一
層
紛
糾
に
導
く
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
 
 

⇔
 
戦
後
、
日
本
経
済
の
混
乱
の
過
程
に
お
い
て
、
一
般
に
納
税
思
想
は
低
下
し
、
た
め
に
所
得
掃
捉
の
努
力
は
税
法
と
そ
の
施
行
と
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

を
極
端
に
ま
で
か
い
離
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
納
税
者
の
実
際
の
租
税
負
担
は
税
法
の
規
定
す
る
租
税
負
担
と
は
全
く
別
個
の
も
の
 
 
 

と
な
り
、
税
務
行
政
機
関
は
、
徴
税
の
努
力
を
ま
ず
所
得
措
捉
の
容
易
な
部
面
に
集
注
し
た
。
か
か
る
徴
税
対
象
と
な
っ
た
も
の
 
 
 

ほ
、
源
泉
課
税
を
な
さ
れ
る
勤
労
所
得
を
別
に
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
農
業
所
得
で
あ
る
、
農
民
は
、
他
の
営
業
者
と
は
異
っ
て
脱
 
 
 

税
の
可
能
性
が
小
さ
い
の
み
な
ら
ず
、
農
産
物
の
政
府
に
対
す
る
供
出
代
金
及
び
経
営
面
積
の
登
録
な
ど
所
得
形
成
の
諸
要
素
は
比
 
 
 

較
的
把
捉
が
容
易
で
あ
り
、
従
っ
て
、
税
務
行
政
機
関
が
そ
の
徴
税
の
努
力
を
農
業
に
向
け
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
問
題
は
、
こ
の
徴
税
努
力
が
、
一
定
の
、
可
能
な
限
り
の
所
得
準
備
に
裏
ず
け
ら
れ
た
徴
税
計
画
に
伴
わ
れ
て
い
な
 
 
 

い
、
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
実
に
困
難
な
紛
乱
を
導
き
出
し
て
い
る
。
 
 

囲
 
年
々
の
国
家
財
政
は
、
予
算
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
一
定
の
租
税
収
入
計
画
を
も
つ
。
こ
の
租
税
額
は
、
国
民
所
得
の
分
配
の
状
 
 
 

況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
形
態
別
に
可
能
な
限
り
公
正
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
わ
れ
わ
れ
は
理
解
す
る
。
し
か
る
 
 
 

に
、
現
在
ま
で
に
お
け
る
租
税
行
政
機
関
の
徴
税
計
画
を
み
る
に
、
租
税
徴
収
予
定
額
は
、
国
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
租
税
収
入
 
 
 

予
算
額
と
は
全
く
別
個
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
徴
収
予
定
額
は
、
中
央
か
ら
各
財
務
局
別
 
 
 

に
割
当
て
ら
れ
更
に
財
務
局
は
、
管
下
の
各
税
務
署
毎
に
徴
収
予
定
額
を
割
当
て
、
そ
こ
に
、
税
務
署
の
徴
税
目
標
額
が
成
立
す
 
 
 

る
。
こ
れ
を
大
蔵
省
は
徴
税
努
力
目
標
と
よ
ん
で
い
る
が
、
こ
の
目
標
額
自
体
は
、
租
税
の
歳
入
予
算
額
か
ら
は
も
と
よ
り
国
民
所
 
 

0
0
 
 
 

得
か
ら
も
全
く
か
い
離
し
た
も
の
と
な
り
納
税
者
を
し
て
自
己
の
納
税
額
を
あ
ら
か
じ
め
計
算
す
る
こ
と
を
全
く
不
可
能
に
し
て
い
 
 
 

る
。
 
 
 



㈲
 
こ
の
よ
う
な
徴
税
計
画
に
よ
っ
て
税
務
行
政
棟
関
が
ま
ず
第
一
の
徴
収
目
標
た
る
農
業
所
得
に
対
し
て
向
う
と
き
、
そ
こ
に
困
難
 
 
 

な
紛
乱
が
生
じ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
多
く
の
農
民
は
、
自
ら
姐
ど
れ
程
の
額
の
所
得
 
 
 

税
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
か
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
困
惑
の
結
果
、
税
務
署
は
ど
れ
程
の
徴
税
目
標
額
を
予
定
し
て
い
る
の
 
 
 

か
、
そ
れ
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
税
務
署
に
要
求
す
る
。
し
か
し
、
農
民
ほ
税
務
署
か
ら
回
答
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
 
 
 

い
。
与
え
ら
れ
る
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
所
得
標
準
表
と
、
更
正
決
定
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
混
乱
し
た
経
済
秩
序
の
中
で
の
徽
 
 

0
0
 
 
税
が
き
わ
め
て
困
難
な
事
業
で
あ
る
と
い
う
事
実
も
充
分
に
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
予
算
か
ら
全
く
か
い
離
し
た
徴
税
計
 
 
 

画
、
描
捉
の
容
易
な
所
得
へ
の
徴
税
計
画
の
集
注
、
 

の
転
嫁
、
ま
た
税
務
官
吏
の
手
心
な
ど
の
行
わ
れ
易
い
現
在
の
慈
意
的
な
徴
税
計
画
は
改
善
さ
る
べ
き
も
の
と
思
料
す
る
。
 
 
 

内
 
経
済
安
定
九
原
則
の
要
請
に
基
ず
い
て
編
成
さ
れ
た
く
一
九
四
九
年
度
の
予
算
の
実
施
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
経
済
が
一
応
 
 
 

正
常
化
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
行
わ
れ
ん
と
す
る
租
税
制
度
の
改
革
は
、
以
上
述
べ
た
主
観
的
な
徴
税
計
画
を
行
 
 
 

い
得
る
よ
う
な
租
税
制
度
の
欠
陥
を
改
め
、
税
法
を
公
正
に
実
施
す
る
税
務
行
政
に
よ
っ
て
租
税
収
入
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
さ
 
 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

四
 
農
業
所
得
税
合
理
化
の
た
め
の
対
策
 
 
 

以
上
に
述
べ
た
農
業
所
得
税
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
の
結
果
、
廃
業
所
得
税
合
理
化
の
た
ぁ
の
対
策
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
 
 
 

諸
事
項
を
挙
げ
る
。
 
 
 

∽
 
農
業
所
得
は
、
一
般
の
事
業
所
待
と
は
分
離
し
て
別
個
の
所
得
形
態
と
し
て
取
り
扱
う
ー
〕
と
。
 
 

切
 
家
族
農
業
従
事
者
に
対
し
て
ほ
、
そ
の
数
の
増
加
に
応
じ
た
一
定
率
の
特
別
控
除
を
な
す
こ
と
。
 
 五

七
一
 
 
 



五
七
二
 
 

刷
 
農
家
の
生
産
物
に
し
て
、
翌
年
度
に
繰
越
し
販
売
ま
た
は
消
費
さ
れ
る
部
分
は
翌
年
度
所
得
に
属
せ
し
め
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
同
一
経
営
内
で
生
産
さ
れ
、
生
産
財
と
し
て
使
用
さ
れ
る
生
産
物
ほ
収
支
計
算
か
ら
除
外
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
徴
税
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
自
主
申
告
納
税
制
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。
但
し
農
家
が
経
営
記
帳
を
欠
く
た
め
、
完
全
自
主
 
 
 

申
告
に
至
る
ま
で
の
経
過
的
な
手
続
と
し
て
所
得
標
準
の
使
用
が
や
む
を
得
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
所
得
標
準
の
作
成
に
あ
た
っ
て
 
 
 

は
、
地
帯
別
、
経
営
組
織
別
、
所
得
階
級
別
に
多
数
の
実
例
に
基
づ
い
て
作
成
す
る
こ
と
。
な
お
、
中
央
、
地
方
に
お
け
る
所
得
標
 
 
 

準
表
の
作
成
に
は
、
農
民
団
体
を
参
加
せ
し
め
、
税
務
行
政
機
関
と
の
共
同
作
成
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
農
業
所
得
の
査
定
、
農
業
所
得
税
の
賦
課
徴
収
に
あ
た
っ
て
生
ず
る
紛
争
を
公
正
に
処
理
す
右
た
め
、
民
主
的
に
構
成
さ
れ
た
紛
 
 
 

争
処
理
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。
 
 
 

S
 
必
要
経
費
中
の
減
価
償
却
費
の
計
算
法
は
、
農
家
の
実
態
に
即
す
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
所
得
税
の
申
告
及
び
納
税
期
は
、
単
作
地
帯
な
ど
特
例
地
域
を
除
い
て
八
月
及
び
一
月
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
所
得
町
強
制
調
査
、
所
得
税
徴
収
額
の
日
露
の
決
定
、
そ
の
ほ
か
徴
税
官
吏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
強
制
の
権
限
は
、
そ
の
運
用
に
 
 
 

あ
た
っ
て
納
税
者
が
納
得
し
得
る
よ
う
徴
税
方
法
を
民
主
的
駁
も
の
に
改
め
る
こ
と
。
 
 
 

第
二
 
地
方
税
と
農
民
負
担
の
税
種
の
整
理
 
 

日
 
日
本
の
税
体
系
は
国
税
、
地
方
税
を
通
じ
て
き
わ
め
て
混
乱
し
、
相
つ
ぐ
増
税
に
よ
∨
つ
て
税
源
は
漁
り
つ
く
さ
れ
て
二
重
課
税
的
 
 
 

な
税
種
が
交
錯
し
、
税
種
は
ま
す
ま
す
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
一
の
納
税
者
た
る
農
民
は
、
同
一
種
の
農
産
物
 
 
 

に
対
し
て
、
国
税
と
し
て
は
収
得
税
、
流
通
税
（
一
部
）
を
賦
課
さ
れ
、
地
方
税
と
し
て
は
事
業
税
を
賦
課
さ
れ
る
結
果
、
茶
生
産
 
 
 



農
民
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
同
一
の
茶
生
産
に
よ
る
所
得
に
対
し
て
、
所
得
税
、
物
品
税
、
事
業
税
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
実
情
で
あ
 
 
 

る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
課
税
段
階
の
混
乱
、
あ
い
ま
い
な
税
負
担
の
帰
す
う
を
も
た
ら
し
て
い
る
現
在
の
税
体
系
ほ
、
近
く
 
 
 

行
わ
れ
よ
う
と
す
る
税
制
改
革
に
あ
た
っ
て
是
非
整
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

⇔
 
し
か
し
、
農
民
の
租
税
負
担
に
つ
い
て
税
体
系
上
最
も
混
乱
と
矛
盾
と
を
示
し
て
い
る
の
は
地
方
税
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
、
 
 
 

主
要
な
税
源
を
ほ
と
ん
ど
国
家
財
政
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
、
し
か
も
地
方
税
体
系
の
中
心
を
な
す
配
付
税
の
配
分
は
国
家
財
政
に
 
 
 

ょ
っ
て
支
配
決
定
さ
れ
て
い
る
結
果
、
零
細
な
独
立
財
源
を
漁
り
つ
く
す
は
も
ち
ろ
ん
、
課
徴
形
態
が
相
重
り
、
地
方
税
の
主
要
な
 
 
 

納
税
者
で
あ
る
農
民
軋
対
し
て
は
、
同
一
の
物
件
に
税
種
が
集
中
し
て
負
担
の
過
重
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
農
 
 
 

民
が
地
方
税
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
税
種
は
、
都
道
府
県
税
に
お
い
て
約
十
三
種
、
市
町
村
税
に
お
い
て
約
二
十
一
種
に
達
し
、
 
 
 

こ
れ
に
更
に
多
く
の
負
担
金
、
強
制
寄
附
金
な
ど
が
加
わ
る
。
 
 

臼
 
農
民
負
担
の
地
方
税
で
特
に
そ
の
創
設
当
時
か
ら
強
く
農
民
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
て
い
る
税
種
は
事
業
税
で
あ
る
。
事
業
税
は
、
 
 
 

政
府
に
よ
っ
て
買
上
げ
ら
れ
る
供
出
用
の
主
要
食
後
農
産
物
に
は
課
税
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
税
種
は
明
ら
か
に
取
得
税
に
対
す
 
 
 

る
附
加
税
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
自
家
庭
園
の
一
本
の
柿
の
木
を
さ
え
も
含
め
て
、
一
切
の
農
産
物
を
課
 
 
 

税
対
象
と
し
て
、
描
捉
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
事
業
税
賦
課
の
重
要
な
問
題
は
そ
れ
の
み
で
ほ
な
い
。
所
得
税
を
免
除
さ
れ
る
き
わ
め
て
下
層
の
農
象
に
も
こ
の
税
は
 
 
 

課
税
さ
れ
る
結
果
、
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
家
需
要
の
ご
く
少
部
分
を
満
た
す
に
過
ぎ
な
い
零
細
な
現
物
所
得
に
 
 
 

ま
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
貧
し
い
農
民
は
現
金
所
得
が
な
い
の
に
、
現
金
に
ょ
る
納
税
を
余
儀
な
く
さ
 
 
 

れ
る
。
 
 

五
七
三
 
 
 



五
七
四
 
 
 

囲
 
そ
こ
で
、
農
民
の
負
担
に
関
係
す
る
地
方
税
の
整
理
及
び
改
廃
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
ぎ
の
諸
事
項
の
主
施
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
 
 
 

あ
る
。
 
 
 

∽
 
農
業
事
業
税
 
 

農
業
事
業
税
は
実
質
上
、
所
得
税
と
同
じ
性
格
を
も
ち
、
所
得
税
に
対
す
る
附
加
税
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
廃
止
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

切
 
物
件
税
 
 

物
件
税
は
財
源
の
枯
渇
し
た
地
方
に
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
・
こ
の
税
は
、
牛
馬
、
電
動
機
、
荷
車
な
ど
の
零
細
な
農
業
生
産
 
 
 

手
段
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
、
所
得
税
と
二
種
課
税
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
多
い
物
件
税
は
、
速
や
か
に
整
理
さ
れ
る
と
も
 
 

に
、
生
産
手
段
に
対
す
る
課
税
は
可
能
な
限
り
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

刷
 
負
担
金
及
び
強
制
寄
附
金
 
 

地
方
行
政
機
関
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
各
種
負
担
金
及
び
強
制
寄
附
の
制
度
は
廃
止
す
る
こ
と
。
 
 

〔
以
上
〕
 
 
 

出
典
 
税
制
改
正
に
関
す
る
資
料
集
⇔
・
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
調
査
局
編
・
国
調
立
資
B
4
2
・
昭
和
二
四
・
七
、
六
七
貢
－
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